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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　光崎瑠衣
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　その国、黄金と深緑の波にたゆたう賢けん王の国。


　されど賢王死すとき、国乱れ、人皆みな艱かん難なんと辛しん苦くに悲ひ嘆たんす。





　大志を抱いだき三者あり。





　一人は人の限界を知る悲ひ壮そうの賢者。


　一人は猛たけ々だけしき武と誇ほこりを抱く漆しつ黒こくの騎き士し。


　一人は王に忠を尽つくし、国にその身を捧ささげし真の臣。





　三者、自らの理想を至上とし、相争う。





　されど、未いまだ世に出いずことなく大志を抱きし傑けつ士し、存在せり。


　傑士、ただ機を待つも、萌ほう芽がの時迫せまれり。









　　　序章　１





　数百年ほど昔、グリア大陸における歴史は、ゴブリン、オーク、コボルトなどの異形の生物──すなわち妖よう魔まとの闘とう争そうによって埋うめ尽くされていた。


　人とエルフとドワーフは力を合わせて戦い、長い時と莫ばく大だいな犠ぎ牲せいを払はらった結果、ついに妖魔たちをグリア大陸南部にある広大な森へ追おい詰つめたと言われている。


　それから長い時が経たった。妖魔たちの住む森は、暗黒の森、妖魔の森、死の森など、地域によって異なるが例外なく不ふ吉きつな名で呼ばれ、人やエルフ、ドワーフの侵しん入にゆうを一切拒こばんできた。何度となくこの広大な森を自らの領地にしようと、あるいは不ふ浄じようの生物を根絶やしにしようと多くの人々が足を踏ふみ入れたが、逃げ帰ってくるのが精せい一いつ杯ぱいで、多くは二度と戻もどらなかった。


　それゆえベールセール王国においては、歴代の国王たちは王国と森の境であるヴォルグレン山脈に強固な拠きよ点てんを築くことで妖魔たちの侵入を拒んできた。というよりは、それが唯ゆい一いつの対たい抗こう手段だった。


　人々の記き憶おくの底には未だ凶きよう暴ぼうな妖魔たちの姿が植え付けられており、人間にとって妖魔とは恐きよう怖ふすべき、唾だ棄きすべき、野や蛮ばんな存在であった。


　そんな妖魔の中に、オーガと呼ばれる種族が存在する。浅黒い肌はだと二本の短い角つのを頭部に生はやしているという点を除けば、人間やエルフと変わらない身体能力とそして知能を持ち、妖魔の森の中で独自に社会を築いていた。


　もっとも、規模は人間のそれとは比べものにならない。妖魔の森には、数百年この地で暮らしてきたオーガたちでさえ、未だ把は握あくしていない危険な生物が無数に蠢うごめいている。オーガの歴史はそれら危険との戦いの連続であった。


　生活の範はん囲いは限られ、農業はおろか定住できる土地さえまともにない。さらに安全な地や豊かな地を巡めぐり、オーガ同士での争いも絶えなかった。


　しかし、数百年という長い時の中でその情勢にも変化が起こっていた。かつてベルセルム一世が武力で部族間の抗こう争そうを終わらせ、ベールセール王国を建国したように、この妖魔の森においてもあるオーガの部族が極めて大きな力を持ち始めていた。彼らはいくつもの部族を併へい合ごうし、多くの妖魔を従わせ、人やエルフたちの知らない間に力をつけ始めていたのである。


　その部族たちの統率者の名は、武王ラーライーツといった。


　年ねん齢れいは五十、これは人間でいえば三十ほどで、やや長命なオーガの中では未だ壮そう年ねんの域にある。身みの丈たけは六尺（約一・八メートル）をゆうに超こえ、屈くつ強きようなオーガの中でもさらに一際目立つ巨きよ軀くを有する偉い丈じよう夫ふだ。そんな彼がオーガたちを率いたからこそ、森の奥に石造りの城を築き、今まで成しえなかったオーガの国を建国することができたのである。


　人が牛や馬を家か畜ちくとして使し役えきするように、彼らオーガは強大な怪かい物ぶつたちを使役し、森を切り開いていくつもの集落を作り、畑を耕し軍勢を養っていた。来たるべき日──森の外へと打って出る日に備えて。


　だがその日、彼らオーガに驚きよう愕がくの報しらせがもたらされる。


「武王さま！　大変です、人間が現れました！」


「なんだと!?」


　豪ごう胆たんにして勇ゆう壮そう──すべてのオーガたちの頂点に立つ武王ラーライーツであっても、その報告には驚おどろきを隠かくせなかった。妖魔の森と蔑さげすまれるこの地に足を踏み入れ、さらに生きてこの国にたどり着く人間などいるわけがない。事実、この数百年がそうであったように。


　もし可能性があるとすれば、それは──。


　ラーライーツは落ち着きを取とり戻した。そう、可能性は決して皆かい無むではないのだ。心当たりは一つだけあった。


「……あるいはこれが、黄昏たそがれの神の導きということか」


「は？　何か仰おつしやられましたか？」


「いや、なんでもない。それより出かけるぞ、その人間の元に案内しろ」





　間もなくラーライーツは巨きよ大だいな狼おおかみのごとき獣けものにまたがり、その村に辿たどり着ついた。入り口付近では老若男女のオーガたちが集まり、何事か騒さわいでいる。


「武王さまだ！」


「武王さまが現れたぞ！」


　村人たちは自らの王の存在に気付き、慌あわてて道を譲ゆずって頭こうべを垂れた。その中を悠ゆう然ぜんとラーライーツは進んでいく。


　そして、二人は出会った。


　ラーライーツ自身、人間という種を見るのはこれが初めてのことだった。


　奇き妙みような動物に乗っている。恐おそらく馬と呼ばれる生き物だろう。


　人間そのものは、なるほど書物で見た通り、体の大きさと肌の色、それに二本の角を別にすれば、オーガとあまり変わりはないように思える。


　ただ、そうだとするとその人間はかなり若いようだった。オーガの基準でいっても、まだ二十代ほどではないか。


　見たところ武器は持っている剣けん一本だけで、鎧よろいの類たぐいも着ていない。武装というより旅装というべきだろう。恐らくかなりの強行軍だったのだろう、かなり薄うす汚よごれてもいる。


「ようやく現れたか、オーガたちの王よ」


　人間が言った。どうやら使っているのは同じ言葉らしい。この状じよう況きよう下かにあって、まったく恐れを感じてないのか、なんとも不敵な声である。


　同時にラーライーツは確信した。なぜ初対面であるにもかかわらず、この者は自分が王であるとすぐに分かったのか。


　間ま違ちがいない。この人間がここに来たのは、黄昏の神の導きなのだろう。


　と、ラーライーツは気付いた。人間の周囲に、何人もの屈くつ強きようなオーガの若者が転がっていることに。ただ、呻うめき声ごえを上げているところを見ると、死んではいないようだ。


「その者たちは？」


「私は話をしに来ただけなのだが、聞く耳持たず襲おそわれてな。正当防衛だと釈しやく明めいさせて頂きたい。命も取ってはおらぬ」


　恐らく噓うそは言っていないのだろう。この森に住むあらゆる生物は、縄張りを荒らす外部からの侵入者に敏びん感かんであり、それはオーガも例外ではない。まして、祖先をこの森に閉じ込めた憎にくき人間たちに親切であるべき理由などまったくないのだ。


「分かった。非礼はこちらにあるのだろうな」


　ラーライーツは村人に怪け我が人たちを連れ出させると共に、その場から去るよう命じた。


　こんな得体の知れぬ人間と二人きりになって、万が一のことがあったらどうするのか──村人や護衛たちは口々にそう言って翻ほん意いを促うながしたが、ラーライーツは重ねて人ひと払ばらいを命じた。


　武王の命には従わざるを得ず、ようやく彼らはその場を去っていく。


「これでよい。二人きりだ、話を聞こうではないか」


「感謝する」


　そう言って人間は馬を下りた。そして人の世の礼れい儀ぎなのだろう、優ゆう雅がな仕草で軽く頭を下げた。


「お初にお目にかかる、オーガの王よ。私の名はフィリップ。ベールセール王国において将軍の身にある者だ」


　ベールセール王国。その存在ぐらいは知っている。


　この妖魔の森のすぐ西にあるという人間の王国だ。


「我が名は武王ラーライーツ。人間よ、用件を聞こう」


「大したことではない。この地にオーガの国があると聞いてな、一度見てみたくなったのだ。妖魔とは昔から縁えんもあったのでな」


「ほう」


　妖魔と一ひと括くくりにされることは、オーガたちにとっては侮ぶ蔑べつだったが、今は抗こう議ぎする気にはならなかった。どうやってこの国の存在を知ったのか。まして、この危険な森になぜたった一人で足を踏み入れる気になったのか。疑問は尽つきない。


　そんなラーライーツの心境を無視するように、フィリップは続けた。


「付け加えれば、貴公らオーガは妖魔を統すべる術すべを知っているという。私は今、ベールセール王国の王になることを目指している。出来ることならば、その力を私のために貸してもらいたいと思ってな」


「……妖魔を統べる術は我がオーガの秘術中の秘術。なぜその存在を知っている？」


「黄昏の神の導きだ。それ以上の言葉はいらぬと思うが」


　やはり、間違いなかった。


　黄昏の神の導き。それがあったからこそ、この人間はすべてを知っているのだ。この危険な森に、たった一人で足を踏み入れたのだ。


「よかろう。人間になど力を貸してやる理由は何もないが、黄昏の神の導きとあれば話は別だ、力を貸してやってもよい。だが、おまえはその見返りに何を与あたえてくれるのだ？」


「知識だ」


　フィリップは短く、だが力強く言った。


「おまえたちオーガが数百年の間知ることのできなかった人の世を垣かい間ま見みせてやろう。どうだ？」


　駆かけ引ひきの余地はなかった。恐らく、この取引すらもすべて黄昏の神の計らいなのだろう。


　オーガは人間やエルフに、少なくとも知ち恵えの点で劣おとっているとはまったく考えていなかった。唯ゆい一いつ劣っているものがあるとすれば、それは知識である。


　森の外の世界。それこそが今武王がもっとも欲ほつしているモノだった。それと引き換かえならば、オーガの手の内の一つを見せることもやむを得ない。


「一つ問題がある。知っているかもしれぬが、妖魔を操るにはどうしても必要なものがある」


「分かっている。餌えさのことだろう？　それならばこちらで用意する」


　そこまで黄昏の神は伝えていたのだ。いよいよラーライーツに否やはなかった。


「ならば問題ない。よかろう、力を貸そう、フィリップとやら」


　それが、多くの人々に影えい響きようを与えることになる盟約が人知れず成立した瞬しゆん間かんだった。





　この後、武王ラーライーツはフィリップを歓かん待たいして送り出すのだが、その折一つの贈おくり物ものをすることとなる。


　オーガの間で使われている黒陽鉄と呼ばれる金属を用いて作られた甲かつ冑ちゆうを、フィリップに与えたのである。


　それは見事なまでに漆しつ黒こくの甲冑で、以後、フィリップは好んでその甲冑を身にまとうこととなる。





　時はベールセール王国暦れき八十三年第九の月、ベルセルム四世とその嫡ちやく子しハインツ王太子の国こく葬そうが行われる、その十日ほど前のことであった。







　　　序章　２





　ベールセール王国の中央にあるトゥールスレン城じよう砦さいは、現在ジェレイド率いるボルネリア軍の支配下に置かれている。もっとも、より正確に記するならば「ボルネリア軍がベールセール王国から城砦を借り受けたままうやむやになっている」というのが正しい。


　そんな複雑な経けい緯いを持つこの鉄てつ壁ぺきの城砦において、最近小さな異変が生じていた。彼らの指導者であるジェレイドを差し置いて、ある人物の名が人々の口に上るようになっていたのである。


　その人物の名は、エレナ。ファノヴァール伯はくアレスの義妹である。





　トゥールスレン城砦内の一室。そこが今のエレナにとっての戦場であった。


「お願いします、エレナさま。どうか息むす子こを治してやってください。北との戦争で負った傷口が日に日に悪化し、もうずっと苦しんでいるのです……！　もうどうしたらいいのか……！」


　その中年の女は這はいつくばるようにして頭を下げた。彼女の後ろには、簡素な寝しん台だいに横たわり、苦しそうに息をしている青年が一人。その肩かたには血と膿うみの滲にじんだ包帯が巻きつけられている。周囲には腐くさったような匂においさえ漂ただよっていた。


　そういった光景を目にする度たび、エレナはある強い思いに駆られる。


　それは憐れん憫びんや同情、慈じ愛あいといったものではない。このようなときエレナの胸中を満たすのは、いつも怒いかりという感情だった。


　──どうして人がこんなに苦しまないといけないのよ!?


　青年は今が働き盛りだ。戦争さえなければ、こんな怪け我がさえ負わなければ、結けつ婚こんして幸せな日々でも送っていたに違ちがいない。それがなぜ寝台に横たわり、あれほどの苦しみに耐たえなければならないのか。


　エレナは内心の強い怒りを押おし隠かくし、未だ這いつくばっている青年の母を立ち上がらせた。


「顔を上げてちょうだい、あたしはそんなに偉えらい人じゃないもの。あたしにできることなら、なんでもするから」


「おお、エレナさま……！」


　エレナは寝台に横たわる青年の横に立った。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「…………」


　しかし青年は、力なく視線を向けてくるだけで何も答えなかった。それだけの気力ももうないのだろう。


「安心して、もう少しの辛しん抱ぼうよ」


　青年が小さく頷うなずくと、エレナはまず肩に巻かれた薄うす汚よごれた包帯を解ほどいた。無残な肩の傷口が露あらわになる。


　腐ふ臭しゆうが鼻を突ついた。傷口周辺の皮ひ膚ふが変色している。恐おそらく傷口の処置がまずく、悪化したのだろう。


「荒あら療りよう治じになるわ。お願い、火であぶったナイフと嚙かむものを」


　エレナがそう言うと、これから何が起こるのか察した周囲の人々から、小さな悲鳴が上がった。


　後ろで待機していたボルネリア軍の兵士たちが即そく座ざに必要な物を用意する。エレナにはナイフが手て渡わたされ、青年の口には歯を食いしばれるよう綿を丸めたものがあてがわれる。


「いくわよ？　すぐに楽になるから、少し我が慢まんしてなさい」


　青年は目に恐きよう怖ふを宿しつつも、小さく頷いた。


　エレナは、持っていたナイフを傷口に滑すべらせた。そして腐って変色した皮膚を容よう赦しやなく剝はぎ取っていく。


　くぐもった悲鳴が青年の口から漏もれた。兵士たちが、動かぬようその体を押さえつける。


「もうすぐ終わるわ、我慢しなさい！」


　間もなく腐った皮膚はすべて取り除かれた。代わりに傷口からは血が溢あふれ、青年の体とエレナの手を汚していく。


　エレナは血にまみれたナイフを置くと、傷口を覆おおうように手を当てて目を閉じた。


「大地を統べる偉い大だいなる緑神、アトラスさま。どうか苦しみに耐え抜ぬいたこの青年に、慈じ悲ひをお与えください。この青年の体を蝕むしばむ毒を浄じよう化かし、この青年に安らぎの日を取とり戻もどす機会をお与えください」


　エレナの手が光り出した。と同時に、青年の顔から苦く悶もんが消えていく。


　──まだよ！　アトラスさま、あなたの力はこんなものじゃないでしょう！　あたしを失望させたくなかったら、もっと力を貸しなさい！


　半なかば神すらも叱しつ咤たするように、強く、強く、慈悲を願う。


　光はさらに一度大きく強くなった後、収まっていった。


　額に浮ういた汗あせを拭ぬぐう。


「……よく耐えたわね。終わったわよ」


　エレナが手で押さえていた傷口からの出血は止まり、それどころか新たな皮膚がうっすらと傷口を覆っていた。青白かった青年の顔には、すでに血色が戻り始めている。


　青年の顔に、初めて笑みが浮かんだ。


「ありがとうございます、エレナさま。おかげで楽になりました。まるで……生まれ変わったようです」


「おお！　おお！　ありがとうございます、エレナさま！」


　母は再び地に頭をつけんばかりの勢いで何度も頭を下げた。と同時に、その出来事を見ていた周囲の人々──城砦に駐ちゆう留りゆうしていた兵士たちや、エレナの噂うわさを聞きつけてやってきた人々──が歓かん声せいを上げる。


「さすが聖女さまだ！」


「聖女さまがまた奇き跡せきを見せてくださったぞ！」


「聖女さまだ！　アトラスさまが、聖女さまを大地に遣つかわしてくださったのだ！」


　自分を称たたえる歓声の中で、エレナは照れるでもなく、誇ほこるでもなく、ただ怒りに打ちひしがれていた。


　怒りの矛ほこ先さきは一つ、戦争である。戦争が人を理由もなく傷つけ、人々から希望と笑顔と平へい穏おんに生きる権利とを奪うばっている。


　ただ、唯ゆい一いつの救いは、最近になってようやく北との争いも終わり、もう争いが起こることはないという事実だ。それだけがエレナにとっては救いだった。





　　　　　◆





　トゥールスレン城砦に、兵士以外の人々が訪れるようになったのは、ここ半月ほどのことである。


　元々、トゥールスレン城砦は中央街道の通行を一切阻そ害がいしないこと、その周辺の治安を維い持じすること、そして一時は客として滞たい在ざいしていたクラウディア王女の身み柄がらを護まもることを条件に、ボルネリア軍が王国軍から借りていたものである。トゥールスレン城砦の守備隊長バーグラムはジェレイドの指示を忠実に守り、決して旅人や商人たちに迫はく害がいを加えようとはしなかった。それどころか通行人が望むのであれば、かつて王国軍との戦いに備えて作られた二つの出城を宿として貸し出すことさえした。


　その結果、城砦を訪れる人々は徐じよ々じよに増えていき、彼らはある情報を携たずさえて別の地へ旅立っていくこととなる。


　いわく、トゥールスレン城砦に聖女あり。その少女──エレナは、たった一人で千人以上いたトゥールスレン城砦の怪け我が人をすべて治ち療りようしたという。それどころか、城砦に立ち寄る人々に乞こわれれば、なんら報ほう酬しゆうを受け取ることなく白しろ魔ま術を使ってくれるというのだ。


　その噂はあっという間に広まり、戦災に傷ついた多くの怪我人が、トゥールスレン城砦を訪れるようになった。


　そして間もなく、聖女エレナの名が辺り一帯に轟とどろくこととなったのである。





　　　　　◆





「ふう……」


　その日も日課を終えたエレナは、私室へ戻るとそのままベッドへ倒たおれこんだ。


　一日に何十人もの人々に白魔術──〝神の慈悲〟を行使することは、精神的・肉体的にも大きな負担となる。連日の治療で、エレナは疲ひ労ろうの極致にあった。


　それでも、この日課をやめる気にはなれなかった。戦争によって大きな怪我を負った人々を見る度に憤いきどおりは高まり、自分に何かできることがあると分かれば、やらずにはいられないのだ。


「義兄にいさん、今どうしてるんだろ……」


　エレナの思いは、ここ最近音おと沙さ汰たのない唯一の家族へと向けられていた。


　最後にアレスと会ったのは、北との戦争が始まった頃ころであり、それっきりもう二ヶ月以上が経過している。義兄の活かつ躍やくぶりは風の便りによく聞こえてきたが、北との戦に勝ったという話が流れ始めた頃、急にそれが途と絶だえてしまったことがあった。


　幸いというべきか、その期間は決して長くなく、間もなくまた義兄の噂を聞くことはできた。ところが、その内容というのがよく分からない。なんでも王太子を殺害して逃にげているという話だった。


　もちろんエレナとしてはそんな話信じられるわけがない。あの義兄が、よりにもよって王族を手にかけることなどありえるわけがない。


　ただ、気になるのは、そんな噂が広まっているにもかかわらず、義兄がその容疑を打ち消すべく行動に出たという話が聞こえてこないということだ。


　ひょっとしたら、義兄の身に何かあったのかもしれない。そんな不吉な考えを抱いだかずにはいられなかった。


　もともと、エレナのアレスに対する想いは極めて複雑である。


　血こそ繫つながっていないが、長い時を共に過ごした唯一の家族。


　騎き士しとして数多くの武名をあげてきた尊敬すべき義兄であり、エレナにとっては従軍神官として仕えるべき相手でもある。


　決して器用ではないが、何をするにも一いち途ずな人であり、故郷レストニア領の領主を懸けん命めいに務めてきたことも知っている。悪い言い方をすれば、やや単純ということにもなるが。


　義兄のいいところを挙げれば、多分きりがない。エレナもそろそろ結婚を意識し始める年ねん齢れいにあるが、実のところ自分が誰だれかと結婚するなんて無理なのではないかと、かなり本気で考えていた。なにしろ、義兄以上にいい男というのを見たことがないからだ。


　アレスを異性として認識したことは、もちろんあった。もっとも、血こそ繫がっていないにしてもアレスは義兄である。自分とアレスが結ばれることなど決してないだろうし、何よりアレスは名のある騎士なのだから、自分よりいい縁えん談だんの相手などいくらでもいるだろう。そもそもその筆頭が、どうやらクラウディア王女殿でん下からしいということが分かれば、進んで身を引きたくもなる。


　しかも最近になって、ある事実がさらにエレナの感情を複雑なものにしていた。


　義兄アレスは、多くの怪我人を量産する側の人間だということである。


　国を守るため、人を守るため。義兄の剣けんがそのために振ふるわれていることは間ま違ちがいないと、確信をもって言える。


　それでも、戦争の犠ぎ牲せい者しやとなって苦しみの末にこの城じよう砦さいにやってくる人々を毎日のように看護していると、どうしてもある思いが浮かんでくるのだ。


　義兄の剣もまた、多くの人々を苦しめていることには違いないということだ。


　いや、もし義兄が戦わなければ、より多くの犠牲を生んでいただろうということは分かる。そして義兄自身、人を傷つけることを望んでいるわけではない。むしろそのことが義兄をも苦しめているということを知っている。そもそもエレナが戦争の傷を癒いやすために尽じん力りよくしているのも、義兄のそんな負担を減らしたいからと思ったからである。


　それでも、連日のようにやってくる怪我人たちの苦しみを見ていると、どうしてもある考えを持たずにはいられないのだ。すなわち、武力によって平和が訪れることはあるのかと。剣によって人を守ろうとする義兄のやり方は、本当に正しいのかと。


「エレナ、入っていいか？」


　不意に、部屋の外からローランの声がした。自分のためにこの城砦に残る道を選んでくれた近この衛え騎士だ。


「駄だ目め、入室禁止だって言ったでしょ？　用があるなら扉とびらを開けてそこからいいなさい」


「ちぇ。相変わらずつれねえな」


　扉が開き、苦笑したローランが顔を出す。そこから本当に一歩も部屋へ入ろうとしないあたりは、彼なりの気遣いなのかもしれない。


　自分に想いを寄せてくれているらしい異性。が、正直なところその想いに応こたえたいという気はあまりしない。別に彼のことが嫌きらいというわけではない。それどころか、異性としてでなければ純じゆん粋すいに好意を持っている。ローランがいてくれるおかげで、この敵地といってもいい城砦の中においても息災に過ごすことができたし、彼の軽口で気分が軽くなったことも何度もある。


　友人としては本当にありがたい存在だとは思う。だが、彼についてはそれ以上の感情が浮かんでこないのである。


「それで、何？」


「どこぞの貴族の使いが来てな、ちょっと揉もめてるんだよ。ある貴族が頭を怪我したらしくてな。聖女エレナの話を聞いて、治療してもらいたがってるんだと」


「なんでそんなことで揉めるのよ？　まさかあたしが怪我人を治療するのに選より好みするなんて思ってるわけじゃないんでしょ？」


「いや、それがな。その怪我人ってのが、グロースター伯はくって有名な伯はく爵しやくでさ。何百人もの重装歩兵を連れてあっちこっちで武ぶ勲くんを上げてる貴族なんだ」


「ああ、それで……」


　エレナは事情を察した。


　この城砦を支配するボルネリア軍の前身は、貴族支配に反旗を翻ひるがえした反乱軍であり、もともと貴族という存在に対し、強い嫌けん悪お感かんを抱いている。ましてその伯爵とやらは、武人でもあり、あちこちで武勲を立てているという。となれば間違いなく、反乱軍、すなわちこの城砦にいる兵士たちやその仲間と戦ったことがあるのだろう。


「ここの連中にしてみりゃ敵同然ってわけだ、そりゃ嫌いやがりもするだろうさ。で、どうする？」


「決まってるでしょ、行くに決まってるじゃない」


　エレナはベッドから身を起こすと、簡単に身なりを整え部屋を出た。





　　　　　◆





　門の方へ近づくと、すぐに喧けん騒そうが耳に飛び込んできた。


　騒さわぎ立てているのはこの城砦の兵士や、近きん隣りんからやってきた民衆たちだ。


「帰れ帰れ！」


「ここは貴族の来るところじゃない！」


　そんなことを連呼している。


　言われるがままになっている側が、恐らく貴族たちだろう。一台の馬車と、それを守る十人ほどの武装した騎士たち。その後ろにはさらに五十人ぐらいの兵士が控ひかえているのが見える。


　彼らは帰れ帰れの大合唱を浴びせられ、かなり困こん惑わくしているようだ。しかし文字通り引くに引けない事情があるのだろう、その場から立ち去ろうという様子はなかった。


「静かにしなさい、あんたたち！　城砦の中じゃ多くの怪け我が人が休んでるのよ！」


　エレナの声には、人々を鎮静化する効果があった。


「聖女さまだ！」


「聖女さまがいらっしゃったぞ！　道をお空けしろ！」


　さっきまでの喧騒は噓うそのように止やみ、貴族の一行を除いた人々は平身低頭、エレナの前に道を開く。


　正直、エレナとしては複雑な気分である。彼らは貴族を嫌っているはずなのに、自分への対応は、貴族へのそれとまったく同じではないか。大体、自分はそれほど大した存在ではない。自分にできることをやっているだけであって、聖女と呼ばれる資格もないというのに。


　しかし何度人々に言っても直りはしない悪習であったし、そもそも今はそのことを気にしている場合でもなかった。


「聖女さま！」


　張はり詰つめた大声がエレナの耳を突ついた。
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　騎士たちの中でも一際立派な人物が一歩進み出て、膝ひざを突いて頭こうべを垂れた。


「お願いがございます、聖女エレナさま。聖女さまのお名前は遠く我らの地まで響ひびいております。どうか我らの主の病を治しては頂けませぬか！」


　エレナは躊ちゆう躇ちよなく答えた。


「安心して。あたしにできることがあるなら、なんでもするから」


「あ……ありがとうございます！」


　その騎士は地に頭をつけんばかりであったが、同時に周囲の喧騒が激しくなった。


「お考えをあらためてください、聖女さま！」


「貴族なんかのために力を振るう必要などありません！」


「貴族どもは帰れ！　聖女さまのお心を乱すな！」


　たまらずエレナは大きく息を吸い、そして吐はき出した。


「いい加減にしなさい！」


　それは義兄ほどではなかったものの、さすがはアレスの義妹だと思わせるだけの声量を伴ともなった一いつ喝かつであった。


「あなたたちには色々手伝ってもらって本当に感謝してる。でも、だからこそあたしがこういうときどうするか分かってるはずよ。あたしが怪我人を差別するような人間だと本気で思ってるの？　それに忘れてるみたいだから言っとくけど、あたしだって貴族の娘むすめなんだからね？」


　さっきまで喧騒に包まれていた場は、再び静まり返った。


　その中をエレナは悠ゆう然ぜんと進み、未だ膝を突いている騎き士しの前に立つ。


「あなたの主のところに案内してもらえるかしら？」


「は、はは！　どうぞこちらへ！」


　騎士は喜び勇んでエレナを後ろの馬車へと案内した。


　幌ほろが開かれる。


　中には質素な寝しん台だいが置かれ、若い男が横たわっていた。


　品のある男で、病のせいかその目にはあまり強い光は感じられないが、顔つきそのものからは義兄に通じる勇ゆう敢かんさが感じられた。なるほど、武名高き貴族と言われれば頷うなずける。


「おお、あなたが聖女エレナどのか。お噂うわさは聞いている。あの赤神の申し子と謳うたわれしアレス卿きようの義妹であられると……」


　顔をしかめながら上半身を起こすと、どことなく張りのない声で言った。


「このような状じよう況きようで失礼するが、私の名は──」


「伺うかがってるわ、グロースター伯爵。挨あい拶さつなんていらないわ、あなたも大変そうだし、ここは礼れい儀ぎが必要な城の中でもないし。さ、横になってて」


「助かります。私としても一刻も早く楽にして頂きたいところですからな」


　グロースター伯は再び寝台に横たわると、すぐに目をつぶってしまった。目を開けていることも辛つらいらしい。


「見たところ外傷はないみたいだけど、どうしたの？」


「北の軍が呼び出した巨きよ人じんのことは、ご存じでしょうか」


　返答したのは先ほどの騎士だった。


「ええ、噂には聞いてるわ。北の巫女みこが、緑神アトラスさまに力を借りて巨人を呼び出したとか」


「そうです。その戦いの折、我らは伯爵さまと共に巨人に戦いを挑いどみました。しかし相手が巨人とあってはさすがに力およばず、我が主は巨人が投じた土砂の一いち撃げきを頭に受け、重傷を負い、意識を失ってしまったのです」


「……そう」


　その巨人は、義兄アレスによって倒たおされたという。人々は義兄を賞賛しているが、一方でこのグロースター伯のように傷つき倒れた者もいるのだろう。


　なおさら、放っておけるわけがない。ただ、グロースター伯の頭部に目を向けても、確かに顔色こそ悪いが別段異常は見当たらなかった。傷きず跡あと一つ見受けられない。


「あたしにできることがあるならなんでもするわ。でも、見たところ怪我は治ってるみたいだけど……」


「そうなのです。伯爵さまのお怪我は、ベールセール軍の従軍神官によってすぐに治療されました。しかし伯爵さまの意識は、戻もどらなかったのです」


「私が目覚めたのは、それから二日後だったらしい」と、グロースター伯が語を継ついだ。「だが、目覚めたときから私を絶えず猛もう烈れつな頭痛が襲おそうようになった。高名な神官にもう一度治療してもらうまで、何日も地じ獄ごくを味わったよ。ところがだ、神官の治療によって激痛は治まったものの、以前ほどではないがずっと頭痛が私を襲うようになったのだ」


　苦しさのせいなのか、このときのグロースター伯の目じりには涙なみださえ浮うかんでいた。


「どうか分かって欲しい。今の私にとっては一刻一刻が苦痛で仕方がないのだ。何をしようと四六時中、目の奥に刺すような痛みが走り、何をするにも集中できぬ。これでは剣けんも握にぎれぬし、領主としての責務も果たせぬ……！」


「お願いでございます、聖女さま」と、騎士たちも頭を垂れる。「我らはありとあらゆる手段を用い、伯爵さまの頭痛を取り除こうと試みました。しかしそのすべては失敗に終わってしまいました。もはや聖女と名高いあなたさまのお力にすがる他ありませぬ。どうか我が主の頭痛を治してはくださりませぬか」


「…………」


　エレナは困惑した。


　自分にできることがあるのならば、なんでもしよう。しかしグロースター伯は貴族であり、これまでにも充分な治療を受ける機会があったという。それ以上の治療が自分にできるとは思えない。


　ただ、一つだけ気になるところがあった。


「確認したいことがあるんだけど。激しい頭痛に何日も悩なやまされたって言ったわよね？」


「ああ、そうだ。あれはまさに拷ごう問もんのような痛みだった。今でこそ多少、痛みは和やわらいでいるが……」


　エレナはあることに気付いた。一つだけ、自分にもできることがあると。


「思い当たる治療法があるわ。人間の体ってね、長い間同じ痛みが続くと、それを普ふ通つうのものと受け入れてしまうんだって。あなたは激しい頭痛に何日もさらされてたんでしょう？　だから、そのときの痛みを体が覚えこんでしまって、ずっと頭痛が続いてるのかもしれないわ」


　グロースター伯はくの顔に希望が戻ったように見えた。


「どうすればいい？　この悪夢のような時間を終わらせる方法があるのか？」


　安心させるようにエレナは頷いた。


「神々は、あたしたちの祈いのりに応こたえて人の体に奇き跡せきを起こせることは知ってるわよね？　あたしたちは神々に慈悲を乞こい、人の持つ治ち癒ゆの力を高めることで、怪我を治すことができるの。でも──」


　やろうと思えば、逆のこともできる。つまり、人の体に異常を起こすことも。もっとも、無む闇やみにそんなことをすれば神に見放されるだけだ。ただ、一つだけ神々でさえも許す人を傷つける行こう為いがある。


「治せるのは、体の怪我だけじゃないわ。心に負った傷を治すこともできるの」


　戦争で負う傷は、肉体的なものだけではない。戦友や大事な人を目の前で殺され、あるいは自身が暴行を受け、心に傷を負う者も多い。


　そういった人々をも、エレナは癒いやしてきたのだ。それは、多くの戦争の犠ぎ牲せい者しやを治療してきたエレナだからこそ身につけることのできた術だった。厳密に言えば、癒す術とは言わないかもしれない。神の力を借りて人の記き憶おくを傷つける術だからだ。


　しかし、この方法によって笑顔を取とり戻す人は確実にいる。


「つまり、私が心に負った傷を癒してくれるというのか？」


「正確にいうと、あなたから痛みの記憶を消し去るの。うまくいけば、少しはよくなるかもしれないわ」


「やってくれ」と、グロースター伯は即そく答とうした。「失敗しようが構わない、この痛みから解放されるならそれでいい」


「分かった、やってみる」


　エレナは馬車の中に入った。


　簡素な寝台に横たわるグロースター伯の頭を、自らの膝に乗せ、いつくしむように両手で包む。それだけで、グロースター伯の顔から一瞬痛みが消えたようだった。


　エレナは目を閉じていつものように祈った。


「緑神アトラスさま。どうかこの者から、痛みの記憶を消し去ってください。この者はもう充分苦しみました。どうか平へい穏おんの時をお与あたえください」


　心の中で強く祈る。同時に、グロースター伯の頭を包んでいた手がまばゆい光を放ち始めた。


　エレナも体の調子が悪いときは、頭痛が起こるときもある。だから、その痛みはよく知っている。何をするにも億おつ劫くうで、何かを考えようとしてもまったく集中できない。


　このグロースター伯は、そんな痛みにずっとさらされ続けていたというのだ。それはまさに拷問と言っても過言ではない。


　──もういいでしょう、アトラスさま！　この人にも休息の時間は与えられるべきよ！


　憤いきどおりをぶつけるように、心の中で強く強く思う。


　やがて光が収まっていったとき、


「……ああ。あああ！」


　グロースター伯が突とつ然ぜん身を起こした。信じられないと言いたげな顔をして、自分の頭に触ふれる。


「は、伯はく爵しやくさま？」


　騎士たちが心配するように声をかける。


「……頭痛が、消えたぞ」


　半ば呆ぼう然ぜんと、グロースター伯は呟つぶやいた。同時に満面の笑みが浮かぶ。


「き、消えた！　私を散々悩ませていたあの頭痛が、綺き麗れいに消え失うせたぞ！」


　これまでの日々がよほど苦痛に満ちたものだったのだろう。グロースター伯は馬車を飛び出し、子供のようにぴょんぴょんと跳はね回った。その喜びようは生半可なものではなく、彼の治療に難なん儀ぎを示していた者たちでさえ、釣つられて苦笑するほどだった。


「礼を言う、聖女エレナ」


　ひとしきり喜びを爆ばく発はつさせたところで、グロースター伯は貴族らしい優ゆう雅がな仕草でエレナの前に跪ひざまずいた。


「まさかこれほど晴れやかな日が再び来るとは思っていなかった。身分を問わぬその献けん身しんぶり、まさしくあなたこそ聖女の二つ名に相応ふさわしい。いや、本当に何度感謝しても感謝しきれぬわ」


「あたしはそんなに偉えらい存在じゃないわ。とにかく、元気になったんならそれでいいわ。故郷へ帰って、養よう生じようして」


「いや、そうはいかない。私はあなたに救われ、あなたに恩を受けたのだ。我がグロースター伯爵家の名にかけて受けた恩は返さねば先祖に顔向けできぬ」


　義兄のようなことをいう。さすがは義兄と同じ武人の領主というべきなのか。


「私も貴族として多少の財は持っている。聞けばここには多くの人々が訪れ、あなたは彼らに無む償しようで治療を施ほどこしているという。そのようなことを続けていれば、不足してくる物もあるだろう。もしよければ、そういった品々を提供させてもらいたい」


　エレナとしては断る理由はなかった。


　無償で治療を施すのは自分一人が疲つかれるだけなので問題ないが、経過を見るため、何日か砦とりでに滞たい在ざいしてもらわねばならないこともある。そしてその間の滞在費は、今のところこの城じよう砦さいのバーグラム守備隊長に出してもらっている。余よ裕ゆうのない人からお金を取りたいとは思わないが、余裕のある人が好意で寄付してくれるというのなら、拒こばむ理由はどこにもない。


「ふざけるな！　貴族の施しなんざいるものか！」


「そうだ！　どうせ領民に重税を課して集めた財だろう！」


　しかし、エレナの考えとは裏腹に、非難の声が次々に上がった。さすがは元反乱軍の拠きよ点てんというべきか、貴族への反はん抗こう心しんは並々ならぬものらしい。


「それは侮ぶ辱じよくだ！」


　グロースター伯は堂々とそう言い返した。


「私は民に重税を課したことなどない！　我らは先祖代々精せい魂こんを込めて領地を富ませてきたのだ、何なん人ぴとたりとも後ろ指を指すことは許さん！」


　さすがは長年人の上に立ってきた人物というべきか、彼は並みいる群衆を相手に一歩も引く様子を見せなかった。


「あいつの言ってることはあながち間ま違ちがいじゃないと思うぜ」


　ローランがエレナに近寄ってそう弁護する。


「ジェレイドの反乱以来、あっちこっちで反乱が起こってたが、グロースター伯爵領で反乱が起こったって話は聞かないからな。それに、あの伯爵は五百人もの重装歩兵を自前で養ってるって話だ。そいつは簡単なことじゃない」


　頷うなずける話だった。


　義兄も領主ではあるが、レストニア領の兵力など五十人足らずだった。それを思えば、その十倍の兵力を持つことがどれほど凄すさまじいことなのかは多少分かる。


　彼に余裕があるのなら、そしてそれで人が救える機会が増えるというのなら、エレナに躊ちゆう躇ちよする理由はどこにもなかった。


「グロースター伯。もしあなたにやましいところがない私財が余ってるなら、寄付してもらえないかしら？　確かに、あたしたちは食糧も薬にも困ってるもの」


　無数の抗こう議ぎの声があがった。


「エレナさま、何も貴族に頼たよらずとも我々は充じゆう分ぶんやっていけます！」


「聖女さまを惑まどわしやがって、この貴族め！」


　大別すればそんな声ばかりだ。


　もともとエレナはあまり気の長い方ではない。何度も聞き分けのない抗議を聞かされれば、段々と腹も立ってくる。


「いい加減にしなさい！　人を助けるのに身分なんて関係ないわ！　せっかく困ってる人たちを救う方法が目の前にあるのに、形にこだわってそれを利用しないなんて馬ば鹿かのすることだわ！」


　エレナが一いつ喝かつすると、場は三み度たび静まり返った。


「バーグラム隊長、いいわよね？」


　決断を下されたこの城砦の守備隊長は、半ば諦あきらめたように首を縦に振ふった。


「もはやこの城砦はエレナさまのご意向を無視して存在することはできません。エレナさまの仰おおせとあれば、従いましょう」


　エレナとしては、隊長たる彼の立場を損なっているような気がしてどこか申し訳なかったが、それで救われる人々が出てくるのなら──と、彼の好意に甘えるしかなかった。





　このように、鉄てつ壁ぺきを謳うたわれるトゥールスレン城砦では、指導者であるジェレイドすら知らぬうちに様々な異変が生じようとしていた。


　もっとも、それは今のところまだ小さな異変であり、この時勢に、この小さな城砦に目を向けようとした者は、ほとんどいなかったのである。






　　　第一章　フィリップの治政
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　王国暦れき八十三年第十の月上じよう旬じゆん。


　ベルセルム四世と息子ハインツの国こく葬そうが終わった直後、王都の住人たちは、王族の死を嘆なげいていたものの、それでも生活の糧かてを得るための行動を制限することはできず、市場には日に日に活気が戻もどり始めていた。


　しかし一方で、この国の未来がどうなるのかという疑問も尽つきることはなく、人々の表情は決して明るくはなかった。


　特に、ベルセルム四世は賢けん王として知られ、そしてその後こう継けいであったハインツ王太子も柔にゆう和わかつ温和な性格で知られていた。その二人が失われた今、数多くの争いで傷ついたこの国を一体誰だれが再建できるというのか。唯ゆい一いつ、聡そう明めいを謳われたクラウディア王女が健在なことは人々の希望でもあったが、未だ成人もしていない十三歳の少女にできることには限界があるだろう。


　人々の不安は尽きなかったが、そんな折、次のような噂うわさが王都を蹂じゆう躙りんすることとなる。


「先に行われた国葬の喪も主しゆを務めていたのは、クラウディアさまではなくフィリップ将軍だった。これはフィリップ将軍に新たな国王たらんとする野望があることの証明である。その証しよう拠こに、喪もが明け次第フィリップ将軍はクラウディアさまとの婚こん姻いんを発表するだろう──」


　もっとも、その噂は民衆にとってはそれほど重要な噂ではなかった。民衆にしてみれば、誰が王になるかという問題よりも、次の王がどんな善政をしてくれるかが問題だったからだ。


　だがそんな折、王都においてフィリップの為人ひととなりが分かるある出来事が起こったものである。





　　　　　◆





　その日の正午過ぎ。王都でもっとも大きな広場に、多くの騎き士しや兵士が集まり始めていた。


「夕刻、この場において処しよ刑けいが行われる。この場での今日の商いは慎つつしんでもらいたい」


　騎士たちはそう告げると、広場で商いをしている商人や大道芸人らをやんわりと、だが強引に広場から追い出していった。


　この場所で処刑が行われることは珍めずらしくない。大きな祭りが開かれるときなどは、まず始めに罪人の公開処刑が行われるのが慣例となっている。それによって、人々は悪人の死に快かい哉さいを叫さけびつつ、自身の命があることの幸運を祝うのだ。死というものが身近にあったこの時代、そういった慣例は少なくない。


　だが、今日は祭りの日ではないし、こんなに前まえ触ぶれなく突とつ然ぜん処刑の開かい催さいが告げられたことは、これまでにもなかった。


　一体何のために、どのような処刑が行われようとしているのか。噂は瞬またたく間まに王都中を駆かけ巡めぐり、多くの人々が広場を遠巻きに見つめるようになった。


　日が傾かたむきかけた頃ころには準備も済んだらしく、とうとう広場への入場が許されるようになった。この頃、王都では国王の死によって多くの催もよおし物ものが中止となり、人々は娯ご楽らくに飢うえていたという事情もあって、すすんで広場へと足を運んだ。


　だが、そこで彼らは不ふ審しんに思った。広場には斬ざん首しゆ台も絞こう首しゆ台もなかったからだ。代わりに用意されていたものは、大きな台座とその上に設置された牢ろうであった。


　そう、鉄格子に囲まれたその四角形の空間は、間違いなく牢と呼ぶべきものであっただろう。それにしても処刑場に牢とは一体どういうことか。人々の疑問はさらに募つのった。


　そして人々の視線が集まる中、牢の前にある人物が立った。多くの国民は、不ふ吉きつすぎる漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうを身にまとったその人物が誰なのかをよく知っていた。


　フィリップ将軍、あるいは家か督とくを継ついだばかりではあるが、ディルヴィレン侯こう爵しやくと呼ぶべき人物である。


「被ひ告こく人にん、ルール伯はくカリウス！」


　フィリップはそう大声で告げた。


　民衆は始め、フィリップの言葉の意味が信じられなかった。フィリップは今、ルール伯と言った。つまり貴族ではないか。反乱でも起こさない限り罰ばつせられることのなかった貴族が、公開処しよ刑けいなどされるわけがない。


　だが、間もなく騎士に連行されてきた一人の男を見て、民衆は驚きよう愕がくする。その人物は、見るからに身なりもよく、さらに貴族の証あかしたる赤いマントをつけていたのだ。


　これから行われるのは、本当に貴族の処刑なのか。あのルール伯とやらは、それほどの罪を犯したのか。人々は口をつぐんで事の成り行きを見守った。


　当のルール伯の顔には、恐きよう怖ふ──というよりは不満の色がありありと出ていた。当然というべきだろう。特権に守られた貴族であるにもかかわらず被告人呼ばわりされ、このような見世物にされているのだから。


　フィリップが告げた。


「ルール伯カリウス！　貴公は兵へい站たんの責任者に任命されておきながら、その立場を利用し、軍ぐん需じゆ物資を私的に利用した！　これは我が国民の血税をないがしろにし、さらに前線で命をかけて戦う兵士たちの命を無用の危険にさらす唾だ棄きすべき行こう為いである！　よって貴公に国家反逆罪を適用し、ここにその刑けいを執しつ行こうするものとする！」


　人々は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


　軍需物資の横流し。確かにそれは唾棄すべき行為であって、処刑すらもやむを得ないのかもしれない。だが、国家反逆罪などという大おお仰ぎような名をつけられる犯罪ではないだろう。


　しかも、相手は並の兵士ではない、貴族である。民衆にとって、貴族とは特別な存在であった。貴族になら何をされても仕方がない、泣なき寝ね入いりするしかない──それは貴族の支配に長年慣れてきたことによる弊へい害がいといってもいい。その貴族に、半ば強引ではないかと思える国家反逆罪を適用し、罰しようというのだ。人々は半ば信じ難い思いでその光景を見つめた。


　このとき、ルール伯が叫さけんだ。


「確かに物資を横流ししたのは私の罪だ。だがその程度のことでなぜこれほどの目に遭あわされねばならぬ!?　私は伯爵なのだぞ、貴族なのだぞ！　それもフィリップ、なぜ将軍風ふ情ぜいの貴様に断罪されねばならぬのだ!?　もう王にでもなったつもりか!?」


「言いたいことはそれだけかな」


　フィリップは、表情一つ変えなかった。


「私の身分は関係がない。国王陛下の突とつ然ぜんのご逝せい去きよにより、我が国は大きな混乱に直面しつつある。だからこそ、貴族だからという理由で罪を見み逃のがし法を曲げることはできぬ、潔く刑に服されよ。とはいえ……貴公の罪は許されざるものだが、貴公の先祖が果たした我が国への貢こう献けんは無視すべきではない。そこであなたに一度だけ機会を与あたえよう」


　フィリップが合図をすると、一人の兵士がルール伯の前に進み出て膝ひざを突ついた。うやうやしく何かを差し出す。


　一ひと振ふりの剣けんであった。


「その剣を取られよ。我が国は武人の国。もしあなたが武人として力を示すことができたのならば、その罪は猶ゆう予よするべきであろう」


　ルール伯は不承不承剣を取った。


「一体どうしろというのだ？」


「簡単なことだ。あるモノと戦って頂く。あなたが勝てば、罪は猶予される」


「……どうせ断ることはできぬのだろう。よかろう、やってやる」


　ルール伯は一人不気味な鉄格子の中へと入っていった。


　ここに至って、ようやく観客の誰もが理解した。これからあの牢の中で生死を賭かけた戦いが行われるのだと。それにしても、あのような大仰な牢まで用意し、一体誰と戦わせようというのか。


　人々の意識がその疑問へと移ったのと、広場にズシンズシンと何か鈍にぶい音が響ひびき渡わたったのはほぼ同時だった。


　多くの人々にとって、その怪かい物ぶつを見るのは初めてだった。


　その怪物は、その巨きよ体たいさゆえに、広場のどこにいる者にも見ることができた。


　身長、幅はばともに二間（約三・六メートル）以上。無毛の肌はだの色は灰色。凶きよう暴ぼうな猿さるのごとき顔からは知性らしきものは感じられず、二本の足、二本の腕うでは巨きよ木ぼくそのもので、人間の胴どうが棒切れに見えるほどにごつごつと太い。


「ト、トロールだ！」


　誰かの叫び声ごえによって、人々は瞠どう目もくした。
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　トロール。この王国の南西に隣りん接せつする広大な森林地帯に住むという妖よう魔まの一種だ。大変な労苦の末に、この国からはとうの昔に駆く逐ちくされたはずの種族。その凶暴さや残ざん忍にんさは、様々な御お伽とぎ噺ばなしによって、誰もが子供の頃から聞かされていた。


　だが、人々は間もなく必要以上に恐おそれる必要はないことに気付いた。そのトロールの首は鎖くさりに繫つながれていたし、まるで飼い犬のように従順で、人に襲おそい掛かかる様子もなかったからだ。


　一方で人々は、まるで轡くつわを取るかのごとくその鎖を持っている人物の姿を見て、また息を呑のんだ。


　その人物は、見た目は若い女と変わらない。だが、衣服から露ろ出しゆつした肌の色は見たこともないような灰色をしていたのだ。


「あ、あれは……オーガ!?」


　オーガ。トロールと同じく南西の森林地帯に住み、人と似たところのある知ち恵えのある妖魔だ。


　吟ぎん遊ゆう詩人の謳うたう英えい雄ゆう譚たんの中にしか出てこないはずの妖魔が、なぜこの王都にいるのか。そのことを疑問に思う一方、人々は興奮を感じていた。それは見世物師の操る猛もう獣じゆうを見物しているときの感覚とほぼ同じものだった。


　そして多くの人々の予想通り、オーガはトロールをルール伯のいる牢の中へと入れた。


　興奮の歓かん声せいが上がった。もう間ま違ちがいない、これから行われようとしているのは、あの憎にくき貴族と忌いま々いましい妖魔との戦いなのだ。


「ま、待てフィリップ！　いくらなんでもこんな怪物相手に勝てるわけがなかろう！」


　事の成り行きを悟さとったルール伯が、鉄格子に取り付き必死に叫んだ。だが、もちろんフィリップは取り合わなかった。


「貴公に残された道は、その怪物と戦い倒たおすことだけだ。貴公にも貴族の矜きよう持じがあるのならば、せめて最期ぐらい立派な戦いぶりを民衆に示すがいい」


　氷のように冷たいその声に、ルール伯の顔にも怒いかりが浮うかんだ。


「くそっ！　このような非道がいつまでも許されると思うなよ！　見ているがいい、民衆ども！　これが貴族の死に様だ！」


　剣を構えると、果敢に切りかかる。


「うおおお！」


　しかし、トロールはその巨木のごとき腕でいとも簡単に斬撃を防いでいた。


　驚おどろくべき強きよう靭じんさだった。振ふり下ろされた剣は、動きの鈍いトロールの皮ひ膚ふを、確かに切り裂さいていた。ただし、皮膚だけだ。それがトロールにとってかすり傷に過ぎなかったことは誰だれの目にも明らかだった。


　それでも、トロールの怒りを買うには充じゆう分ぶんだったらしい。トロールはその巨木のごとき腕を伸のばすと、ルール伯はくの体をむんずと摑つかみ上げた。


「ぐっ、がああ！　は、放──」


　その直後に起こった光景は、強く人々の目に焼きつくこととなる。


　トロールは無造作にルール伯の体を口元へと運び──無造作に、かぶりついたのだ。


　広場から悲鳴が上がった。人間が生きたまま喰くわれる光景を、正視できる人の数は少なかった。処刑に見慣れた人々の中にさえ、嘔おう吐とする者、悲鳴や泣き声を上げる者が続出し、広場は異様な雰ふん囲い気きに包まれた。


　やがて鉄格子の中には、トロールを別にすれば、服の切れ端はしや食べ残しだけが残るだけとなっていた。


　人々は、コボルトが〝犬頭〟の名で蔑さげすまれているように、トロールが何と呼ばれているかを思い出した。


　いわく──食人鬼きである。


　と、このとき、鉄格子の中でトロールが急に暴れ出した。血に酔よったのか、あるいは飢えを満たすに人一人では足りなかったのか。


　その巨体が思い切り鉄格子へとぶつけられる。強靭な鉄の格子が、今にも吹ふき飛とばされんばかりにかしいだ。


　人々の口から悲鳴が起こった。もしあんな凶暴な怪物が街に放たれればどうなるかなど、想像に難かたくはない。


　だが、恐きよう慌こうが起こるよりも先に、人々は自分の目を疑うこととなる。凶暴なトロールのいる鉄格子の中に、ある人物が入っていったからだ。


　フィリップである。


　民衆はもちろん、騎き士しや兵士たちでさえも悲鳴を上げていた。ルール伯でさえ手も足も出なかった牢ろう屋やの中へたった一人で入っていくなど、自殺行為に等しいではないか。


　しかしフィリップは、周囲の人々の声に構うことなくゆっくりと剣を抜くと、堂々とトロールと対たい峙じした。


　新たな餌えさが入ってきたとばかり、トロールがフィリップに飛びかかる。


　人々は再び瞠どう目もくした。フィリップは甲冑の重さを感じさせない風のような速さでトロールの腕をかいくぐると、すりぬけざまその足を斬きりつけたのである。


　不気味な赤黒い血ち飛沫しぶきが上がった。ルール伯のときとはまったく違ちがう、フィリップの剣はトロールの足を深く切り裂いていた。


　人々の歓声が上がった。フィリップならばあの怪物にも勝てるのではないか。そう思ったからだ。


　その期待に、フィリップは応こたえた。フィリップは対等にトロールと渡り合った。その攻こう撃げきをくぐりぬけ、あるいは信じ難いことに剣で受け止め、圧あつ倒とうしていった。


　トロールの体から不気味な血液が迸ほとばしる度、人々の歓声も大きくなっていく。


「はああああ！」


　飛びかかったフィリップが放った最後の一刀。


　それは、太いトロールの首を見事に分断していた。その巨体が、鈍い音を立てて崩くずれ落ちる。


　王都でもっとも広い広場は、興奮の坩る堝つぼと化していた。たった一人の人間が、あの怪物と正々堂々渡り合い、倒したのだ。それは誰であろうと興奮を搔かき立てられずにはいられない光景だった。


「皆みなに告げる！」


　フィリップは鉄格子の中から出ると、歓声に負けないような大きな声で叫んだ。


「北との戦争の爪つめ痕あとも癒いやされぬうちにベルセルム四世陛下はご逝去なされ、この国は大きく乱れようとしている！　この状じよう況きようを改善すべく、私は剣を取り、国のために最善を尽つくすであろう！　私はこの国を愛する武人として、一軍の将として、あるいはより大きな責任を有する侯こう爵しやくとして、今は亡き国王陛下に、そしてこの場に集った皆に誓ちかおう！　国を乱さんとする輩やからには、それが誰であろうと一切容赦なく制裁を加えることを！」


　歓声はさらに高まった。ベルセルム四世でさえ、貴族に対してだけは大きく出ることができず、言いなりになっていたような感があったが、フィリップは違うというのだ。事実、今まさにフィリップは一人の貴族に罰ばつを与えてみせたばかりではないか。フィリップこそ、この未来の見えぬ国を導く指導者の一人となるであろう。


　フィリップは、その歓声を浴びながら、近この衛え騎士や女のオーガを連れ、悠ゆう然ぜんと王城へと戻もどっていったのである。
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「うまくいったな。見事な調教ぶりだったぞ、デルニア」


　王城へと戻る道すがら、フィリップはその女に声をかけた。


「は、予定通り事が運び、なによりでございます」


　流りゆう麗れいな若い女の声が返ってくる。


　今はその灰色の肌を隠かくすようにローブで体と顔を覆おおっているその人物こそ、先ほど馬の轡くつわを取るがごとくトロールの鎖を握にぎっていたオーガであった。


「しかしさすがはフィリップさま。たとえ笛の力があっても、トロールの首を一刀のもとに切り落とすなど、我らオーガにもそうできるものではありません」


「おまえたちの力を借りようというのだ。あの程度の芸当はこなせなければなるまい」


　先ほど、広場で行われた陰いん惨さんな処しよ刑けい劇。


　そこでフィリップはトロールと戦って見せた。表向き、それは対等な戦いのようにも見えただろう。


　だが、少しばかりからくりがあった。


　オーガたちは、凶暴なトロールを操るために、ある笛を使う。その笛の音はトロールにしか聞き取れず、しかもある旋せん律りつを奏でることで、その動きをある程度操作することができるのだという。


　フィリップが戦ったトロールは、彼女──デルニアが吹いた笛によって、動きを阻そ害がいされていたのだ。野生のトロールは、もっと俊しゆん敏びんであることをフィリップは知っていた。もちろんパンドラの力を得た今の自分になら正面から戦うこともできただろうが、無意味な危険に身をさらしたくもなく、それゆえにデルニアの力を借りたのだった。


「ところで、トロールは何匹ひきまでなら操ることができるのだ？」


「わたし一人ではせいぜい五匹といったところでしょう。里よりわたしの仲間を呼び集めれば、百匹ぐらいはたやすいことかと。しかし、空腹となったトロールだけは我らにも操る術がありません。操れるトロールの数は、用意できる餌の量に応じて──と申し上げるべきでしょう」


「それならば案ずることはない。今後いくらでも餌は用意できるであろうからな」


　フィリップの頰ほおが、不気味に歪ゆがめられた。


　今日、一人の伯はく爵しやくが処刑された。その一族郎ろう党とうは、すでに拘こう束そくさせてある。すべて合わせれば、果たしてトロールの餌何回分になることか。


　しかも、これはほんの手始めである。不正な利益を上げている貴族や商人は、パンドラの力をもってすれば、探し出すことは難しくないだろう。その財産は没ぼつ収しゆうし、肉体はトロールの餌とすれば一石二鳥である。


　そして、自分に逆らえば、貴族と言えど残ざん虐ぎやくな方法で処刑される──そのことが周知されれば、もはや自分に楯たて突つこうとする者などいなくなるだろう。


　間もなく、フィリップら一行は王城の門へと到とう着ちやくした。


「では、わたしはこれで……」


「うむ、また後でな」


　デルニアが一礼してその場を離はなれた。さすがに妖よう魔まである彼女を王城の正門をくぐらせるわけにはいかなかったのである。もっとも、裏にある勝手口の一つはすでに買収してあり、彼女はそこから入城することになるというだけの話だ。


「フィリップ将軍、これは一体どういうことだ！」


　王城へ入ったフィリップを出で迎むかえたのは、なかなかに珍めずらしい怒ど声せいであった。


　国務大臣カルレーン侯爵である。


　王城にいれば彼と会うこと自体は珍しくもない。ただし、〝氷のような〟と評され、冷静で感情を露あらわにしないカルレーンに怒ど鳴なりつけられるというのは貴重な経験だった。


「はて。国務大臣どのに咎とがめられるようなことをした覚えなどありませぬが」


「よくもぬけぬけと！　話は聞いた、貴公は我が国に長年害をもたらしてきた妖魔どもをこの王都へ導き入れたというではないか！　一体何を考えているのだ!?」


「ああ、その件ですか。お言葉を返すようですが、そのような考え方こそが古いのだとは思いませぬか。これまで我が国は、いや、どこの国も、妖魔とは争ってばかりおりました。それゆえに両者の間で大小の争いは絶えず、我が国も小さからぬ被ひ害がいを出してきたのです。ですが一ひと括くくりに妖魔といえど、中には我ら人との和を求めている者もいる。それがあのオーガたちですよ。彼らと協力することで、我々は平和と更さらなる力を得ることができるのです」


「馬ば鹿かな！　人の肉を喰くらう妖魔と我らが共存などできるわけがなかろう！　あのような化け物どもに隙すきを見せてみよ、いつか我らの寝ね首くびを搔かかれるぞ！」


「ならば話はたやすい、寝首を搔かれるような隙を見せなければよろしい。この世は弱肉強食、もし我らが妖魔よりも弱ければ、我らが何もせずともいつか人の世はオーガに取って代わられましょう。それを防ぐには、常に我が国が強くあればよい。私にならそれができます」


「しょ、正気か貴様！　そもそも、問題は国内だけに留とどまらぬ、同盟国エディンバラが妖魔の存在を許さぬことは知っておろう！　我が国が妖魔と手を結んだなどと知られれば、両国の友好にまで影えい響きようが及およぶのだぞ！」


「我が国はエディンバラの属国ではないのです。我が国の政に干かん渉しようする権利など、エディンバラにもありますまい」


「屁へ理り屈くつを並べ立ておって……！　貴様が考えるほど物事は単純ではないのだぞ！　信じられぬわ、王たらん者がこうも無用な危険を呼び込むとは！」


　憤いきどおりゆえか、カルレーンはわなわなと体を震ふるわせていた。しかし、フィリップは気にした様子も見せない。


「話はそれで終わりですかな、カルレーン侯こう。私は疲つかれております、よろしければ下がらせて頂きたいのですが」


「待て、まだ終わっておらぬ！　聞けば貴公、我々になんら相談もせずに貴族を裁き、しかも妖魔に生きたまま喰わせるなどという残虐な方法で処刑したというではないか！」


「確かに。それが何か？　貴族といえど、犯した罪は罪。それを裁くは権力者たる我々の義務でしょう」


「確かに貴公の言っていることには一理ある！　しかし我が国の貴族たちは、王家に功があったがゆえに貴族となることを認められ、数々の特権を与あたえられたのだ。その貴族の功績をないがしろにし、しかも我々に相談することなく独断で処刑を行うなど、一体何を考えているのだ!?」


「分かりませんな。国に功があれば何をしても良いと仰おつしやるのですか？　そもそも、功を上げたのは今日処刑したルール伯ではなく、その先祖でしょう。私は将軍として、軍ぐん需じゆ物資を横流しすることがどれほど罪深い行こう為いであるかを知っています。それゆえルール伯は当然の報いを受けた、それだけのことです。それに、私も多少の配はい慮りよはしたつもりです。もしルール伯がトロールと戦い勝利することができれば、私はその罪を許してやるつもりでいたのですよ」


「そのような詭き弁べんが通ると思うな！　陛下でさえ、貴族の罪をおおっぴらに裁くことはなさらなかった。それがなぜか分かっているのか？　貴族たちの怒いかりを買うことを恐おそれているからだ。貴族たちが力をあわせれば、王国のそれに匹ひつ敵てきする。彼らをないがしろにしてこの国は治められぬのだ！　彼らが反発を起こせば、第二第三の反乱軍が生まれるだけだぞ、なぜそれが分からん!?」


「結構なことではありませんか。時勢を読みきれぬ貴族の反乱など、怖こわくもありませぬ。それどころか、反乱を起こしてもらえれば財産を没収するいい口実になるというもの」


「財産の没収……!?」


　初めてカルレーンの顔に、怒り以外の感情が広がっていった。驚おどろきである。


「ま、まさか貴公、そのために……！」


「今王国は混迷の状況にある、それは分かっております。付け加えれば、その理由も。簡単なことです、金がないのです。我らは今年一年の間に反乱軍と北の軍勢を相手に戦い、その軍費は相当な額にのぼっており、国庫を逼ひつ迫ぱくさせております。そして国の経済が滞とどこおれば、影響は国全体に及びます。これを解決するにもっともいい方法は、貴族から財産を没収することです。さすれば国庫は潤うるおい、流通の整備、雇こ用ようの促そく進しん、治安の維い持じ、貧民への援えん助じよなどいくらでも新たな政策を行う余よ裕ゆうが生まれましょう。その上、将来余計な力を持ちかねない貴族を削さく減げんすることもできる。これだけの益があるならば、多少強引にでも貴族たちの罪を洗い、処しよ罰ばつすることには充じゆう分ぶんな意味があるというもの」


「そう簡単に事が運ぶか！　もし貴公の施し策さくに貴族たちが反発し、一いつ斉せいに反乱でも起こせば国を二分しての大乱となるのだぞ！」


「ははは、これはこれは、カルレーン侯らしくもないご見識だ。今の私はディルヴィレン侯爵家の当主なのです。それがどういう意味を持つかはご存じのはず。私にとって貴族の統率は難しいことではないのです」


「なに……!?」


　カルレーンは押おし黙だまった。ディルヴィレン侯爵家のもう一つの顔、すなわち〈諸しよ侯こう連盟〉盟主のことを思おもい浮うかべたのだろう。


「そうか……。〈諸侯連盟〉の承しよう諾だくは得ているというのか」


「左様。私がいる限り、少なくとも王国と〈諸侯連盟〉の友好関係が崩くずれることはありません。確かに〈諸侯連盟〉に属していない貴族の中には私のやり方に反発する者もいるでしょうが、王国と〈諸侯連盟〉の双そう方ほうを敵に回しては勝ち目などありますまい」


「……危険過ぎる。確かに貴公は、今の時点では〈諸侯連盟〉に属する貴族たちをうまくまとめているのかもしれぬ。だが、面従腹背という言葉もある。人の心は変わりやすいものだ、もし意い趣しゆ返がえしされるようなことがあれば大変なことになるぞ。やり方を改めるべきだ、フィリップ将軍。私は貴公を次の王に推すい薦せんするつもりであったが、そのような所業を繰くり返かえすのであれば、考えを変えねばならぬぞ」


「ようやく本音が聞けましたな。ですがどうぞご随ずい意いに。貴公の協力があったおかげで、私の地じ盤ばんを固めるに充分な時間を得ることができました。今になって私の敵に回るというのであればお止めはいたしません。しかし、あまりお勧すすめはできませんな。私としては、一時的にとはいえ味方して頂いた方をトロールの餌えさとするのは心苦しい」


　フィリップはそのままカルレーンの傍そばを通り過ぎて行った。


　恫どう喝かつの言葉をカルレーンが耳にしたとき、どのような表情をしたのか見てみたかったが、どうせ国家の重じゆう鎮ちんとしてなめ尽くしてきたカルレーンのことだ、少なくとも動どう揺ようなどは見せないだろう。


　興味を失ったように、フィリップはそのまま場を去った。
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　去り行くフィリップの後ろ姿を黙って見送りながら、カルレーンは自身の認識が間ま違ちがっていたことを認めざるを得なかった。


「判断を誤ったか……！」


　フィリップが王になると言い出したあのとき、カルレーンは協力することを約束した。誰だれかが次の王にならねばならぬのは確かだったし、その場合フィリップがもっとも有力な候補であることも確かだったからだ。将軍として外敵を打ち破った功績は小さいものではないし、侯こう爵しやく家の当主でもあった。フィリップが王となれば、少なくとも国内の貴族たちはうまくまとまるだろう。貴族たちをうまく治めることができれば、国もまたうまく治まる。そしてカルレーンとしても、フィリップを王位に推薦することで恩を売れると思っていた。もしフィリップが行き過ぎた行動を取れば、掣せい肘ちゆうすることもできるだろうと、そう考えていたのだ。


　だが、どうやらフィリップの為人ひととなりを見誤っていたらしい。フィリップは思っていた以上に頭が切れる。良い意味でも、悪い意味でもだ。


　まさか〈諸侯連盟〉がフィリップの貴族殺しを承認していたとは。それはすなわち、フィリップが〈諸侯連盟〉を完全に統率しているということでもある。多くの有力な貴族が属する〈諸侯連盟〉の支持を得たとなれば、まさに虎とらに翼つばさが生えたようなものだ。


　それだけではない。一体フィリップはいつの間にオーガと交こう渉しようし、王国へと引き入れたのか。


　フィリップはずっとベールセール王国の将軍の地位にあり、先月までは北の軍勢と戦っていたはずだ。ただその後、王国軍が王都へ帰き還かんする際に、フィリップは父が危き篤とくだったという理由で一人軍を離れていたという。その後、フィリップが再び王国軍と合流し、王都へ到着して以後、王都を離れたという話は聞いたことがない。


　つまり、その間にフィリップは父の死を看み取とり、さらに妖魔の森へ赴おもむきオーガたちと交渉の場をもったというのだろうか。足の丈じよう夫ぶな名馬と有能な道案内でもいれば間に合わない距きよ離りではないが、それにしても常じよう軌きを逸いつしている。


　そもそも、一体何をどうやればオーガと交渉することなどできたのか。一昔前までの人の歴史は、妖魔との抗こう争そうの歴史でもあった。人とエルフとドワーフが力を合わせ、どうにか妖魔どもを大陸の南に押し込め、それ以後オーガと人の交わりはほぼ途と絶だえたと聞いている。


　フィリップは、長年この王国の南西にある城じよう砦さいにいた。そこは王国と妖魔との戦いの最前線だ。そのときに妖魔との交渉のきっかけでも見つけていたのだろうか？


「親の七光りでここまできた男と思っていたが……」


　フィリップは、今は亡き父の強引な推薦によって、それまでほとんど名声も実績もなかったにもかかわらず、ベールセール軍の将軍という地位を得た。それだけを見れば確かに親の七光りであったかもしれない。


　しかし北との戦いにおいては、敗北を喫きつすることもあったが全体的に見れば自軍を勝利に導いた立役者だ。


「どうやら、私の目が節穴だったということか」


　ただの親の七光りであれば、あれだけの功は立てられまい。フィリップという人物を、見誤っていたということを認めざるを得なかった。良い意味でも、悪い意味でも。


　このままフィリップが国王になれば、どのような混乱が起こるか想像がつかない。カルレーンは、自身の誤りを修正する必要に駆かられていた。
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　フィリップは王城の一室に戻もどった。


　数ある客間の中でも一番豪ごう華かな部屋だ。今ではフィリップが占せん拠きよし、完全に自室として使用している部屋でもある。


　その戸が、コンコンと叩たたかれた。


「フィリップさま、お戻りと聞いて来ました。入ってよろしいでしょうか」


「ああ、入れ」


　入ってきたのは若い近この衛え騎き士しだった。名をアーウィンという。かつて行われた北のディレニア軍との戦いの折、フィリップはごく少数の騎き兵へいを率いて敵本ほん陣じんに突とつ撃げきした。その中にいたのがアーウィンだった。そのときの影えい響きようでどうも心しん酔すいされてしまったらしく、戦いが終わった後も何かと接近してくるため、フィリップはある任務を彼に与えていたのである。


「例の剣けんのことだな？」


「は。思いもよらぬ事実が判明いたしまして、報告に上がりました」


　フィリップが彼に命じたのは、王家に伝わるという剣のことだ。


　ベールセール王国には、国の象しよう徴ちようたる獅し子しが彫ほられた王おう冠かん、指輪、杖つえ、首くび飾かざりなどの宝があり、それらはすべて王家の血を引ひき継つぐものに王族の証あかしとして与あたえられていたという。


　その中の一つである剣を、フィリップは欲ほつしていた。並の剣ではパンドラに与えられた剛ごう力りきには耐たえられない。だが王家に伝わる名めい剣けんともなれば、折れることなど有り得ないだろう。それに、次の王たる自分が持つものとしてはもっとも相応ふさわしい剣だとも思えたのだ。


　ところが、城のどこを探してもそのような剣は見つからなかったのだ。それゆえアーウィンにその調査を命じたという経緯があった。


「思いもよらぬ事実？　一体何事だ？」


「は。調べましたところ、件くだんの剣は関係者の間では獅子の剣とも呼ばれ、かつては王家の血を引くとある公こう爵しやくに与えられていたとのこと。ただ、〈流血の御み世よ〉の際にその公爵も亡くなり、再びこの城の宝物庫に厳重に保管されていたとか。そのまま新たな持ち手が決まることなく、宝物庫で埃ほこりをかぶっていたらしいのですが……」


「しかし、私が調べたときには何もなかったな」


「はい。それが……詳くわしく話を聞き出したところによれば、なんでも一、二年前に賊ぞくが侵しん入にゆうした際に失われたのだと」


「なんだと？　王城に賊？　そんな話は聞いたことがないが」


「王城に賊が入り、王家ゆかりの宝が失われたなどという話が公になれば国の恥はじです。それゆえその事実は今まで伏ふせられていたとのことで……」


「なんと、そういうことか」


　探しても見つからないのは当然だったということだ。それにしても、まさか王家に伝わる名剣が盗ぬすまれるとは、想像だにしない馬ば鹿かげた話だった。


「よくやった。下がって休め」


「はは」


　フィリップは、アーウィンが部屋を出て行くのを黙って見守った。


　そして、部屋の中にも外にも人の気配がなくなったことを注意深く確認する。ある人物との会話を行うために。


「パンドラ」


　声をかけると、その助言者はすぐに音もなく現れた。


《何用かな、我が契けい約やく者よ》


「分かりきったことを。獅子の剣とやらのことだ。なぜ何も教えない？　おまえはこの世のすべてを見通す力を持つのだろう、剣の一本の場所ぐらい分かるはずだ」


　パンドラという存在がありながら、フィリップはアーウィンに調査を命じなければならない理由があった。それは、すべてを見通す力を持つというパンドラが、剣に関する情報を一切教えてくれなかったためだ。


《無論、我はその剣が今どうなっておるか知っておる。だが、我が主の仰おおせにより、その質問に答える必要を認められぬのだ》


「分からぬな。ここで私が王家に伝わる剣を手にすれば、より次代の王の地位が確固たるものとなるはずだ。それなのに、なぜ協力せぬ？」


《汝なんじの立場なら代わりの剣はいくらでも手に入るであろう。一本の剣に固こ執しつする理由はない。それに、計画は順調ではないか。妖よう魔まの協力者ができたのは誰のおかげだと思っている？》


「確かにな」


　フィリップは妖魔とは多た少しようの縁えんがあったものの、その力を借りることはおろか、交渉の余地があることすら知らなかった。


　だが、パンドラの助言によって、オーガという種族が人との交わりを欲していることを知り、自ら赴き交渉を行ったのだ。妖魔たちの戦せん闘とう力と、そして見た目の恐おそろしさは、民を支配するのに格好の道具となるだろう。


《分かっておるはずだ。汝がどのような道を歩もうと汝の自由だ。そしてそのために必要な助言ならば、我はいくらでも与えよう。だが、不必要と判断した助言については与えるつもりはない。それだけのことだ》


「……分かった、もうよい。下がっておれ」


　パンドラは、何も言わず床ゆかの下へと消えて行った。


「相変わらず分からぬ奴やつだ」


　吐はき捨すてるようにフィリップは言った。


　パンドラの助言の指針についてはどうも謎なぞが多い。妖魔との交渉方法など、ほとんどパンドラの方から一方的に押し付けるように告げた情報なのだ。一方で、一ひと振ふりの剣の場所すら教えてくれないとは一体どういうことか。パンドラは一体何を目的として助言を与えてくれているのか。


　実のところフィリップは、その疑問に答えを出しつつあった。しかしいずれにせよフィリップは、まだパンドラの力を必要としており、今しばらくはその思おも惑わく通りに踊おどって見せねばならなかった。





　　　　　　　４





　ベールセール王国には、大きな港町が二つ存在する。一つは王国北西部にあるオルトーユであり、もう一つは王国の南西、王都からみてほぼ真西にあるハディーサである。


　オルトーユは、その地理的条件から海外交易の一拠きよ点てんとして王国一の港町と言われるまでに発展した。他方、ハディーサは、王都にもっとも近い港町ではあったものの、どちらかというと王都を含ふくむ内陸部への魚ぎよ介かい類るいや塩の売買によって発展した港である。


　そのハディーサを治めるのは、ラングレーという伯はく爵しやくであった。取り立てて名のある貴族ではなく、むしろ目立つのは領民への重税や賄わい賂ろの授受など、悪評の方であった。だが、年ねん齢れいが五十を超こえたころからまるで憑つき物ものが落ちたかのように心身ともに落ち着き、過不足なくハディーサを含む領地を治める温厚な領主として知られるようになっていた。


　そのラングレー伯はこの日、王都へと老体を運んでいた。次期国王と目されるフィリップに面会するためである。


　間もなく誰だれかが次の王になる。そしてその最大の有力候補は、北との戦争で大功を上げ、彼かのディルヴィレン侯こう爵しやく家を継つぎ、国王の葬そう儀ぎにおいては喪も主しゆを務めたフィリップ将軍であると言われている。その次期国王に今から恩を売っておけば、後々悪いようにされることはないだろう。多くの貴族たちはそう考え、国王の墓前に祈いのりを捧ささげるついでにフィリップの元を訪れ、多少の差異はあれど例外なく次のように告げたのである。


「我がラングレー伯爵家は、フィリップ将軍が次の王たらんとなさるのであれば、全力でこれを支し援えんさせて頂く所存です」


　この頃ごろ着々と足場を固めつつあったフィリップとしても、援えん助じよの申し出を断る理由はなく、ほぼ例外なく次のような返答をするのが常であった。


「うむ、ラングレー伯。貴公のお心は承った。もし私が王になれた暁あかつきには、必ずやなんらかの形で恩を返させてもらうとしよう」


　通常なら、ここで二、三の雑談を挟はさんで会見は終わりのはずだった。しかし、港町ハディーサを領地に持つラングレー伯にだけは、フィリップはなおも話を続けたのである。


「ところで、貴公を見込んで一つ頼たのみがある。聞いてくれぬか」


「はあ、フィリップさまのお言葉とあれば。しかし、私のような引退間際の老人がお役に立てるでしょうか」


　何気なく訊たずねたラングレー伯であったが、すぐにその顔は驚きよう愕がくに歪ゆがむこととなる。


「私はハディーサからオルトーユへと兵を輸送するための航路を確立するつもりだ。間もなくその一いち陣じんを送ることとなるだろう。ついては貴公の領地において、兵の受け入れの準備をしてもらいたい」


　その提案を聞いたラングレー伯が最初に抱いだいた感想は、馬鹿かこの若造は、というものだった。


　その思いが顔に出ないよう必死に努力する。


「つ……つまり、フィリップさまは兵員の海上輸送をお考えだと？」


「そうだ。我が国の北部で大事が起こった場合、王都から中央街道を通って軍勢を北上させるのでは時間がかかり過ぎるし、兵へい站たんの確立もたやすくはない。おまけに今は街道の中央にボルネリア軍が居座っている。奴らがいつ心変わりするかも分からぬからな」


「ごもっともですが……。ただ、それはいささか難しいかと。私も故郷の土と地ち柄がら、航海について多少の知識があるつもりです。せっかく大きな港があるのだからと、海上交易を行うために船を買い、ゆくゆくは船団を組織しようと考えたこともありました。しかし、断念せざるを得なかったのです」


「ほう。なぜだ？」


「ご説明いたしましょう。まず、大前提として兵の輸送に使う船がありません。フィリップさまは恐らく数百人単位での兵の輸送を考えておられると思いますが──」


「いや、まず二千人ほどを考えている。それぐらいは一度に送れねば、援えん軍ぐんの意味がないからな」


「二、二千人ですか！」


「船がないというが、商人たちが使っているガレー船があるだろう？　漕こぎ手にも兵を使えば、二五〇人は乗ると聞いている。八隻せきほど徴ちよう用ようすれば足りる計算だ」


　ラングレー伯は顔に力を入れ、表情が変わるのを必死にこらえた。こいつは世間知らずの大おお馬ば鹿かだと、内心で思っていることを悟さとられぬために。


「こ、事はそう簡単ではございませぬ。ガレー船ならば確かに八隻ぐらい用意はできるでしょうし、二千の兵を詰つめ込こむことも可能かもしれませぬ。しかしガレー船の漕ぎ手は過か酷こくな仕事ですし、慣れも必要です。兵士たちを使えば確かに人手は足りるでしょうが、オルトーユへ着く頃ころには疲つかれ果て、援軍としての意味をなしませぬ。それに船ふな酔よいの問題もあります。重度の船酔いとなった兵士たちは、ガレー船の漕ぎ手すら勤まりますまい」


「それについては考えがある。問題ない」


「考え……ですと？　どういうことでしょう？」


「ようは人力で進むから漕ぎ手も疲ひ労ろうするのだろう。ゆえに、大きな帆ほを張り、風任せ、潮任せで進めばよいのだ。あの辺りはよい南風が吹ふくと聞いておるぞ」


　やはりこいつは馬鹿だ、あるいはただの世間知らずだと、ラングレー伯はもはや本気で思い始めていた。


　なんとしても翻ほん意いを促うながさなければならなかった。その海上輸送は間ま違ちがいなく失敗する。その場合、フィリップが責任を取るわけもないだろうから、とばっちりが回ってくるとすれば、間違いなくラングレー伯爵家ということになる。


「お……お言葉ですが、まだまだ憂ゆう慮りよすべき問題は山積みなのです」


「なんだ、まだあるのか。構わん、説明してもらおう」


　ラングレー伯は腹を据すえた。フィリップは心底海上輸送にこだわっている。それに異を唱えれば不興を買うことになるかもしれないが、自分のためにも、王国のためにもここは引けなかった。


「では、ご説明いたします──」





　……ラングレー伯の説明は次のようなものだった。


　もともと、ベールセール王国には常に陸地を確認しながら進む沿岸航海の技術しかない。何の目標物も見えない沖おき合あいに出てしまえば、自分の位置を見失い簡単に遭そう難なんしてしまう。それゆえ、たとえばハディーサからオルトーユまで北上する場合、まず北西へ進み、陸地が見えなくなる前に北東へと進むのだ。このジグザグの行程を繰くり返かえし、絶えず陸地を確認しながら航行するのである。


　ただ、陸地に近い場所では座ざ礁しようの危険も大きい。特に、夜の航行はさらにその危険が増すため、日が沈しずむ度に陸へ避難しなければならない。


　それだけではない。オルトーユとハディーサ間に流れる海流や風にも問題がある。


　その辺りの海域では、フィリップの言った通り常に南から北へと風が吹き、さらに海流もまた南から北へと流れる。それゆえハディーサから北上する分には問題がないが、逆にオルトーユから南下しようとすると非常に時間がかかる。


　二つの港町を往復するには往路に十日、復路に二十日は必要で、しかも少しでも海が荒あれればこの日数はいくらでも多くなる。こうなると、下手をすると陸路を行く隊商より時間がかかってしまう。ベールセール王国において、航海技術が発達しなかった一因はここにある。もともと沿岸部より麦作の可能な内陸部の方が大きく発展しているため、無理に海上交易を行うよりかは、街道沿いにあるあちこちの集落に立ち寄りながら交易を行う方が安定して利益が出るのだ。


「特にガレー船は波に弱く、少し海が荒れただけで簡単に海の藻も屑くずとなってしまいます。はるか北東にあるという砂さ漠ばくの国には遠洋航海の技術があり、大波にも耐たえるという大きな帆はん船せんが我がハディーサに立ち寄ることもあるのですが、彼らはもちろんそんな船も技術も提供してくれはしませんしな」


　長々とまくしたてたラングレー伯は、さらにたたみかけるように続けた。


「さらに申し上げますと、ハディーサからオルトーユまで北上するのに十日というのは、天気が絶対に崩くずれないということを前提としてのことであり、時には倍の日数が必要になることさえあるのです。お分かりですか、船による航行は、あまりに危険を伴ともなうのです。万が一嵐あらしにでも巻き込まれれば、二千の兵は簡単に海の藻屑となってしまうでしょう。特に春や秋のブラヴィル海は荒れやすいことで有名ですからな」


　そこまで言い切ったところで、ようやくラングレー伯は一息吐ついた。これだけ問題が山積みとなれば、フィリップも考えをあらためざるを得ないのではないかと、微かすかな希望さえ持った。


「なるほど、貴公の意見はよく分かった」


　しかし、フィリップには断念した様子がまったく見られなかった。


「だが、海上輸送という構想はすでに私の中では決定事じ項こうとしてある。ラングレー伯、あらためて貴公に要よう請せいしたい。当面の資金はこちらで用意した。二千人の兵員を輸送できるだけの船せん舶ぱくと、水と食糧とを用意し、いつでも動けるようにしてもらいたい」


　ラングレー伯は、思わず内心で天を仰あおいだ。我が伯爵家もこれで終わりかと。


　確かに、海上輸送という発想それ自体は悪いものではないのだ。だが、まず行うべきはいきなり大海原へ乗り出すのではなく、航海技術研究のための予算でも確保することなのだ。若くして成功を収めつつあるフィリップにはそのような悠ゆう長ちようなことはできないのだろうが。


　相手は次期国王と目される人物である。結局のところ、ここまで重ねて要請されれば応こたえないわけにはいかない。


「……申し上げるべきは申し上げました。私としてはとても勧すすめられませぬ。ですがフィリップさまのご要望とあれば、お応えすべく微び力りよくを尽つくしましょう」


「うむ、構わぬ。責任はすべて私が取る、頼んだぞ」





　こうしてラングレー伯は、少々の苦い思いと共に、王都を後にすることとなる。


　その頭の中では、フィリップの要望に応えることよりも、息むす子こや孫たちを他国へ亡命させるべきか否かで一いつ杯ぱいだった。





　　　　　◆





　ラングレー伯と別れたフィリップは、次期国王の座を確実なものとすべく、なおも積極的な活動を行っていた。


　その足場は日ごとに固まってはいたが、それでもまだまだ敵は多く、油断は出来なかったのである。


　この場合、フィリップにとっての敵は二種類に分類された。自らが王たらんとする野望を持つ者と、フィリップが王になることに反発する者である。


　実のところ後者はそれほど問題ではない。貴族や騎き士しの中には未いまだに王家に忠誠を誓ちかっている者が多く、それゆえ外と様ざまのフィリップが王になることに反発している者も少なくはない。だがそういった馬ば鹿か正直な者たちは、それほど大した勢力を持っておらず、脅きよう威いとは成りえないからだ。


　勢力という点では、前者には警けい戒かいが必要だった。この局面において自らが王たらんと目もく論ろんでいる者は、例外なくそれなりの勢力を持っているからだ。


　問題なのは、そういった者たちが卓たく越えつした統率力を持った者の下で一つにまとまってしまう場合だ。もっとも、反対派が一つにまとまって反乱でも起こしてくれれば、まとめて処分できて便利だと考えることも可能だったが。


　いずれにせよフィリップとしては、反対派が力や発言力を持つことを阻そ止しする必要があった。それゆえこの日も、ある有力な貴族とフィリップは対たい峙じしなくてはならなかったのである。





「フィリップ将軍、聞きたいことがある」


　居い丈たけ高だかな態度でそう訊たずねてきたのは、近この衛え騎士団第二軍のフレデリック将軍であった。


　王国には三つの騎士団がある。フィリップは第三軍の将であり、また第一軍の将軍はすでにフィリップの傘さん下かとなっているが、第二軍までは手が及およばなかったのである。


「はて。いかなる御ご用ようですかな？」


「先ほど私はクラウディア王女殿でん下かに面会に行ったのだがな。貴公の命令だとかで、護衛の近衛騎士に追おい払はらわれたわ。これは一体どういうことであろうな？」


「これはしたり。王女殿下は大切なご家族を相次いで二人も失ったばかりで、大変に御お心を病んでおられる。しかし、生来公務を疎おろそかにしたことのない気き丈じようなクラウディアさまのこと、今ここで我ら臣下が顔を出せば、無理を押して応対しようとなさるだろう。今のクラウディアさまに必要なのは、御心を休める時間だ。相手が誰だれであろうと面会は許されるべきではない。貴公にもご理解頂きたいものだ」


「なるほど、その言い分はもっともだ。しかしそれが貴公の命令によって行われていることはいささか理解しがたいのだがな。まるで貴公が王女殿下を独どく占せんしようとしているようにも見える」


「憶おく測そくで物を語るべきではありますまい。それに、私はどう思われようと気になどいたしませぬ。それでクラウディアさまの御心を乱さずに済むというのなら、むしろ光栄のいたりというもの」


　したり顔で述べるフィリップに、フレデリック将軍は言葉もない様子だった。


「……用心すべきだな、憶測というものは放置しておくとロクなことにならぬ。貴公については他にも噂うわさが広がっておるのだ。そう、貴公はこの混乱に乗じて国王となり、この国を我がものにしようと野望があるのでは──などとも」


「ほう。しかしお訊ねしますが、仮にその通りだったとして、何か不都合がお有りかな？」


「な、なんだと？」


　こうもあからさまに認めるとは思わなかったのか、フレデリック将軍は驚おどろきを隠かくせなかったようだった。


　フィリップは堂々と言ってのけた。


「我が国は武人の国。北のレアニール連合王国は未だに我が国に対し、野望を隠さないでいる。国王陛下も王太子殿下も亡き今、一刻も早く力のある指導者を立て、国をまとめなければならぬ」


「なるほど、その通りだ。しかしながら、貴公のような若い者が王にでもなろうものなら、従えない者も多く出てくるのではないか？」


「ほう？　では申し上げるが、たとえばハインツ王太子殿下は私とほとんど年ねん齢れいは変わらぬ。もし今殿下がご健在であれば、さぞ若い国王の誕生となっていたことだろう。そうなった場合、貴公は新国王の年齢を理由に忠を尽くさぬおつもりだったわけですかな？」


「な、なに？」


　フレデリックは目に見えて鼻はな白じろんだ。


「そ、そのような言葉の揚あげ足あし取とりはやめて頂きたい。ハインツ王太子殿下は王家の血を引くお方、外様であり、かつお若い貴公とは比べることもおこがましい。……いや、話がそれたな。つまり貴公には、王になろうという野望がお有りなのだな？」


　形勢の不利を悟さとったのだろう、フレデリックは強引に論点をずらして答えた。


　その見事さに、フィリップは内心で苦笑しながら、


「その通り。このような状じよう況きようになったからには、実力のある者が王にならねば国はまとまらぬでしょう」


「私も同じ意見だ。しかしそれが貴公である理由はあるまい？　私とて長年この国の将軍を務めてきた身だ。功績も決して貴公に劣おとるものでもないし、何より貴公よりいくばくか経験を積んでいる。私が王になった方が、国はうまくまとまると思うのだがな」


「確かに、若じやく輩はい者の私より適任な者はいるかもしれませぬ。しかしながら、私にも私なりの自負があります。少なくともあなたよりは適任でしょう」


「ほう。聞き捨てならぬな。私より貴公が優ゆう秀しゆうであるというなら、その根こん拠きよを示して頂きたいものだ」


「ほんの昨日のことだ。あなたは国王陛下の喪も中ちゆうにありながら、ご自宅にて女をお抱だきになられましたな？　それも、銀貨を五枚も支し払はらわれて」


「…………！」


　さすがのフレデリック将軍も、今度ばかりは驚きを隠すのに失敗したようだった。その醜しゆう態たいをあざ笑うかのように、フィリップの唇くちびるが歪ゆがむ。


「あなたが女を買った店の名も、あなたが金きん髪ぱつでふくよかな女を好むこともよく分かっている。もし根拠なき誹ひ謗ぼうだと仰おつしやるのなら、昨晩あなたが買った女をこの場に連れてくることも可能ですが……そのようなことをすれば将軍の名めい誉よが失しつ墜ついすることは必至、同どう僚りようとしてそのようなことはとてもできません」


　フレデリック将軍は、反論の言葉一つ口にすることができないようだった。


　それほどの覆おおい隠せぬ失点なのだ。国王の喪中の最中に女を買ったなどということが露ろ見けんすれば、頭の固い近衛騎士たちの支持を失うことは間ま違ちがいない。


「そうだ、よろしければ一ついい話を教えて差し上げましょう」


　追い討ちをかけるように、フィリップはなおも言った。


「な、なんだ……？」


「先日、貴公はある貴族たちと会合を持ったそうですな。参加者は、貴族が八名に近衛騎士が六名だったとか。いえ、その日はカルレーン侯こうも少し顔を出したそうですな」


　フレデリック将軍は、もはや動どう揺ようを隠そうともしなかった。


「なぜだ？　なぜそんなことまで知っている!?」


　その発言は白旗を揚げたも同然だった。


　フィリップはなんでもないことのように答えた。


「名前は伏ふせておきますが、その会合に出席した一人の伯はく爵しやくは、すでに私の協力者となることを約束してくれているのです。それだけのことですよ」


　このときフレデリック将軍の顔には、敗北感を通とおり越こして恐きよう怖ふすら浮うかんでいた。


　こうして、フィリップの敵はまた一人減ったのであった。





　　　　　　　５





　多くの人々と面会し、そしてその全員から自分への反はん抗こう心しんを奪うばう。


　フィリップがそんな仕事を終え、王城内の私室へと戻もどってきたのはすでに日も沈しずんだ後だった。


「おかえりなさいませ、フィリップさま」


「ああ」


　部屋でフィリップを待ち受けていたのは、老ろう婆ばの侍じ女じよである。一時はクラウディアの侍女を務めていたこともあるとかいう侍女で、国務大臣カルレーン侯が失礼のないようにとわざわざあてがってきたのだ。


　侍女としては確かに有能であることは確かなのだが、いかんせん歳を食っているのが問題だった。フィリップとて聖人君子ではなく、これまでに手をつけてきた侍女の数など数え切れないほどだったが、さすがに五十を過ぎた白しら髪が交じりの侍女には何の欲よくも湧わかない。これはカルレーンの嫌いやがらせではないかと思ったことも一度や二度ではないが、今日まさに他人の色事についてケチをつけたように、国王の喪もも明けきらぬうちに他の侍女を部屋へ連れ込むわけにもいかなかった。もっとも、せっかくパンドラの加護があるのだ、多少のヘマを踏ふもうが弱みを他者に握にぎられようが、どうとでもなるという気はする。


　しかし、かつてパンドラはあのアレスと契けい約やくを交わしていたというが、ある時点でその契約を半ば一方的に打ち切ったという。パンドラは必要があれば自分をも見捨てることになるだろう。そう考えると、あまりパンドラの前で無様な真似まねはできないとも思うのだ。


　しかし、若い健康的な男の欲よく望ぼうというものは、そう簡単に抑おさえられるものではない。自分の野望と欲望とを同時に達成できる方法はないものかと、半ば本気で考えてしまう。


「フィリップさま。フィリップさまに面会を希望している方が参られているのですが」


　不意に、侍女がそう告げた。


「ほう。誰だ？」


　こんな時間に、私室へいきなりやってくる人物など心当たりがない。


　侍女が口にした名前は、まったく予想もしないものだった。


「ルノアさまというお方です。それだけ伝えればフィリップさまに分かっていただけると」


「ルノア？　はて……」


　どこかで聞いたことのある名だった。しかし顔が思おもい浮かばない。


《ルノーブル侯こう爵しやくの三女だ》


　姿は見せなかったが、パンドラの声が頭に響ひびいた。


《汝なんじは知らぬだろうが、一時は汝の許婚いいなずけにと、互たがいの父が考えていた間あいだ柄がらだ》


　そういえば〈諸しよ侯こう連盟〉の副盟主でもあるルノーブル侯にそんな名の娘むすめがいたような覚えはあった。新年の祝いか何かで見かけた覚えも。


　それにしても、その娘がこんな夜よ更ふけにやってくる理由が分からなかった。とはいうものの、ルノーブル侯は今のところ完全に味方だ。その娘ともなれば、邪じや険けんに扱あつかう必要もない。


「分かった、通してくれ」


「はい」


　間もなく侍女と入いれ替かわる形で部屋へ入ってきたのは、フィリップでさえ思わず目を惹ひかれる美女だった。


　歳のころは十六、七といったところか。切れ長の目からはやや気の強さが感じられるが、全体的な顔の作りはとても整っている。年齢のせいか幼さと大人っぽさが未だ同居しているようだが、クラウディアあたりと比べると、大人っぽさの方がかなり勝っているという印象を受ける。


　本人もそういった自分の魅み力りよくを知っているのか、歩く動作一つとってもどこか艶つややかさを感じる。特にもっとも目を惹かれるのは、見た目に残る幼さとは正反対の胸の豊かな盛り上がりだ。最近、女とはとんと縁えんがなかったこともあって、フィリップはそこから視線を離はなすのに少々の意志が必要なほどだった。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、フィリップさま。といっても、以前お会いしたのはもう何年も前のことです、覚えておられないかもしれませんが……」


　ルノアは優ゆう雅がに深々と礼をした。前まえ屈かがみになった拍ひよう子しに、深い胸の谷間が露あらわになる。


　思わずそこに視線が集中していることを、フィリップは自覚していた。我ながら情けないと思う。この女は自分を誘ゆう惑わくして殺すために現れた刺し客かくに違ちがいない──フィリップは半ばそう思い込むようにして、頭の中から余計な煩ぼん悩のうを飛ばそうと試みた。


「いや、ルノーブル侯と一いつ緒しよに挨あい拶さつに来られたことを覚えている。あなたのような美しい方のことを忘れられるほど、私は朴ぼく念ねん仁じんではないつもりだ」


「まあ。さすがはフィリップさま、お口が達者でいらっしゃいますこと」


「それで……何用かな？　このような時間に男の元を訪ねるなど、貴族の子女としてはあまり褒ほめられたことではないと思うが」


「承知しております。ですが、どうしてもフィリップさまの口からお聞きしたいことがあるのです。二人きりで」


「ほう？　何かな？　ルノーブル侯は私にとっても大切な味方、そのご息女の質問ともあれば、喜んで答えさせてもらおう」


「では遠えん慮りよなく。フィリップさまが次期国王の座を狙ねらっておられることは今や周知の事実です。そこで聞きたいのです、なぜフィリップさまは王座を狙っておられるのですか？」


「…………」


　まったく予想だにしない質問に、フィリップは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。


　彼女は〈諸侯連盟〉副盟主たるルノーブル侯の娘である。そしてルノーブル侯はすでに協力を約束してくれている。にもかかわらず、その娘がそんな質問をする意図とは何か。


「なぜそのようなことを聞きたがるのだ？」


　率直にフィリップは聞き返した。


　ルノアはその豊かすぎる胸に手を当て、


「わたくしは貴族の娘であると同時に一王国民なのです。国の将来を担う人物の為人ひととなりを知りたいと思うのは自然なことかと」


　差し障りのない答えだった。そのような答えを聞きたかったわけではない。


「聞き方を変えよう。その答えを知りたがっているのは、あなたなのか？　それとも、他の誰だれかに聞いてくるようにと言われたのか？」


「わたくしの意思です。わたくし個人として、フィリップさまの考えを知りたいのです」


「なるほど。では……たとえばだ、私は他国を蹂じゆう躙りんしてこの大陸唯ゆい一いつの王となる、それゆえに王座を狙っているのだ……とでも答えたらどうするつもりだ？」


「結構なことではありませんか。王たる者、それぐらいの気き概がいがなくては勤まりませんもの」


「型通りの追つい従しようなど聞きたくはないな。あなたは信じるというのか、こんな戯たわ言ごとを」


「ではわたくしも聞きましょう。本当に戯言なのですか？」


「…………」


　正面から問とい詰められ、フィリップは思わず口ごもってしまった。


「わたくしには戯言だとは思えません。フィリップさまなら、それぐらいのことができると本気で思っておりますもの」


「ほう。なぜそう思う？」


「先日行われた国こく葬そうで、フィリップさまが喪も主しゆを務めておられるのを見ました。あのような場で、クラウディア王女殿でん下かを差し置いて外様のフィリップさまが喪主を務めるというのは、尋じん常じようなことではありません。それは次期国王がフィリップさまであると周囲に印象付けることにはなりますが、同時にフィリップさまは猛もう烈れつな悪意にさらされることとなります。それが分からないフィリップさまではございませんもの。フィリップさまは、あらゆる反感を買うことを承知であのようなまねをなさったのでしょう？　実際、わたくしはここ数日のフィリップさまの動きを見ておりましたが、フィリップさまは人の悪意を恐おそれることなく、権力を掌しよう握あくするための行動を取っておりました。わたくしが確信したのはそのときですわ。フィリップさまは、何か大きなことを成し遂とげようとしているに違いないと。それゆえに、些さ細さいな人の悪意などものともしないのだと」


「……ルノーブル侯のご息女にそうも高く買っていただいて光栄だが」


　フィリップの猜さい疑ぎ心しんは相変わらず消えなかった。この少女が、たった一人でこんな追従を口にするためだけにここに来たとも思えなかったからである。


「そろそろ本題に入ってもらえないだろうか？　そんなおべっかを口にするために、わざわざやって来たとも思えないのだが」


「それは失礼いたしました。ですが、その疑問にお答えするにはわたくしもフィリップさまの本心を知らねばならないのです。どうかお聞かせください、あなたさまの目的とするところは、一体どこにあるのですか？」


　ルノアが真しん摯しな瞳ひとみを向けてくる。


　本気のようだった。この少女は、本気で自分の目的を知りたがっているのだ。


　なぜそんなことを知りたがっているかは分からない。あるいは答え如何いかんによっては父ルノーブル侯こうに報告し、協力を打ち切るつもりなのかもしれない。


「……いいだろう」


　彼女の胸の内を明らかにするためにも、今ばかりは本音で答えてやるべきなのだろう。相手は所しよ詮せん少女一人、おかしな動きを見せればパンドラの力を借りずともどうとでも処分できる。


「私はな、ルノア。人に命令されることが嫌きらいなのだ。知っていると思うが私はディルヴィレン家の次男として生まれた。家か督とくを継つぐのは兄と決まっていたが、兄は私より無能者だった。ゆえに私は兄を嫌ったし、そんな兄を跡あと継つぎとして選んだ父も嫌った。だから私は二人をこの地上から追放し、ディルヴィレン家を継いだのだ」


　父や兄に、肉親の情などなかった。ただ目の前に障害があり、パンドラによってそれを取り除く力を得ることができた。だから障害を取り除いた。フィリップにとってはそれだけのことだった。


「だが、ディルヴィレン家の当主となってもまだ私に命令する権利を持った者がいる。分かるだろう、国王だ。だが、相手が誰であろうと私は命令されることに我が慢まんならぬ。ゆえに私はこの国の王となる。もっとも、この大陸に国はいくつもある。それらの国が私に従うならばよいが、しかしもしそうでないのならば、力をもって征せい服ふくしなければならぬだろうよ」


「……さすがです、フィリップさま。やはりわたくしの見込んだ通りの方ですわ」


　ルノアの表情は満足げだった。


「満足して頂けたのなら何よりだ。いずれにせよ、私は質問に答えた。次はあなたの番だと思うが。一体あなたは何のためにそんなことを聞きたがるのだ？」


「はい、申し上げましょう。わたくしを近きん侍じとしてフィリップさまのお傍そばに置いて頂きたいのです」


「……ほう」


　意外な答えではあったが、それによって、彼女の役割について見当もついた。


　彼女の父ルノーブル侯か、あるいは〈諸侯連盟〉に所属するどこかの貴族の要よう請せいによって、自分の監かん視し役を務めに来たのだ。自分が貴族たちに、いや、〈諸侯連盟〉に利益をもたらす存在であるかどうかを見極めるために。


「話は分かった。だが、いくらルノーブル侯のご息女とはいえ、突とつ然ぜんやってきて私の傍にいさせろというのはいささか無理があるのではないのか？　あなたが私の立場だったとして、簡単に信用する気になれるのか？」


「ごもっともなお話ですわ。ですので、わたくしもそれなりの対価をお支し払はらいいたしましょう」


　ルノアは、豊かな胸に手を当てて言った。


「わたくしの処女をお受け取りください。それをもって信しん頼らいの証あかしとしては頂けないでしょうか」


「な、なに？」


　フィリップは完全に意表を突つかれた。この状じよう況きようで、そんな言葉が出てくるとは思わなかったのだ。


　しかしルノアの表情は真しん剣けんそのものであり、冗じよう談だんを言っているようには見えない。


「……どういうことだ？」


「言葉通りの意味ですわ。フィリップさまの正妻の座は、残念ながらクラウディア王女殿下にお譲ゆずりせざるを得ないでしょう。ですが、未来の王たるフィリップさまならば、妾めかけの一人や二人いるのは当然のこと。わたくしにその名めい誉よを頂きたいのです」


　フィリップはいぶかしんだ。ルノアほどの女を好きにしていいというのなら願ったりかなったりではある。


　しかし、ルノアの方にそんなことをする理由がどれほどあるのか。そこまでして監視役の座を得たいのだろうか？　あるいは彼女の体を好きにしていい代わりに、〈諸しよ侯こう連盟〉に利益をもたらせと、そういうことかもしれない。


「聞いておきたい。その提案はおまえの意思なのか？　それとも、おまえの父あたりがそうしろと命令したのか？」


「わたくしの意思ですわ」


　ルノアは力強く答えた。その答えを言葉通り受け取る根こん拠きよはなかったが、かといって彼女が噓うそをついているようにも見えない。


「ではもう一つ聞かせてもらおう。今は国王陛下の喪も中ちゆうだ。その間に女を抱だくなど、不忠義きわまることだと思わぬか？」


　まさに今日、同じ論法で別の武人を非難したばかりだ。フィリップがその点を憂ゆう慮りよしたのは当然だった。


「わたくしは身も心もフィリップさまに捧ささげるつもりで参りました。わたくしが黙だまっていれば誰にも分かりませんわ。それに、フィリップさまのような若く立派な殿との方がたが、長い喪中の間ずっと女から遠ざかっていれば色々と不都合もございましょう」


　口ではどうとでも言える。鵜う呑のみにはできない。


　だが、フィリップとしても据すえ膳ぜんを食い逃のがす気にはなれなかった。彼女の体に魅力を感じていたのは事実である。すでに頭の中ではルノアを抱くことを前提に思考を巡めぐらせていた。


　ルノアをここで抱いた場合の利益と、不利益とを考える。確かに今女を抱いたことが露ろ見けんするようなことがあれば厄やつ介かいだ。しかし、パンドラという味方がいれば、もみ消すのは難しくない気がするのだ。


　さらにいえば、ここでルノアを抱けば本当に処女かどうかも確認できるし、床とこの中での態度を見れば、彼女の腹の内を探ることもできるかもしれない。


　冷静に考えた上で、フィリップは欲よく望ぼうに従う道を選んだ。


「いいだろう。ならば一晩相手をしてもらうとしよう」


　フィリップはルノアに近づくと、その細い腰こしに手を回した。


「あっ……」


　突然のことにルノアの口から小さな悲鳴が漏もれる。


　それまでの堂々とした態度はどこへやら、明らかに困こん惑わくを隠かくせない表情だ。案外、処女というのは本当かもしれない。


　構わず、フィリップはルノアの体を強引にベッドの上に乗せた。そのまま押おし倒たおし、覆おおいかぶさっていく。


　もはや我慢する必要もなく、その豊かな胸に手をかぶせた。見た目の期待を裏切ることなく、柔やわらかく暖かい感かん触しよくが掌てのひら一いつ杯ぱいに伝わってくる。


　と同時に、ルノアの体がびくりと震ふるえた。


「本当に初めてのようだな」


　そういうと、ルノアの顔が羞しゆう恥ちに染まった。


「は、はい。でも、どうぞお気になさらないでください。わたくしは初めてをフィリップさまに捧げられることを、幸運だとさえ思っているのですから」


「殊しゆ勝しようなことだ」


　どのみち、ここまでくるとフィリップも我慢はできない。


　我慢できず、ルノアの来ていた薄うすい服を破り、引ひき裂さいた。


「あっ……」


　ルノアの口から、驚おどろきと恐きよう怖ふがないまぜになったような声が漏れる。


　と同時に、豊かな乳ち房ぶさが露あらわになる。仰あお向むけになっているのにほとんど形も崩くずれないのは、その若さゆえだろう。


「そ、そんなに見ないでください」


　ルノアが両りよう腕うでで胸を隠そうとする。


　そうはさせじと、フィリップはその腕うでを摑つかむと、ベッドへと押し付けた。そして強引に唇くちびるを奪うばう。


「ああ……ンっ……」


　押し隠そうとして失敗したルノアのあえぎ声が、部屋を満たした。
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　　　　　◆





　翌日。目に入る日差しに、フィリップは目を覚ました。


　今日も一日が始まったのだ。野望を着実に達成するための一日が。


　と、このとき、フィリップは自分を見つめている誰だれかの顔に気付いた。


　ルノアだ。寝ね起おきのせいで未だ思考は霞かすみがかかったようにぼんやりしていたが、段々昨晩のことが思い出されてくる。久しぶりに抱いた、そして処女を奪った少女だ。


　そのルノアが、どこか嬉うれしそうな表情でじっと見つめていた。


「寝ね顔がおを見られるのは好きではない。やめろ」


「お断り申し上げますわ」


　ルノアはにっこりと微ほほ笑えんで言った。


「初めてだから優しく、というわたくしの願いを聞き入れて頂けなかった罰ばつです」


「ふん、なるほどな」


　分があるのは彼女の方であり、フィリップは苦笑して彼女のわがままを許した。


「今いま更さら聞くのもなんだが……本当に良かったのか？」


「何のことでしょう？　体を捧げたことなら後こう悔かいしてなどいませんわ。どうせ貴族の娘むすめなど恋れん愛あいもままならぬ身、それなら多少なりとも気に入った相手の女になりたいですもの」


「そうではない。私を見ていたのなら知っているはずだ。私は妖よう魔まと手を結び、その力を借り、さらには残ざん虐ぎやくな方法で貴族を処しよ刑けいした。それをよく思わない者は貴族にも平民にも多いだろう。私の女になるということは、おまえも多くの敵を作るということなのだぞ」


「構いませんわ、そんなこと。わたくしはフィリップさまが何を意図してあのようなことをされたのか分かっているつもりですから」


「ほう、興味深いな。聞かせてもらいたいものだ」


「簡単なことですわ──」


　こんな朝から政の話というのもなんですけど、と苦笑しながらルノアは語った。


　民衆は先日の処刑劇に、もちろん驚いただろう。ただ、血税を私的に流用した貴族が殺されたことには、彼らはまったく同情もしないどころか、むしろ拍はく手しゆ喝かつ采さいを送ることだろう。


　一方であのような残虐な方法で処刑を行うような人物が王になったとき、果たして今日と同じ日が送れるのか、不安でいるに違ちがいない。


　だが、それでいい。


「畏い敬けいという言葉がございますわ。国民からも他国からも、畏おそれられ、敬われる。これこそが古来言い伝えられる理想の君主の姿なのだと」


　ジェレイドの反乱が比ひ較かく的てき成功していることもあって、貴族が平民を支配するという図式に不要な変化が生じ始めている。妖魔による残虐な処刑は、平民に支配者への畏れというものを再確認させるいい契けい機きではありませんか──ルノアはそう言ってのけた。


「我が国は今年相次いだ争いによって大きく国力を落としています。今のところ他国に侵しん攻こうの兆しは皆かい無むではありますが、いつまた野心に駆かられた国が現れるか分かりません。ですが、ここで我が国が少数とはいえ妖魔を操っているという情報が伝われば、どの国の君主も考えをあらためざるを得ないでしょう」


「しかしカルレーン侯こうをはじめとして、多くの者が私の行こう為いには疑問を覚えてもいるぞ。妖魔などと手を組んで、ただでは済むまいとな」


　ルノアを試すように、フィリップは当然の疑問を投げかけた。


　しかしルノアに動どう揺ようはない。


「むしろわたくしとしては、妖魔と手を組むことができたことを評価すべきだと思いますわ。今まで我が国は妖魔とただ争いを繰くり広ひろげるだけでした。国内には未だ妖魔がうごめいている地域もありますし、何より南東の国境方面では小競り合いが絶えませんでした。しかしフィリップさまは、誰もが想像しなかった手段でそれらの問題を解決する糸口を得たのです。これは歴代のどの国王にもまさる功績ですわ」


「…………」


　フィリップとて人間である。


　パンドラの助言という裏づけがあり、自分のやっていることが正しいという確固たる自信はあったものの、やはり自分のやってきたことを非難されるよりは支持された方が嬉しい。


「むしろわたくしとしても知りたいですわ。一体どうやって妖魔と交こう渉しようなどできたのですか？」


「……妖魔の間にも色々な部族があることを知ってな。その中の一つに使者を送るだけで事は済んだのだ」


「さすがですわ。古来のしきたりに囚とらわれることなく、必要とあれば妖魔をもお味方につけるその手しゆ腕わんこそ、この国を導くお方に相応ふさわしい才覚かと存じます」


　彼女が父とは関係なく、自分の意思でここへ来たという言葉は、それなりに信じてもいいと思えた。ルノアは彼女なりの見識を持っている。それも貴族として、自分とかなり似通った考え方の持ち主だ。こういう女ならば、傍そばに置いておいてもいいかもしれない。


「それよりフィリップさま。今日は一体何をなさるおつもりですか？」


「知れたことよ。私に反感を抱いている貴族たちはまだ多い。そういった連中をあぶり出し、潰つぶしてやる」


「お手伝いいたしますわ。さしあたり、わたくし土産みやげを持参しておりますの」


　そういってルノアはベッドから出ようとした。だが、自分が何も身に着けていないことに今更ながら気付いたのか、恥はずかしそうにベッドからシーツを剝はぎ取ると、体に巻きつけた。


　そして脱ぬぎ捨すてられていたままの服から、羊皮紙を一枚取り出す。


「どうぞ、フィリップさま」


　受け取った羊皮紙に書かれていたのは、五人ほどの貴族の名前だった。


「……これは？」


「ご存じのとおり、わたくしの父は〈諸侯連盟〉の副盟主の座におります。最近になって、その父の元に四人の貴族が訪れましたの。フィリップさまは盟主と仰あおぐにはあまりに危険で不適な人物であると。それゆえフィリップさまを、〈諸侯連盟〉盟主の座から引き摺ずり下ろすため協力して欲しいと」


「なるほど。それがこの四人というわけか」


「はい。早急に手を打っておくに越こしたことはないかと」


　このような助けなどなくとも、パンドラの力があれば自分に反意のある貴族を見つけ出すことは可能だろう。しかし、この羊皮紙のおかげで、よりルノアという少女の真意が明確になったという点では有用だった。ルノアが昨晩言ったこと──自分の覇は業ぎように協力するという言葉は、噓うそではないらしい。


「ついでだ、もう一つ訊きかせてもらおう。この四人を排はい除じよするに、どのような手を打てばよいと思うか？」


　ルノアを試すように、フィリップはなおも訊たずねた。


「エルライン伯はくは一人ひとり娘むすめを目に入れても痛くないほどに可愛がっておられます。その娘を王城にお招きしておけば、反逆など決して起こしませんわ。デリッシュ伯は金と女性に目がないお方です。懐かい柔じゆうすることはたやすいでしょう。ハーゲン男だん爵しやくは日和ひより見み主義者です。エルライン伯とデリッシュ伯が裏切ったと知れば、向こうから尻尾しつぽを振ふってきますわ。残るはアラク伯だけですが、一人では所しよ詮せん何もできないお方です」


　フィリップは思わず呆あつ気けに取られた。


「……詳くわしいな」


「侯こう爵しやくの娘ともなれば、貴族の噂うわさなど耳を塞ふさいでいても入ってきますもの」


　確かに裕ゆう福ふくな貴族の娘の仕事といえば、茶会を開いて噂話に興じることらしい。戦や政治では何の役にも立たないだろうが、こと貴族同士の醜しゆう聞ぶんについてなら有用のようだった。


「いいだろう、ルノア。おまえは私の野望に有用な人間のようだ。近きん侍じとして傍にいることを許そう」


「ありがとうございます。決して後悔はさせませんわ」


　ルノアは嬉しそうに微笑むと、自らの忠誠を証明するかのようにフィリップの手を取り唇をつけた。


　　　　　　　６





　この頃ころ、長く続いた内乱や北との戦争によって、不ふ遇ぐうな日々を送っている者は多かった。その中にクラウディア王女を含ふくめたとしても、異議を唱える者はまずいなかっただろう。


　彼女は、ある日突とつ然ぜん兄の死を知らされ、それを実感する間もなく、文字通りあっという間に、今度は父を亡くした。すなわち、クラウディアはすべての肉親を失ったのである。


　しかもその悲しみにひたる間もなく、すぐさまフィリップがやってきて婚こん姻いんを強引に内ない諾だくさせられたのだ。アレスという想い人の存在がありながら。


　もっとも、クラウディア自身は自分が不遇であるなどとは微み塵じんも考えていなかった。


　今年相次いだ戦で、家族を亡くした者など大勢いるだろう。故郷を追われた難民も数多いという。中には餓が死しした者だっているに違いない。


　彼らに比べれば、自分は相も変わらず国民の血税によって贅ぜい沢たくな暮らしを送ることが許されているのだ。それを不遇などと誰が言えようか──と。


　クラウディアには、自分が公人であるという自覚があった。私人としての幸せを要求する権利などない。それゆえに、フィリップが国を立派にまとめてくれるというのなら、その治世に協力すべく従おうという思いもあった。


　だが、どれだけ公人としての覚かく悟ごがあっても、十三歳の少女に私人としての自分を完全に切り捨てることは難しかった。


「アレス……。おまえは本当に、どこで何をしているのだ……？」


　ついそんなことを呟つぶやいてしまう。実際にアレスがどこで何をしているのかが分かっても、あるいはたとえ今ここにアレスがいたとしても、クラウディアには何もできなかっただろう。


「クラウディアさま……」


　おずおずと声をかけてきた者がいた。侍じ女じよシオーネである。


「どうした？」


「カルレーンさまがどうしてもお会いしたいと、お見えになっております。いかがいたしましょう？　もしご気分が優れないようでしたら……」


「ほう、珍めずらしいな。わたしへの面会者はフィリップに追おい払はらわれていると聞いたが……。とにかく、わたしのことなら気き遣づかいは無用だ。わたしがこのようなときにどうするかはおまえが一番分かっているだろう？」


「……はい。では」


　いついかなるときでも、クラウディアは私事を公務に優先させたことはない。そのことを誰だれよりもよく知っているシオーネは、一礼して下がった。間もなく、カルレーンが入ってくる。亡き父がもっとも信しん頼らいしていた、忠義厚き国務大臣。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、クラウディアさま。大切なお話がございます」


　前置きもなく、カルレーンは言った。


「聞こう。おまえのことだ、よほど大事な話を持ってきたのだろうな」


「は。ある情報を手に入れました。フィリップは近々近この衛え騎き士し団の精せい鋭えい二千を率いて王都を出立するつもりのようなのです。詳しい目的地は分かっておりませんが、どうやら北へと向かうつもりとのこと」


「なに？　一体なぜ今フィリップが王都を離はなれる必要がある？」


「分かりません。ただ、我が王国北部は未いまだ火種の多い土地です。レアニール連合軍は撃げき退たいされましたが、多くの敗残兵が未だ賊ぞくとなって方々を荒あらし、そのために貴族の支配力が弱まり、農民による大小の反乱も起きています。さらに、ジェレイド率いるボルネリア軍の動きも安定しておりません。現在ボルネリア軍は最北のダルム城じよう砦さいを支配下に置き、また城じよう塞さい都市オルガスタの近くにも軍勢を置いています。国王陛下の崩ほう御ぎよで我々も混乱していたため、今までは何もできませんでしたが、最近になってようやく城砦の明あけ渡わたしと、ボルネリア領への帰き還かんを命じたのです。ですがジェレイドの腰こしは重く、何か企たくらんでいるとしか思えない動きを見せております」


「なるほど。それゆえ軍勢を北へ動かし、事態の鎮ちん圧あつを促うながそうというわけか」


　クラウディアはため息を吐ついた。今年はすでに充じゆう分ぶんの領の血が流れた。フィリップといいジェレイドといい、なぜそうも戦を起こしたがるのか。


「それから、もう一つ奇き妙みような情報があるのです。フィリップは二千の軍勢を率いて北へ向かうにあたり、急造の船団を組織して海路で北上しようとしているようなのです」


「馬ば鹿かな、二千人もの軍勢を船でだと？」


　それがどれだけ無む謀ぼうなことかは、クラウディアにもすぐに分かった。


　クラウディアも船のことにはそれほど詳しいわけではない。しかし海の恐おそろしさと、そしてベールセール王国において海路より陸路の方が発達している理由ぐらいは理解していた。


「無謀ではないのか。もし嵐あらしの一つでも起きれば、二千人の兵と多くの船が一いつ瞬しゆんにして海の藻も屑くずとなるのだぞ？」


「仰おつしやるとおりです。しかし若さゆえなのでしょうか、フィリップに考えをあらためるつもりはないようなのです。どちらにしろ、これは好機です」


「……どういうことだ？　何を企んでいる？」


「私は一ひと度たびはフィリップが王位に即つくことを認めました。フィリップは侯爵の位と将軍の地位を持つ有力者です。彼が王位に即けば、王国の安定に繫つながると考えたからです。しかし、今ではその見通しが甘かったと認めざるを得ません。フィリップはこのたった数日で多くの貴族の協力を取り付け、すでにお聞きき及およびでしょうが妖よう魔まと手を結び、我々に無断で貴族を処しよ刑けいするという離れ業わざまでやってのけました。彼が優ゆう秀しゆうであることは認めます。しかしこれも若さゆえなのでしょうか、彼のやっていることは、一つ間ま違ちがえばこの国に大きな混乱を巻き起こす危険なものばかりです。もしこのままフィリップが王位に即けば、この国の未来は決して明るいものにはなり得ますまい」


「妖魔の件は聞いている。確かに憂ゆう慮りよすべき事態だとは思っていた。それで？」


「フィリップは間もなく二千の軍勢を率いて海路を北上します。しかし軍勢の海上輸送など我が王国にとっては初めての試み、必ずや多くの障害が発生し、フィリップは足止めされるでしょう。そこで私はフィリップの留守を突ついて、王都を掌しよう握あくすべく兵を挙げます。もし事が成った暁には、クラウディアさまにお味方して頂き、国に号令をかけて頂きたいのです」


「…………」


　クラウディアには、カルレーンの意図がすぐに分かった。


　侯爵であり、将軍であり、軍の指揮権を有するフィリップに武力で勝つことは容易なことではない。しかしこの王都におけるカルレーンの影えい響きよう力は、フィリップに劣おとるものではない。フィリップさえいなければ、王都を掌握することも不可能ではないはずだ。もしうまくいけば、フィリップは本ほん拠きよ地ちと兵へい站たんを失うこととなる。そうすれば戦うことなくフィリップを権力の座から引き離すこともできるだろう。


　しかも、カルレーンの提案には彼なりの忠節が溢あふれていた。


　王都にはまだ王家に忠誠を尽つくす騎士や貴族が多くいる。彼らを味方につけるためには、最初から王女たる自分を旗頭に掲かかげて決起した方がいいに決まっている。しかしカルレーンは、もし事がうまくいったら味方になって欲しいと言った。それはつまり、もし決起が失敗した場合は、自分だけで責任を取るということだろう。


　うまくいけば、ほとんど国民の血が流れることなく事は運ぶ。あるいはうまくいかずとも、流れる血はカルレーン一人分で済む。


　国民の幸せと、公人であるカルレーン一人の危険。どちらを優先するかと問われれば、クラウディアの答えは決まっていた。


「分かった。おまえの提案を受け入れる。ただし、わたしとしてはおまえにだけ危険を背負わせるようなことはしたくない。何があったとしても、フィリップがわたしに手を上げることはないだろう。ゆえに、わたしはわたしが必要と思ったとき、必要な行動を取る。そうわきまえてくれ」


「承知いたしました。ご承しよう諾だく頂きありがとうございます」


　カルレーンはうやうやしく頭を下げた。


「しかし、肝かん心じんな問題が残っておるぞ。仮にフィリップを玉座から遠ざけられたとして、何なん人ぴとにこの国を治めさせるのだ？　わたしも必要とあれば女王として即そく位いする覚悟はあるが、いずれにせよ夫は迎むかえ入れなければなるまい」


「それならば適任者がおります。ファノヴァール伯アレスどのこそ、現時点では王の座にもっとも相応ふさわしいかと」


　クラウディアは耳を疑った。




[image: ]


　この状じよう況きようで、しかもカルレーンの口からアレスの名が出るとは思っていなかったのだ。


「しょ、正気かカルレーン？　アレスは……あやつは、我が兄の仇あだとして国中から追われている身なのだぞ？　そのような者を王に据すえ、人々の支持が得られるかどうか……」


「無論、その問題は無視できませぬ。ですが逆に言えばその問題さえ解決すれば、何ら支障はありますまい。そもそも、現在王国中にアレス卿きようを捕とらえるべくお触ふれを出しているのですが、一向に効果はありません。どうやら国民の誰もが、あのアレス卿がハインツ王太子殿でん下かを殺害したとは思っていないようなのです」


「…………」


　顔には出さなかったが、その話はクラウディアを内心で大いに喜ばせた。


　国のために尽くしてきたアレスが、今になって国中から追われるというのはあまりにも不ふ憫びんすぎる。やはり国民たちは、見るべきところは見ていてくれたのだ。


「アレス卿は兵を統率した経験こそあまりありませんが、軍事的な名声と実績はフィリップ将軍をしのぐほどであり、今の混乱した王国を治めるには適任でしょう」


「だ、だが、あれは馬鹿だぞ。剣けんを振ふって解決することならともかく、政治などできぬだろう」


「王は国の象しよう徴ちようであればいいのです。足らぬところがあれば補ほ佐さする者を置けばよいだけのこと。何より、クラウディアさまとアレス卿は以前より親交がございます。クラウディアさまにとっても、フィリップ将軍よりは多少なりとも気心の知れた相手の方がよろしいでしょう」


　クラウディアは、顔が赤くなるのを抑おさえられなかった。まさかそんな形で自分とアレスが結ばれることがあるのだろうかと、本気で考えてしまったからである。


　だが、それでもすぐに公人としての責任感の方が上回るのがクラウディアという少女であった。すぐに表情を切きり替かえ、続ける。


「分からんな、カルレーン。おまえのアレスへの態度を見るに、おまえは決してアレスのことを好ましく思っていたようには思えぬのだが」


「否定はいたしませぬ。ファノヴァール伯はく爵しやく家は、いつかこの国に大乱を招くのではと思っておりましたゆえ。ですが、状況は変わったのです。ベルセルム四世陛下、ハインツ王太子殿下亡き今となっては、アレス卿とクラウディアさまが結ばれることこそが、王家にとってもっとも最適だと判断したのです」


　カルレーンの妙みような言い回しに気付かぬクラウディアではなかった。


「妙なことを言ったな？　アレス個人ではなく、ファノヴァール伯爵家それ自体が災いの種になるだと？　にもかかわらず、今はそのファノヴァール伯爵家とわたしが結ばれることを望んでいる？　おかしいではないか、カルレーン」


「ご容よう赦しやください。私の知っている事実は、所しよ詮せん過去の話。いつか時が来ればお話しすることもあるかもしれませんが、今はクラウディアさまが過去に囚とらわれ判断に誤るようなことがあってはなりませぬゆえ」


　カルレーンの表情には相変わらずなんら感情が見受けられず、考えは読めなかった。


　クラウディアは歎たん息そくした。


「……分かった。おまえの国への忠誠を信じよう」


「ありがたきお言葉。それでは、また詳しよう細さいが決まりましたらご連れん絡らくいたします」
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　アレスが人知れず奴ど隷れいになり、王都では国王の国こく葬そうが終わってフィリップが権力の掌握に乗り出していたこの頃。ジェレイド率いるボルネリア軍は、城じよう塞さい都市オルガスタの近きん郊こうに駐ちゆう屯とんし、もっぱら情報収集に全精力を注いでいた。


　彼らの状態は非常に不安定だった。


　半月前までボルネリア軍は王国軍近この衛え騎き士し団第三軍の指揮下で戦っていたものの、戦乱の最中に許可を得て、第三軍の本隊とは別行動を取るようになり、最さい北ほく端たんのダルム城じよう砦さいを北から奪回していた。


　そして北との戦争に決着がついた頃ころ、ハインツ王太子の急死により、第三軍本隊が急きゆう遽きよ王都へと帰き還かん。私兵を率いて第三軍に参加していた貴族たちの多くには、詳くわしい事情も知らされぬまま故郷へ帰るよう命じられた。この間の状況の変化はあまりにも突とつ然ぜんで、結果的にジェレイド率いるボルネリア軍の状態は宙に浮うく形となってしまう。


　そのときボルネリア軍は、軍勢を二つに分けていた。千人ほどをダルム城砦の奪だつ還かんへ向かわせ、そして残る一隊──およそ三千足らずの軍勢を、留守を任せる形で城塞都市オルガスタの北に滞たい在ざいさせていた。


　そこへもたらされたのが第三軍からの帰還命令である。しかし全軍がボルネリア領へ戻もどるとなれば、当然国境たるダルム城砦を空にしなければならない。他の王国軍正規兵でも回してくれていれば何も問題はなかったのであるが、王太子逝せい去きよの混乱のせいか、王国軍はその辺りの細かい指示を出さなかった。


　もっとも、この状況を解決する方法は難しくない。使者を一人飛ばし、王都に指示を仰あおげばいい。しかし、ジェレイドはわざとらしくこの状況を悪用する道を選ぶ。


「北との戦が終わったばかりのこの混乱下では、一時的にとはいえダルム城砦を空にするようなことはできません。かといって、王都は王都で今大変な時期でしょうから、上層部の手を煩わずらわせるわけにもいきません。というわけで、王国からの正式な命令が来るまで、ここは僕たちボルネリア軍がお預かりしましょう」


　かくしてジェレイドはダルム城砦を完全な支配下に置いていたのである。さらには、


「今ダルム城砦の守備兵はたった千人しかいません。もし再び北の軍勢が攻め寄よせてくれば、到とう底てい防ぎきれないでしょう。そこで、事があればいつでも援軍として動けるように、残りのボルネリア軍も自由に動けるようにしておくことこそ僕たちの義務でしょう」


　などとやはり勝手な理り屈くつをつけ、残る三千近い軍勢を城塞都市オルガスタの北およそ二里のところに駐ちゆう留りゆうさせていたのである。


　これでボルネリア軍が略りやく奪だつなどの行動を少しでも取っていれば問題になっていただろうが、ダルム城砦から帰還したジェレイドは、軍律を徹てつ底ていさせ、さらには北の戦が終わったばかりで不安定な状況にあるオルガスタ周辺の治安維い持じにも積極的に協力したのである。さらにその一方で軍を再編制し、本拠地ボルネリア領からのわずかながらの援えん軍ぐんや、負傷兵の戦線復帰などにより、兵の数を四千にまで増やしていた。


　こうなるとオルガスタに住む人々は文句など言えなかった。むしろ、いくら国王が急死したと言えど、なんら指示をくれない王国の方に不信を抱いだくという有様だった。
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　この頃ころ、城塞都市オルガスタでは、王都から離はなれている分、情報が錯さく綜そうしていた。


　人々は行商人や旅人から得る情報と、太守トリスタンが出したお触れでようやく国王と王太子の死を信じることができたものの、それすらも状況の混乱に拍はく車しやをかける効果しかなかった。


　次に王になるのはどんな人物なのか、またそれによってどのような影えい響きようが出てくるのか。妻たちは井い戸どの傍そばで、夫たちは夜の酒場で、王国の将来について時間の許す限り話し合っていた。


　その影響は、オルガスタのすぐ近くに滞在していたボルネリア軍の兵士たちにも現れていた。王国との戦いも終わり、北との戦争も終わったというのに、平和の兆しが今ひとつ見えてこないのはなぜなのか。何より自分たちも、なぜ故郷ボルネリア領に帰還しようとしないのか──と。


　それゆえ、その日ジェレイドは、兵士たちの動どう揺ようを鎮しずめるべく、会議を開いたのである。〈風の戦乙女おとめ〉ら軍の幹部、それに千人長や出席を希望する百人長ら、合計五十人ほどを一つの天幕に集めた大規模な会議である。


　ジェレイドは正確な情報こそが混乱を収めるもっとも効率のいい手段だと考えていた。千人長や百人長が状況を知って落ち着けば、その部下たちもまた上官を見て平静を取り戻すと、そう判断したのである。


　実際のところ、ジェレイドという人物は、かなりの会議好きとして知られている。


　今後の戦略を検討するときなどは、機密が漏ろう洩えいする可能性を承知で、必ずと言っていいほど会議を開き、意見や質問を受け付けた。これまでのところ、会議の結果としてジェレイドの考えた戦略が否定されることはなかったものの、この場合重要なのはいかなる形であれ人の意見を聞く場を設けたことであり、貴族に仕えていたことのある元騎士などは、「ああも皆みんなの意見を求めようとする貴族は一人もいなかった。ジェレイドとはなんと聡そう明めいな人物か」と賞賛してやまなかった。


　それは「ジェレイドは広く皆の意見に耳を傾かたむける優れた指導者だ」という評価に繫つながるのだが、ジェレイドに言わせれば別の意見、というよりは本音があった。


「僕には独断専行する勇気がなかっただけです。一応は皆の意見も聞いたということにしたかったんです。そうすれば結論に何か誤りがあったとしても、責任を分散できるという気がするじゃないですか」


　結局のところジェレイドは、会議のことを胃痛を治める薬の一種としか考えていなかったのである。


　もっとも、ジェレイドにとってはその程度のものであったとしても、部下たちにとって率直に質問を行うことができ、また自らの意見を告げる場である会議の場は重宝するに充じゆう分ぶんなものだった。





　かくしてその日、ボルネリア軍の陣地において久方ぶりの会議が開かれた。


　居並ぶ幹部たちを前に、まずジェレイドは言った。


「まずお話ししておきましょう。王太子殿でん下か、および国王陛下の死が事実だというのは皆みなさんも知っての通りです。先日王都では国葬が執とり行われ、しかもその喪も主しゆを務めていたのがあのフィリップ将軍だというのも事実です。そのため、彼こそが次の国王になるのではと言われているそうです」


　それが、王都を始めとした主要都市に送り込んだ間者からの報告、およびオリビアの父である大商人ラリアルドを経由して集めた情報を総合した結果であった。


　ジェレイドの話を聞いた出席者たちに、それほど驚おどろいた様子はなかった。当然といえば当然である。今告げた情報は、噂うわさではある程度伝わっていたことだからだ。


「しかしそうなると、我々は一体どうなるのでしょうか？」


　出席者を代表して、ベルハルトが訊たずねる。元騎士であり、ボルネリア軍でもその実直さと統率力を高く評価され、事実上の副将とも呼ばれる彼が質問の口火を切ることで、他の出席者たちも発言しやすくなるのだ。


「どうもややこしい状態になってしまいました」と、ジェレイドは肩かたをすくめて見せた。「僕たちは、ボルネリア領の自治権など、見返りを約束されていたがゆえに北の軍勢と命を賭かけて戦ってきたのです。しかしその約束をした相手であるベルセルム四世陛下は亡くなりました。フィリップ将軍が本当に次の王になったとして、僕たちとの約束を守ってくれる保証はどこにもありません。むしろ、彼のこれまでの言動を見ている限り、約束を反ほ故ごにされる可能性の方が高いような気がします」


　天幕の中はざわめきで満たされた。


　フィリップ将軍の為人ひととなりは末まつ端たんの兵士たちでさえ知っている。少なくとも、一度は王国に楯たて突ついたことのあるボルネリア軍に好ましい態度で接してきたことは一度もない。約束を反故にされるのではないかというジェレイドの推測は、誰だれにも否定できなかった。


　その事実は、居並ぶ出席者を失望させるに充分だった。北との戦いは終わった。王国軍との和わ睦ぼくも一応は成立した。今後は戦いのない日々に戻れるのではと誰もが思っていたためである。


「ジェレイドさま。我らに道をお示しください。我々は今度どうすべきなのですか？」


　問われたジェレイドは、二本の指を立てた。


「僕たちが取るべき道は、大きく二つあります」


　二本の指の一つを折る。


「一つ、今後誰が国王になるのだとしても、僕たちとの約束を守ってくれるだろうと仮定して、矛ほこを収めボルネリア領に戻り、平へい穏おんな生活に戻ることです。うまくいけば再び血が流れることなく僕たちは日常に戻れるでしょう」


　居並ぶ人々に、あまり芳かんばしい反応はなかった。


　無理もないと、ジェレイドは思った。ここにいる人々は、王国や貴族に不信を持っている者ばかりなのだ。しかもボルネリア軍は、一度道を誤れば即そく消しよう滅めつという綱つな渡わたりのような道を歩んできた。ジェレイド自身がそうであるように、楽観的な考えは持てないのだろう。


「しかしジェレイドさま。その場合、もし新たな国王が我々との約束を反故にしたときは……？」


「僕たちの平和は、いつ崩くずれ去ってもおかしくない状じよう況きようになります。王国からしてみれば、僕たちは吹ふけば飛ぶ程度の存在ですからね」


　そう付け加えても、今いま更さら顔色を変える者はいなかった。


　続いてジェレイドはもう一本の指を折る。


「もう一つの道は、このまま矛を収めることなく、僕たちがより大きな力を持つことです。国王と王太子がこのような形で突然いなくなった以上、誰が次の王となっても混乱が起こることが予想されます。そのとき、僕たちがより大きな力を有していれば、決して侮あなどられることはなくなるでしょう。特に今、この王国北部は大きく乱れています。先の戦で多くの領主は領民を見捨て、領民もまた領主を見限りました。今僕たちが反王国、反貴族の旗を掲かかげれば、一挙に勢力を拡大することも不可能ではありません」


　人々の反応は、先ほどより明らかに良かった。自分たちはもともと実力と実績とで今の勢力にまで拡大したのだ。自らの手で未来を切り開くというのは、流りゆう儀ぎに合うのだろう。


　と、ここでジェレイドはふと視線を居並ぶ出席者の一人──〈風の戦乙女〉へと向けた。


　ジェレイドがこういったやや過激な意見を口にしたときは、よく彼女がどこか冷めた一言を口にしたものだ。しかし北との戦が終わった後、彼女には以前はあった快活さが失われたかのように元気がなかった。ジェレイドとしては心配であったものの、なんと声をかけたらいいものか分からない以上、どうしようもなかった。


　一度咳せき払ばらいをして話を続ける。


「いいことずくめに聞こえるかもしれませんが、これはかなりの危険を伴ともないます。僕たちがより大きな力を持つということは、王国から力を奪うばうということと同じ意味なのです。それには流血を伴うでしょうし、何より王国との間に大きな禍か根こんを残すことにもなります。後に新たな火種となる可能性は極めて大きいでしょう」


　兵士たちには大きな反応はなかった。ここにいる人々は、ある意味でジェレイド自身が育ててきた人材である。わざわざ付け加えて注意を喚かん起きせずとも、皆それぐらいのことは理解しているのかもしれない。


「何度も言いますが、次の国王がどんな政治を行うかは、僕にも分かりません。ひょっとしたら義に厚い人物が王となり、僕たちとの約束を守って平穏な未来を保証してくれるかもしれません。その場合は逆に、僕たちが禍根を残すかのような行動を取れば、新たな王は決して僕たちを許さないでしょう。僕たちは自分で自分の首を絞しめることになります」


　ジェレイドは居並ぶ人々を見回した。


「もう一つお伝えしておくことがあります。今まで僕たちは、王都から正式な命令がこないことをいいことに、国境城じよう砦さいダルムを支配下に置き、今も経済の中心地たる城じよう塞さい都市オルガスタのすぐ傍に滞たい在ざいしています。しかし、とうとう昨日王国から使者が来ました。直ちにボルネリア領へと引き返せと。指示に従わない場合、支援も打ち切るそうです」


　ざわめきが起こった。補給の重要性を知らない者など、ボルネリア軍にはいないからだ。


　ボルネリア軍は、王国軍に協力する見返りに、兵ひよう糧ろうの支し援えんを受けてきた。それを打ち切られるとなれば死活問題である。


「まあ安心してください。王国軍からの支援が中断されることは、完全に予測していた事態です。それゆえ王国軍からの補給とは別に、ボルネリア領から密ひそかに兵糧を輸送させておきました。まだ当分は干ひ上あがる心配は要りません。もっとも、決して余よ裕ゆうがあるわけではなく、僕らが今後どのような道を歩むのかは、今すぐにでも決断しなければなりません。どちらの道にも危険は伴います。このまま矛を収めるべきか、それともより矛を鋭するどくするべきなのか。皆さんの意見を伺うかがいたいところですが」


　それはまさに責せき任にん逃のがれの極致と言うべき問いかけだった。


　この軍勢の指導者は自分なのだ。歩む道を決めるなど、本来なら指導者が決めるべき問題である。そしてジェレイド自身、すでに答えは出していた。


　状況にただ流されるのはジェレイドの流儀ではない。すなわち、矛をより鋭く尖とがらせることこそがジェレイドの選んだ道だった。だが、その道を選べば、王国北部に新たな騒そう乱らんが起きることは間ま違ちがいなく、人々の血がまた必ず流れるだろう。


　逆に、このまま矛を収めれば、あるいは後に粛しゆく清せいされる道が待っているかもしれないが、確実に一時の平穏を得ることはできる。それに、本当にうまくいけば血は一いつ滴てきも流れないで済むかもしれないのだ。


　ジェレイドが反乱を起こしてから、もう二年になろうとしている。部下たちの中には、これ以上の戦いに厭あいている者もいるかもしれない。その場合、自分一人の意思で戦せん闘とうを継けい続ぞくさせることは士気の面からも難しくなるだろう。ゆえに、このときばかりは部下たちの意見を聞きたがったのである。今後の行動は、少なくとも半分以上の部下の理解と支持を得てから行いたかった。


　千人長の一人が立ち上がった。


「私は勢力拡大策に賛成です。我々は今まで常に自ら行動を起こすことで立場を強化し、そして理想へと近づいてきたのです。今になって他者の腹積もりに命運を託たくすようなことはとてもできません」


　それを合図とするように、さらなる賛同の声が上がった。


「我々がさらに勢力を拡大すれば、確かに血は流れるかもしれません。しかしここで一時の平穏へ逃にげ込み、その結果すべての理想を失うようなことがあれば、今までに流してきた血を無む駄だにするようなもの。それが正しいこととは到とう底てい思えません！」


「そうだ、その通りだ！」


　反対の声など一人もいない。あるいは、流れに押されて反対意見を口にできないだけかもしれないが、どちらが多数派かは明白であった。


　その光景は、ジェレイドが望んだものではあったが、同時にどこか後ろめたさも感じずにはいられなかった。彼らはジェレイド自身が育ててきた兵士たちなのだ、そう考えるとこの結論はある意味当然の帰結なのである。


　しかし、これで将兵の意見が統一されたということは確かである。ジェレイドは気をあらためるように中指を伸のばして眼鏡めがねをかけ直した。


「分かりました。これで方針は決しました。僕たちはこれより、次代の王がどのような人物であろうと決して軽んじられることのないだけの力を得るべく活動を開始します」


　歓かん声せいと拍はく手しゆが起こった。


　そして、このとき初めて、ジェレイドはかねてより入念に準備を重ねてきた戦略の一いつ端たんを部下たちに示すこととなる。


「手始めに、王国最大の経済拠きよ点てん、城塞都市オルガスタを支配下におきます。経済の大動脈であるオルガスタを手に入れることさえできれば、僕たちの勢力は一挙に拡大しますからね」


　ジェレイドの発言には何度となく驚かされてきた部下たちだったが、今度もまた同様だった。


「仰おつしやることは分かりますが、ジェレイドさま」まずベルハルトが口を挟はさんだ。「確かにオルガスタにはそれだけの価値があるでしょう。しかし、今の我らの兵力は四千ほど。これで城塞都市とも呼ばれるあの都市を制圧できるとは思えませんが……」


「もっともな疑問です」


　今から八年前、第三次シエゴラス戦役の折。国境付近でレアニール連合軍を食い止めることに失敗したこのベールセール王国軍は、オルガスタ近くまでその侵しん攻こうを許してしまったという。しかし城塞都市の異名を持つオルガスタだけは北の軍勢も攻せめあぐね、その間に態勢を整え直したベールセール軍に敗北したのだ。


「確かに、僕たちにはオルガスタを正面から攻め落とすような力はありません。ですが、オルガスタを勢力下に置くことを目標にした場合は、それほど兵力は必要ないんですよ」


　経済の大動脈、オルガスタ。その街を支配しているのはもちろん王国だ。だが、街を動かしているのは誰か──と問えば、それは王国ではない。そして、街の原動力そのものを支配することができれば、それはオルガスタそのものを得たのと同じなのだ。


　そして、そのための下準備は、すでに終えている。


「ボルネリア領とも近いオルガスタの制圧は、僕もずっと前から考えていたことです。それゆえに、準備も入念に行ってきました。オルガスタの制圧はほぼ間違いなく成功するでしょう」


　疑念を捨てきれないでいる兵士たちに、ジェレイドは断言してみせた。


　オルガスタを武力で制圧し、そして恒こう久きゆう的てきに支配下に置くのはまず不可能である。強きよう靭じんな城じよう壁へきと、追おい詰つめられれば兵にもなる何万もの住民。これを武力で制圧、さらには長期に亘わたって支配するには、一万や二万の兵では足りない。


　だが、ジェレイドが意図的に作り上げたこの状じよう況きよう下かでなら、かつ、一時的にという制限をつければ、手持ちの数千の兵力でオルガスタを支配下に置くことは難しくはないのだ。そう、一時的になら。


　かくして、指針の定まったボルネリア軍は積極的に動き出すこととなる。


　まず最初の動きは、ボルネリア軍ぐん陣じん地ちから風の精せい霊れいを用いて放たれた三つの伝令によって生じた。
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　ボルネリア軍の根こん拠きよ地ボルネリア領は、隣りん国ごくエディンバラへの国境と城塞都市オルガスタを繫つなぐ大きな街道のほぼ中間にある。


　ボルネリア領に一度異変が生じれば、隣国エディンバラとの交易に多大な影えい響きようが出る。それゆえかつてこの地を支配していた領主には、交易路の維い持じという義務と共に侯こう爵しやくの位と数々の特権が与あたえられていた。もっとも、特権に守られたまま長い時が経過した結果、領主の心は歪ゆがみ、領民を迫はく害がいするに至り、それが大規模な反乱を引き起こし、結果的に領民たちに殺されることになったのだが。


　そのときは、エディンバラとの交易は今後どうなるのかと、顔を青くした商人は多かった。しかし反乱の指導者ジェレイドは、エディンバラとの交易を遮さえぎることにより、王国との仲が修復不可能になるほど悪化することを恐おそれていた。


「むしろ交易を活発にすれば、そこから利益を上げることもできます。さらに、王国に対しては交易路を人質とすることもできるでしょう」


　ジェレイドはそう考え、結果的に交易路は反乱軍の手によって維持されるようになった。その時は商人たちも、以前のように気まぐれに法外な交通料を取られることがなくなって喜んだほどである。


　そのボルネリア領を現在支配しているのは、ジェレイドから領地経営の全権を委任されたメリステルという若い女性である。


　メリステルは、かつてこの地を治めていた領主の家臣であった。正確に言うならば、その領主の腹心であったある人物に忠誠を誓ちかっていたのだが、いずれにせよ彼女はもともとジェレイドとは敵対する立場にあった。


　しかしボルネリア侯はジェレイド率いる反乱軍に敗北、それ以降、メリステルはジェレイドに協力する立場となっていた。そして今は亡き恩師の名を汚けがさぬため、彼女はボルネリア領の施政に全力を尽つくしていた。


　その仕事ぶりはジェレイドをして「彼女の仕事ぶりだけは僕も文句が言えません」と言わしめるほどで、故ボルネリア侯の悪政により荒あれ果はてていたボルネリア領がたったの一年で大きく復興したのは彼女の力に依よるところが大きかった。





「ふう、もつとしてあと半年か……」


　その日メリステルは、ボルネリア領の各地から集められた報告書を見終えると、徒労感と不満とを吐はき出すように大きく息を吐いた。


　報告書には秋に得られた作物の収しゆう穫かく量が記されていた。


　ボルネリア領はもともとベールセール王国でも五本の指に入るほどの大きさを有しており、そこから得られる収穫量は相当なものになる。


　もっとも、ボルネリア領には養わなければならぬ軍勢がいる。その規模は当初より大分縮小され、今では五千ほどになっているが、それでも一年養うとなればボルネリア領の収益など簡単に吹ふき飛とんでしまうだろう。


　しかも、ボルネリア領には他の領主の圧政から逃のがれるべく多くの人々が集まっている。彼らの手を借りて大規模な開発ができれば、さらに多くの収益を上げられるようにもなるだろうが、当面は彼らから得られる収益はなく、それどころか無む償しようで養ってやる必要がある。そのことを考えると、いよいよボルネリア領の財政はもってあと半年、春が来るまでもてばいい方という有様だった。


「次の仕事は、春までに金の貸し手を探すことか」


　幸い、王国とボルネリア領が敵対する要因は少なくなっている。国内の有力商人や、あるいは国から金を借りることも不可能ではないかもしれない。


　しかし借金の算段という未来はまったく愉ゆ快かいなものではなく、彼女の気苦労が絶えることはなさそうだった。


「メリステルさま。ジェレイドさまから書簡が届きました」


　部下が一通の書簡を持って現れたのは、そんなときであった。


「ご苦労、預かろう」


「は。お茶でもお持ちしましょうか？　だいぶお疲つかれのご様子ですが」


　部下にまで気を遣つかわれるとは、自分はそんなに疲れた顔をしているのだろうかとメリステルは苦笑したくなった。


「今はいい。さがっていてくれ」


「はあ……」


　メリステルが部下を下がらせたのには理由があった。


　ジェレイドから届いた書簡を見て、愉快な気持ちになれたことは一度もないからだ。どうせ今回もまた、ロクでもない手間を増やされるに決まっている。


　メリステルの予想は正しかった。書簡に目を通したメリステルは、部下が見ていないことをいいことに椅い子すを蹴けっ飛ばした。


「ええい、あいつめ！　まだこの地の民に負担をかけようというのか！」


　書面に書かれていたのは、次のような指示であった。


　第一に、城じよう塞さい都市オルガスタと隣国エディンバラ皇国を繫ぐ街道をいつでも封ふう鎖さできるようにしておくこと。


　第二に、今後大きな戦が生じる可能性があるゆえ、補ほ充じゆう兵をいつでも送り込めるようにしておくように──と。


　補充兵についてはまだいい。収しゆう穫かく期きが終わり、冬になれば多くの領民の手が空く。その中から兵士を徴ちよう用ようすることは難しくないし、給料を払はらうことによる内ない需じゆの拡大にも効果があるだろう。さらにいえば、幅はば広ひろく領民から兵を集めれば、支し援えんも得やすくなる。「ウチの息むす子このためならば」と、進んで寄進をしてきた領民は、これまでも決して少なくはない。


　しかし、街道の閉へい鎖さは問題だった。ジェレイドの意図は分かる。たとえば街道を封鎖すれば、ベールセール王国とエディンバラ皇国間の交易は、ボルネリア領が独どく占せんすることができる。それによって得られる利益は決して小さくないだろう。


　もっとも、そんなことをすれば短期的には利益を上げられたとしても、王国の恨うらみを買かい、後々厄やつ介かいなことになるだろう。さっきまで国に対して借金の算段をしていたが、それも不可能になることは間ま違ちがいない。


　しかし、ジェレイドのことだ、それぐらいのことは計算に入れているに違いない。利益と不利益が出ることを承知で、なおも街道の封鎖を必要としているのだろう。結局は従う他なかった。


　ようはやり方なのだ。亡き恩師の名を汚さぬためにも、メリステルには完かん璧ぺきな形でジェレイドの要望に応こたえる義務があった。
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　ボルネリア軍には、かつてカークウッドという千人長がいた。


　過去形で表現しなければならないのには、ある理由がある。戦死したからではない。彼はジェレイドの命を受け、ボルネリア軍──当時は解放軍を名乗っていたが──を離り脱だつ、密ひそかに王国北西部へと潜もぐり込んでいたためである。


　彼はかつてジェレイドにその才気を見込まれ、アレス暗殺という大任を預かったこともある。しかし失敗し、逆に二度と右みぎ腕うでが上がらなくなるほどの重傷を負ってしまった。だがジェレイドはそのことで彼の評価を下げることはなく、逆に彼にしかできないであろうある任を与えたのである。


　その日。カークウッドの元に、ある書簡が届けられ、彼は顔色を青ざめさせることとなる。


「……とうとうこの日が来たか」


　書簡に目を通したカークウッドは、そう独語すると部屋を出た。


　石造りの城の中を進む。


　かつてこの地を治めていた領主の城だ。もっとも今この城を占せん拠きよしているのは、領主ではなく領民たちだったが。


　事は二ヶ月ほど前に遡さかのぼる。北の軍勢の先兵たる傭よう兵へいがなだれこんできたとき、この王国北西部では無数の混乱が起こった。多くの領民は、傭兵から逃れるため、領主の城へ逃にげ込もうとした。しかし領主の中には、自らの義務を投げ捨て、領民を保護することを拒こばんだ者も多くいた。領民を受け入れることの精神的、経済的、戦略的負担を嫌きらったが故である。


　そういった領地においては、領主への反感はもちろん高まった。


　一方、旧来の領民と領主の関係から、そのような混乱が起こることを予測していた者がいた。ジェレイドである。


　ゆえにジェレイドはカークウッドに命じた。王国北西部において、農民たちの反乱を煽あおり、新たな反乱軍を作りだせ──と。


　困難な任務ではある。しかしカークウッドは出世欲よくがあった。アレス暗殺の失敗を覆くつがえせるならと、カークウッドは進んでその任を受けたのである。


　そして地元の領民になりすました彼は、見事領主に見捨てられた領民たちの扇せん動どうに成功したのである。


「自分たちの身は自分たちで守らなければならない。領主が敵になるというのなら、倒たおすまでではないか」


　領民たちは、カークウッドの提案を受け入れ、またカークウッド自身の見事な統率力により──あるいは領主の無能さにより──この地は貴族の支配から解放されることとなったのである。





　カークウッドの要よう請せいにより、かつて領主が謁えつ見けんの間として使っていた広間に、この地の反乱軍の主要な幹部たち──村の長や顔役の若者たち──が集められた。


　その数はおよそ二十人であり、彼らが率いる兵は合計七百人ほどになる。最初に反乱を起こしたときはその半分ほどであったが、食くい詰つめてやってきた難民たちを次々受け入れた結果、倍にまで増えたのである。


　彼らを前に、カークウッドは告げた。かつてジェレイドが何度もそうしたように。


「みんな、聞いて欲しい。ジェレイド率いるボルネリア軍のことは、みんなも知っているだろう。そのジェレイドから密書が届いた。我らの力を貸して欲しいとのことだ」


　沸わき起こったどよめきは、決して小さくなかった。


　皆みんなのどよめきが終わるまで充じゆう分ぶんに待ってから、続ける。


「以前から言ってきたことだが、我々は貴族である領主を殺害した以上、王国とは敵対する道しか残っていない。だが我々の勢力は、王国が本気になれば吹けば飛ぶ程度の存在でしかない。我々が生き残るには同じ志を持つ者と手を組むことが不可欠だ。ここはジェレイドの申し出に従うべきだと思う。みんなの意見を聞きたい」


　それは、かつてジェレイドが同じ反乱勢力を味方につけるときに使ったのとほぼ同じ論法だった。カークウッドとしては、うまくいっている前例を用いない理由はなかったのである。


　集まった人々はざわめき、しばらく周囲の人々と話し込んでいたが、残念なことに彼ら領民は、もともと他人に支配されることに慣れきっており、自分たちだけで何か考えを出すことを苦手としている。


　間もなく彼らは、カークウッドが予測した通りの結論を出した。


「俺たちが領主を倒せたのはあんたのおかげだ。そのあんたがそう言うんなら、従うよ」


「分かった。では我々の総意としてボルネリア軍に協力すると伝えよう。それから、ジェレイドは一つ我々にやって欲しいことがあるそうだ。相手のいいなりになるのは癪しやくだが、我々の力を貸して恩を売る好機と言えなくもない。ここは言われたとおりにしようと思うが、どうだろう？」


　やはり反対の声は出なかった。


「よし、では話は決まりだ。書簡によると、ジェレイドは我々に街道を封鎖して欲しいそうだ」
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　このときジェレイドは三つの伝令を、それぞれ城塞都市オルガスタの東、西、南へと送っていた。


　そのうち東と西では、メリステルとカークウッドの手により、ジェレイドの企たくらみは着々と進行していた。


　だが、南──トゥールスレン城じよう砦さいにおいては、ジェレイドが予想もしなかった事態が生じつつあったのである。


　その日、エレナはいつものように怪け我が人の治ち療りように当たっていたのだが、あるとき突とつ然ぜん兵士たちに呼ばれることとなる。


「エレナさま。バーグラム守備隊長がお呼びです」


「あたしを？　何かしら？」


　バーグラムの部屋を訪れたエレナを出で迎むかえたのは、今まで見たこともないような険しい表情をした隊長だった。


「なあに？　あたしに用って」


「はい。実は、エレナさまにご承しよう諾だく頂きたいことが生じたのです。現在、この城砦では多くの怪我人を受け入れていますが……それが不可能となりそうなのです」


　エレナの顔から笑みが消えた。


「……どういうこと？」


「ジェレイドさまから命令が届いたのです。この中央街道をいつでも封鎖できるよう準備せよと。今は準備だけですが、間もなく封鎖は実行されることになるでしょう」


「何を馬ば鹿かなこと言ってるの！」


　エレナの怒ど声せいが響ひびき渡わたった。


「そんなことしたらどうなると思ってんの!?　王都は食しよく糧りよう不足で大変なことになるだろうし、北と南で別れて暮らしてる家族だっているのよ!?　あたしにはね、我が慢まんできないことが二つあるの！　家族や恋こい人びとが引き離はなされることと、子供がお腹なかを空すかせることよ！　ここを封鎖したら、その両方が起こるのよ!?」


「……我々が命じられたのは中央街道の封鎖だけです。旅人にせよ商人にせよ、間道を通って南下することは可能です。すぐにそのような事態にはならないかと……」


「整備されてない間道を進むことが危険だってことぐらい、子供だって知ってるでしょ!?　それに、そういうことを言ってるんじゃないってことぐらい分かってるでしょう！」


　バーグラムはありありと苦く悩のうを滲にじませた。


「分かってます。分かっておりますとも。しかし我々はジェレイドさまの兵、命令には従わなければならないのです」


「駄だ目め。だったら尚なお更さら駄目よ。ジェレイドの命令が理り不ふ尽じんだって分かってるんでしょう？　それなのに従ったって、後あとで悔やむだけよ。大体、この時期に街道を封鎖しろなんて、ジェレイドは絶対何か良くないことを考えてるはずよ。そうよ、王国だって怒おこるに決まってる。そうなったら、王都に一番近いこの城砦は、真っ先に戦火にさらされることになるのよ。あなたはあなた自身や部下を、危険にさらしてもいいの？」


「……その論法は卑ひ怯きようです、エレナさま」


「卑怯でもなんでも結構よ。ねえ、お願い。あたしは多くの怪我人を治療してきたわ。その中にはあなたも入ってる。なんであたしが多くの人を無む償しようで治療してきたか分かる？　これ以上、理不尽に苦しんで欲しくないからよ。もう一度怪我を負わせるために治療したんじゃないの。隊長、あなたにも立場があるでしょうから、ジェレイドに逆らえとは言わないわ。でも、それなら時間を稼かせいで。せめてジェレイドの真意が分かるまでは」


　バーグラムは苦虫を何十匹ぴきもまとめて嚙かみつぶしたかのように、苦く悶もんの顔に冷ひや汗あせまで浮うかべていた。


「考えをあらためては……くださらぬのでしょうな」


「あたしが頑がん固こだってことは知ってるでしょ？　もしどうしてもっていうなら、あたしにも考えがあるわ。あたしが今まで治療した兵士たちにこう言ってやるのよ。ジェレイドじゃなくて、聖女聖女って散々崇あがめてきたあたしに従いなさいって。あたしがそれぐらいのこと本気でやるって、あなたなら知ってるでしょ？」


　バーグラムは諦あきらめたように息を吐はいた。


「分かりました。では、少しだけ時間を稼いでみます」
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　ジェレイドの元には、相次いで吉きつ報ぽうが届いていた。


　西のカークウッド、東のメリステル、いずれからも街道を封ふう鎖さする準備ができたとの連れん絡らくが来たのである。


　ジェレイドが一番懸け念ねんしていたのは、急造の反乱軍を率いていた西のカークウッドだったが、さすがというべきかうまく反乱軍をまとめてくれたらしい。東のメリステルも、「領地経営に支障が出るから」という理由でごねられるのではと多少心配していたのだが、どうやらそれも杞き憂ゆうに終わったようだった。


　ところが、ここでジェレイドが予想もしなかった事態が生じた。


「ジェレイドさま、奇き妙みような報しらせが届きました」


　戸と惑まどった表情でジェレイドに報告に来たのは、オリビアだった。


「どうしました、青い顔をして」


「それが、その──トゥールスレン城砦が、要請を保留してきました」


　ジェレイドもまた、戸惑いを隠かくせなくなる。


「ど、どういうことですか？」


「はい。なんでも戦争が終わったことから兵士たちに士気がなくなり、命令の遂すい行こうが難しくなったとか……」


「そ、そんな馬鹿な！」


　信じ難いことだった。


　ジェレイドは、城じよう塞さい都市オルガスタに通じる四方の街道の封鎖を目もく論ろんでいる。そのうち、まったく心配していなかったのが南のトゥールスレン城砦だったのだ。


　なにしろトゥールスレン城砦は街道のど真ん中に建設されている。門を閉ざし、城じよう壁へき上に弓兵を配置し、通りかかる旅人や商人に向けて威い嚇かく射しや撃げきでもすればそれで事は足りるのだ。


　にもかかわらず、士気の失しつ墜ついにより命令遂行が難しいとはどういうことか。ジェレイドとしては、その程度の統率力すらない人物を守備隊長に任じた覚えはない。


　だとしたら、何か理由があって命令を拒きよ否ひしているとしか思えない。だが、今ここで命令を無視したとして、一体何の得があるのか。


　あるいは、王国軍が何らかの策略を仕し掛かけているのかもしれない。しかし、王が死に、新たな王も即そく位いしていない今の状態で、誰だれがトゥールスレン城砦にちょっかいをかけるというのか。


「いかがいたしましょう、ジェレイドさま。新しい守備隊長を派は遣けんしますか？」


「今はそれほど時間的な余よ裕ゆうがありません。とりあえずオリビア、マシューを呼んでください」


「はい」


　間もなく現れた偉い丈じよう夫ふの友人に、ジェレイドは命じた。


「マシュー、お願いがあります。トゥールスレン城砦に赴おもむき、様子を窺うかがってきて欲しいのです」


　ジェレイドはトゥールスレン城砦が命令を拒否してきたという事情を話した。


「へえ？　おかしなこともあるもんだな。あそこの守備隊長はバーグラムだろ？　なんでおまえの命令を拒否するんだ？　いや、それが分からないから俺に行けってことだろうけど」


「そういうことです。トゥールスレン城砦は今後王国と矛ほこを交えるに当たって重要な拠きよ点てんとなる場所です。問題があるなら早々に解決しなければなりません。場合によってはマシュー、あなたに守備隊長を任せることになりますので」


「分かった、じゃあちょっと行ってくる」


　言うが早いか、マシューは部屋を出て行った。


「ジェレイドさま。どうしましょう。こうなると当初予定していた封ふう鎖さ網もうが構築できませんが……」


　オリビアの言葉に、ジェレイドは「ふむ」と眼鏡めがねをかけ直した。


「まあないものねだりをしても仕方ありません。トゥールスレン城砦がこのような反応を見せたのは予想外でしたが、今はうまくいかなかったのがトゥールスレン城砦だけでよかったと感謝すべきでしょう」


　言葉の意味を測りかねたのか、オリビアは小首を傾けながら眼鏡をかけ直した。


「どういうことでしょう？」


「僕たちが本気になれば、トゥールスレン城砦のある中央街道が簡単に閉へい鎖さできるということは誰にでも分かるということです。あまり追おい詰つめるのもなんですし、まずは北、西、東、三つの街道が封鎖できれば充じゆう分ぶんです。その上で、必要とあれば残る南の街道も簡単に封鎖できるぞ……という姿勢を見せるのは、むしろ脅きよう迫はくのいい材料の一つになるでしょうから」


「はあ、確かに……」


　オリビアの返事は、どこか上の空だった。さすがに彼女も呆あきれてきたのかもしれない。


　そんな彼女を見ながら、そろそろまたあなたのお父上の力を借りるときが来たようです──と、ジェレイドは胸の中で呟つぶやいた。オリビアは父親のことを相変わらず欲よくにまみれた金の亡者だと思い、嫌けん悪おしている。一方で、ジェレイドは彼女の父がそんな性格の人物であるからこそ、これからあることを頼たのもうとしているのだ。


　とはいえ、オリビアの機き嫌げんを損ないたくもない。そこで彼女と彼女の父とを多少なりとも遠ざけるため、ジェレイドは次のように持ちかけた。


「ところでオリビア。一つあなたにお願いしたいことがあります」


「はい、なんでしょう？」


「今回の目論見がうまくいけば、間ま違ちがいなくオルガスタは一時的にではありますが僕たちの支配下に置かれます。それを恒こう久きゆう的てきなものとするには、もう一つばかり仕上げがいるんです。そのための準備をしておいてもらいたいのです」


「分かりました。何をすればいいのですか？」


「僕たちは間もなく少々遠えん征せいすることになります。その準備をお願いします」


　相手がオリビア以外であれば、なぜこの時期に遠征などするのか、そしてどこへいくつもりなのかと質問の嵐あらしを投げ返してきただろう。


「分かりました、準備しておきます」


　しかし、さすがは長く近きん侍じを務めてくれたオリビアというべきか、彼女は何も疑問や不満を口にすることなくすぐさま頷うなずいた。
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　第十の月十日。この日、城塞都市オルガスタの商人たちに衝しよう撃げきが走ることとなる。


「北に居座ってたボルネリア軍がついに牙きばをむいたぞ！　あいつら、街道を占せん拠きよして完全に通行を遮しや断だんしてやがる！」


「大変だ！　エディンバラ皇国へ向かってた隊商が、ボルネリア領で足止めを喰くらった！」


「それだけじゃない、西もやられたぞ！　この間出来た反乱軍が、キレネー領に居座って街道を封鎖したらしい！」


「馬ば鹿かな！　あいつら、本気で王国に喧けん嘩かを売るつもりか!?」


　商人にとって情報は命である。それらの話は瞬またたく間まにオルガスタに広まった。ただでさえオルガスタは、国王崩ほう御ぎよによる混乱がまだ収まっていない状態にあった。そこへもたらされた街道封鎖の状じよう況きようは、新たな混乱をオルガスタに巻き起こした。


　まず商人たちは、すぐさま活発な商業活動を開始した。彼ら商人にとってはボルネリア軍の取った行動の正否や政治的動機などはどうでもよかった。ボルネリア軍は王国に喧嘩を売った。やがて彼らは王国軍に鎮ちん圧あつされるかもしれないが、一時的にとはいえ三方向の街道が封鎖されたことによって、交易は大きく阻害され、ましてや国外との取引に与える影響は計り知れない。


　こうなると輸出品は暴落し、逆にエディンバラからの輸入品は高こう騰とうするだろう。まずはこの状況を商機として利益を確保し、あるいは今後受けうる損失を減らすべく尽じん力りよくしなければならなかった。


　現在南側の街道だけは封鎖されていないようだが、その先にはボルネリア軍の拠点トゥールスレン城じよう砦さいがあり、いつ封鎖されてもおかしくはない。もし四方の街道を封鎖されれば、交易拠点としてのオルガスタの価値そのものが暴落するだろう。


　さらにいえば、オルガスタに住む何万もの人口を養う食しよく糧りようは、国中から輸入されている。オルガスタ内の食糧自体は豊富にあり、街道が封鎖されたとしても当分餓が死しするわけではなく、また間道を経由すれば輸入も可能だろうが、価格が高騰することは避さけられない。


　商人たちは将来の値上がりを見み越こして麦を買かい占しめ、あるいは販はん売ばいを取りやめた。


　かくして、街道封鎖の情報が流れたわずか一日後。市民たちがパンを買い求めて朝市へとやってきたときには、その値段はすでに何倍にもなっていた。


　ごく一部の利に聡さとく資本力のある商人は、それによって多大な利益を上げることになるが、それ以外の大部分の人々は、パンの高騰に怒いかり狂くるった。


　こうなると、人々の不満の多くはボルネリア軍とそして何よりオルガスタの太守トリスタンへと向けられることとなる。


「太守は何をやってるんだ!?　こういう状況にならないために、日ひ頃ごろから高い税金を払はらってるんだぞ！」


「気の狂ったボルネリア軍をとっとと追い払え！　兵士を動員するとか、王国から騎き士しを引っ張ってくるとか、やり方はいくらでもあるだろう！」
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　太守トリスタンは、もちろん座してボルネリア軍の蛮ばん行こうを傍ぼう観かんしていたわけではなかった。そもそも今回の出来事で、一番衝撃を受けたのは彼であるといっても過言ではなかった。彼はボルネリア軍が王国に喧嘩を売ることはもうないと考えていた。ボルネリア軍に王国と対たい抗こうするだけの力はなく、指導者ジェレイドも決して後先考えず暴走するような性格ではないと考えていたからだ。


「ええい、ボルネリア軍め、血迷いおって！　オルガスタで一度混乱が起これば、その影えい響きようは国中に及およぶのだぞ！」


　まずトリスタンはひとしきりジェレイドの行動を罵ののしった後、少数の供を連れて自らオルガスタの北に駐ちゆう留りゆうしているボルネリア軍ぐん陣じん地ちへと向かった。もちろん、ボルネリア軍の蛮行を諫いさめるためである。


　気が狂ったとしか思えない敵軍に、わずか数人で乗り込もうというその行こう為いに、トリスタンはもちろん恐きよう怖ふを感じていたが、このまま事態を静観していても後々王国に責任を追つい及きゆうされるだけだし、何よりオルガスタの住人に八やつ裂ざきにされかねない。


　かくして太守は、困こん惑わくと恐怖と憤いきどおりをないまぜにしたような不可思議な表情でジェレイドの前に立つこととなる。


「あなた方ボルネリア軍と我が王国は、互たがいに争うことをやめるべく盟約を定めたはずだ。その盟約に違たがい、王国と敵対するかのような行動は即そつ刻こくやめて頂きたい。今ならばまだ、王国にとりなすこともできるだろう」


　しかし、ジェレイドの返事はつれないものだった。


「確かに僕たちは王国と盟約を結びました。そして王国のため、北の軍勢と正面から戦い、あるいはダルム城砦を北から奪だつ回かいするという余人のおよばぬ戦功をあげてきました。しかし王国は未いまだ僕たちの功に報いてくれる様子がありません。それゆえに僕たちとしては、自分で必要なものを得なければならないのですよ」


　トリスタンは背筋が冷たくなるのを感じていた。


　ボルネリア軍にとって必要なもの。


「つまりボルネリア軍は、オルガスタの支配権を欲ほつしているということか？」


「誤ご魔ま化かしても仕方ありませんね、その通りです」


「ば、馬鹿なことを！　考え直せ、今は国王陛下が崩御なされ、国中が混乱しているのだ。新たな王が即そく位いなされれば必ず功に応じた恩賞が与あたえられよう。今は黙だまって兵を収めて頂きたい」


「残念ながら、僕はあなたほど王国の未来に期待が持てないのです。どうやら僕たちの間に妥だ協きよう点はないようですね。お引き取りください、これ以上申し上げることは何もありません」


　ジェレイドは慇いん懃ぎん無礼にトリスタンを陣じん地ちから追い払った。


「ええい、ジェレイドめ。なんと未来の見えぬ男だ。王国を敵に回して無事で済むなどと本気で考えているのか！」


　トリスタンはひとしきり罵ったが、いずれにせよこれで早期に事態を収拾する術すべは失われたのである。


　やむなくトリスタンは別の解決策を模も索さくし始めた。まず王都に書簡と使者とを送り、状況を説明して軍勢の派は遣けんを要よう請せいする。しかし王国から軍勢を派遣してもらうとしても、どんなに早くても一月はかかるだろう。何よりオルガスタと王都の間には未だ沈ちん黙もくを守っているトゥールスレン城砦がある。もしトゥールスレン城砦もまた包ほう囲い網もうの一角に加われば、確実に王国軍の到とう着ちやくは遅おくれるし、いよいよオルガスタは孤こ立りつ無む援えんとなってしまう。


　さらにトリスタンは、太守として近きん隣りんの貴族たちにも使者を送った。彼ら貴族は私兵を有している。その兵力を糾きゆう合ごうすれば、ボルネリア軍の包囲網の一角を打うち崩くずすことぐらいできるのではと考えたのだ。


　しかし、今年に入って反乱軍が決起したときにも、また北の軍勢が侵しん攻こうを開始したときにも、積極的に祖国のために軍事行動に出た貴族などほとんどいないのが現実なのだ。国王直々の要請があったならばともかく、書簡の一通や二通で彼らが積極的に動いてくれるとは思えない。まして最近は貴族たちも消しよう耗もうし、治安も悪化していると聞く。どこの領主も大小の反乱や賊ぞくの鎮圧に忙いそがしいはずで、考えれば考えるほど兵を派遣してくれる余よ裕ゆうがあるとは思えない。


　──あるいはジェレイドめ、そこまで考えてこのような行動を起こしたのか？


　トリスタンが顔色を青くしながらこの城じよう塞さい都市の未来に暗あん澹たんたる思いを馳はせていたそのとき。


　彼の執しつ務む室に、一人の来訪者が現れることとなる。


　入ってきたのは、ダンバーグという近この衛え騎士だった。このオルガスタには三千からなる駐ちゆう留りゆう軍ぐんが存在する。それを率いている近衛騎士だ。


「トリスタンどの。ボルネリア軍の愚ぐ行こうについてはすでに聞いております。我らオルガスタ駐留軍はすでに出しゆつ撃げきの準備を整えており、トリスタンどのの要請があれば、明日あしたにでもボルネリア軍を蹴け散ちらして参りますが」


　駐留軍の統率者としては当然の申し出だった。


　だが、その申し出に対するトリスタンの答えはすでに決まっていた。


「今は動くな。ボルネリア軍は多くの戦を経験しているし、それを率いるジェレイドは、数々の武ぶ勲くんを立ててきた熟練の将だ。それに報告によれば、北に居座っているボルネリア軍はおよそ四、五千。三千の卿らでは勝負になるまい。しかし、卿らがこの城塞都市に籠こもって守備に徹てつすればジェレイドといえど、手は出せぬ。逆にもし今兵を失うことになれば、守る者のいなくなったこのオルガスタは無傷でジェレイドのものとなる。今は待つのだ」


　このときトリスタンはわずかながら失望を感じていた。この程度のことは少し考えれば分かることだ。ダンバーグがもう少し優秀な人物であったならば出陣など言い出すわけがない。


　そしてそう感じていたことが言外に通じてしまったのか、ダンバーグは明らかに機き嫌げんを損ねたようだった。


「お言葉ですが、敗北を前提となされるのはなぜでしょうか。我らは日頃から充じゆう分ぶんに訓練を積んでおりますし、兵も士気は高く、この辺りの地理にも通じております。確かに数的には劣れつ勢せいであり、またボルネリア軍は強敵ではありますが、私には策もございます。ご命令頂ければ包囲網の一角を打ち崩すことは容易でしょう」


「策、だと？」


　トリスタンは興味を抱いだかずにはいられなかった。


　もし本当にボルネリア軍を打ち破ることができるのなら、事の解決は簡単なのだ。聞き逃のがすことはできなかった。


「どのような策なのだ？」


「はい、準備は極めて容易、かつボルネリア軍にとっては極めて有効な策です」


　ダンバーグは机の上に地図を広げた。


　まず城塞都市オルガスタの上に青い駒こまを三つ置いた。


「駒一つが千の兵力だとお考えください。このように、現在、我々は三千の兵力を有しているわけです。一方でボルネリア軍は──」


　オルガスタの北に赤い駒を四つ、西に一つ、東にも二つばかり置く。


「この通り北にはおよそ四千の兵がおり、また東西にもそれぞれ軍勢を配置し、交易路を封ふう鎖さしております。しかしこのまま封鎖網もうを維い持じするためには、各地のボルネリア軍は今の位置から動くことができません。さらに、西のキレネー領に居座っているボルネリア軍は、東と北に比べ、かなり規模が小さいという情報を摑つかんでおります。そこでまず我々は西へと全軍を動かすのです──」


　ダンバーグは青い駒を三つとも西へと動かし、赤い駒が一つしかないキレネー領の方へと移動させた。


「するとジェレイドとしては、封鎖網を維持するため、兵力分散の愚ぐを冒してでも援えん軍ぐんを派遣してこれを阻そ止ししなければなりません」


　オルガスタ北のボルネリア軍から、赤い駒を二つほど動かし、西へと移動させる。


　青い駒のボルネリア軍は、前後を挟はさまれた格好だ。


「見ての通り、こうなるとキレネー領のボルネリア軍、私の率いるオルガスタ駐留軍、そしてジェレイド率いるボルネリア本軍という三つの軍勢が横並びに並ぶこととなります」


「よくないではないか。オルガスタ駐留軍としては、前後から挟きよう撃げきされる恐おそれも出てくるぞ」


「仰おつしやるとおりです。そこで挟撃を防ぐため、あえて軍勢を二千と千に分けるのです」


　ダンバーグは三つの駒のうち、二つをキレネー領に、一つを後方からやってくるボルネリア軍の赤い駒に置いた。


「二千の軍勢はこのまま西進してキレネー領を制圧し、残る千は後方からやってくるであろうボルネリア本軍を足止めするのです。もちろん千程度の軍勢で足止めが可能とは思えませんが、そのときはバラバラになって撤てつ退たいし、ボルネリア本軍のさらに後方で再編制させます。そうなれば今度はジェレイドの方が挟撃されることとなるでしょう」


　地図の上では、キレネー領を支配していた一個の赤い駒が二個の青い駒によって倒たおされ、追つい撃げきしてきたボルネリア軍が逆に青い駒に挟まれる形になっていた。


「ふうむ、なるほどな」


　トリスタンは軍事について詳くわしいわけではないが、ダンバーグの話に頷うなずける点が多いことは認めざるを得なかった。


　特にオルガスタ駐留軍とボルネリア軍には、一点だけ大きな違いがある。オルガスタ駐留軍は、どこの領主の領地であっても逃にげ込むことができるし、金を払はらって補給を受けることもできる。一方でボルネリア軍には確固たる拠きよ点てんはないのだ。


　試してみる価値はありそうに思える。しかし、だからこそトリスタンは慎しん重ちようにならざるを得なかった。


　ダンバーグの描えがいた勝利は、文字通り机上の空論なのだ。敵将は農民を率いて王国と対等に戦ってきたあのジェレイドである。ダンバーグの考えた程度の策など、すでに見通しているかもしれない。そのような賭かけで王国経済の中心地を失うことなどできるわけがない。


「いや、駄だ目めだ、やはり危険は冒おかせぬ。何度も言うが、ある程度の兵力さえあれば、この城塞都市が落ちることはないのだ。王国軍かあるいは近隣の貴族たちが私兵を率いてやってくるときまで待つべきだ」


「内と外からボルネリア軍を討てと？　その意図は分かります。しかし王国軍がやってくるには時間がかかるでしょうし、北の戦が終わったばかりのこの時世に、すぐさまボルネリア軍と戦えるだけの兵を動員できる貴族がいるとも思えませぬ。それに今、無む為いに時間を過ごせば、この都市の経済は致ち命めい的てきな打だ撃げきを受けることになりますぞ」


　ダンバーグの言っていることの正しさは分からないでもない。いっそ彼に命運を託たくしてみようかという気にもなる。しかし、王国第二の大都市を預かる太守としては、根こん拠きよのない博ばく打ちはできなかった。


「分かった。どのみち出撃の準備には明日までかかるのだろう？　ならばもう少し考えさせてくれ。明日になったらあらためて返答しよう」


「分かりました。色よい返事を期待しております」


　騎き士しダンバーグはどうにか引き下がったが、その顔にはまだ不満の二文字が浮うかんだままだった。


　一人残されたトリスタンは、文字通り頭を抱かかえた。


「やはりいっそダンバーグに任せてみるか……。三千に加え、金を出して兵を徴ちよう募ぼすればかなりの数は集まるだろうし……。い、いや、駄目だ駄目だ！」


　トリスタンはもう一つ心配の種があることに気付いた。


　民衆たちの暴動だ。現在、生活必ひつ需じゆ品ひんを含ふくむ物資の価格は乱高下し、民衆の不満は高まっている。もし大規模な暴動でも起きれば、太守である自分の命など真っ先に標的にされるだろう。その事態を防ぐには、やはり兵力がいる。今ダンバーグに兵を率いて出て行かれるわけにはいかなかった。


「ええい、くそっ。とにかく、今は出来る限りのことをするしかないか……！」





　その後、ひとまずトリスタンは物資の放出令を布告しようと準備を始めた。


　北、東、西の街道が閉へい鎖さされたとしても、まだ王都へと続く南側の街道は無事だし、オルガスタ内にも物資そのものは大量にある。問題なのは利に聡さとい商人たちが値上がりを見み越こして商品を買かい占しめ、あるいは売うり惜おしみすることである。ひとまずはそういった混乱を収めようとしたのだ。


　それは太守としては当然の対応である。だが、それが原因となってまた新たな火種が起こることになろうとは、トリスタンも予想していなかった。





　　　　　◆





　夕刻のことである。


　トリスタンが命じた物資放出令が布告される寸前、まるでそのときを待っていたかのように、彼の元へある訪問者が現れたのだ。


「トリスタンさま、面会を求めておられる方が……」


　やや緊きん張ちようした顔で、秘書が告げた。


「今度は誰だれだ？」


　民衆が陳ちん情じように来たのならば、秘書が門もん前ぜん払ばらいにしているはずだ。それがわざわざ報告に来るということは、よほどの人物が現れたということである。


「オルガスタ商業組合連合の使者という方が」


「……くそっ、通せ」


　それは、決して門前払いにはできない人物の一人だった。


　商業都市オルガスタには、多くの商人がいる。彼らは自分たちの利益を守るため、ある画期的な発明をした。


　組合である。


　彼らは同じ商人同士で相そう互ご扶ふ助じよの組合という組織を作ることで、新たな商人が許可なく縄なわ張ばりに入ってくるのを防ぎ、あるいは悪事を働く商人を追放し、正常な取引を維持しているのだ。


　さらに商人たちは、組合同士で連合するという、為い政せい者しやからすれば恐ろしい考えを実行に移した。それがオルガスタ商業組合連合だ。その資力は並の貴族が十人集まっても歯が立たぬほどで、そこから出される布告は、オルガスタに存在する商人にとっては王国法典にも勝る法律として扱あつかわれるという。太守トリスタンからすれば、国王に次いで恐ろしい存在であった。


「お久しぶりです、トリスタンさま。今日はオルガスタ商業組合連合の代表として参りました」


　間もなく現れたのは、顔見知りの商人の一人だった。


「うむ。早速だが用向きを伺うかがいたい。知っての通り、今私も厄やつ介かいな問題を抱えておってな」


「承知しております。ただ、それを承知で今日はお願いがあって参りました。トリスタンさまが物資放出令の布告を準備されていると耳にしたのです。ゆえに、お考えをあらためて頂きたく参上した次第です」


「…………」


　トリスタンは空そら恐おそろしさを覚えた。


　確かに布告を準備していたのは事実だ。だが、まだ準備をしていただけなのだ。一体この連中はどこからその情報を得たというのか。


　内心の驚おどろきを察したのか、使者は付け加えた。


「お忘れですか。その程度の情報はすぐにでも得られるからこそ、我々は数千もの商人たちを統率できるのです」


「……そうだったな」


　考えることも馬ば鹿か馬ば鹿かしかった。どうせ部下の誰かがすでに買収されているのだろう。


「なるほど、申し出は分かった。しかし現在、ボルネリア軍の凶きよう行こうによって物資の流通が乱れ、商品の値段は乱高下し、民衆の生活に混乱が生じ始めている。私はこの都市の施し政せいを預かる身として、必要な措そ置ちを講じねばならんのだ」


「トリスタンさまのお立場はよく理解しているつもりです」


　使者の態度はあくまで慇いん懃ぎんであったが、聞く耳を持っているとは到とう底てい思えない頑がん迷めいさもまた感じられた。


「しかし、経済とは生き物なのです。今、いくつもの交易路が失われ、我々商人は手に入れるべき商品を失い、売り払うべき商品が手元に残ったままとなっております。このような状じよう況きようでは商品の価値が激しく上下し、それに伴ともなって商品の値段もまた乱高下いたしますが、これは経済的に見て自然であり当然のこと。民衆に負担はあるでしょうが、それは我々商人も同様であり、蒙こうむった損失は他の商品で取り返さねばなりません。しかし太守さまは商品の値段を統制することでその理ことわりを無視しようとなさっております。このままでは我々商人は大損害を蒙ることとなり、交易都市オルガスタの、ひいては王国の経済に多大な影えい響きようを与あたえることになります。なにとぞご再考を」


「…………」


　正直なところ、利益を第一に考える商人たちがそのような反応を示すことは予測の範はん囲い内だった。


　そして、太守として要よう請せいを断ることは簡単である。だが、そんなことをすれば何が起こるか分かったものではない。並の貴族などよりよほど力があり、しかも利益を守るためなら手段を問わない彼らだ。先代の太守も、引退が早まったのは彼らに逆らったからだというまことしやかな噂うわさもある。


　結局、トリスタンとしては妥だ協きよう点を探すことしかできなかった。


「……分かった、ではこうしよう。確かに今日はもう遅おそく、今から布告を出したのでは今日中にすべての商人に連れん絡らくが行き渡わたらぬかもしれぬ。それゆえ布告を出すことは明日あしたの正午まで延期しよう。その間、あなた方もできる限り物価の統制に努めてもらいたい。物価が安定するようならば、私も商売に干かん渉しようする必要はなくなるのだが……」


「ありがとうございます。心得ております、我々としても正常な商いができなくなるほどの混乱が起こるのは本意ではありませんからな」


　逆に言えば、少々の混乱ならば容認できるということである。彼らのことだ、少なくとも明日の昼までは数万の民衆から散々に金を巻き上げるつもりなのだろう。





　間もなく、目的を果たした商業組合連合の使者は満足げに去っていった。


　それを笑顔で見送ると、我が慢まんできず、トリスタンは苛いら立だたしげに椅い子すを蹴けりつけた。


「ええい、どいつもこいつも好きなことばかりやりおって！」


　ボルネリア軍は凶行に出、オルガスタでは混乱が起こり、民衆たちはその怒いかりを太守たる自分に向け、それを治めようとすれば今度は商人どもがしゃしゃり出てきて太守をないがしろにする。


「一体どうせよというのだ！　このままではどう転ぼうと我が身の破は滅めつではないか！」


　ひとまず商人たちは引き下がったが、もし明日彼らの望む利益が得られなければ、再びまた何か要請してくるに違ちがいない。しかし商人たちが利益を得るということは、民衆たちの不満が高まるということと同義でもあるのだ。


　いよいよどうしようもなくなってくる。トリスタンの想像しうる未来は、悲ひ惨さんなものばかりであった。


　暴動を起こした民衆につるし上げられる自分の姿。


　機き嫌げんを損ねた商人たちの仕向けた暗殺者によって殺される自分の姿。


　あるいは王国の心臓たるこの都市を混乱させた責任を取らされ、処しよ刑けいされる自分の姿。


　国王の指示でも仰あおげれば事は幾いく分ぶん簡単になっていただろうが、今はそれもできない。この街の責任者は、自分なのだ。


「あの……」


　と、そのとき。秘書がおずおずと声をかけた。


「ああ？　今度はなんだ!?」


　まだ誰か余計な訪問客がやってきたのではないのか。そう思ったトリスタンは、反射的に怒ど鳴なりつけていた。


　哀あわれな秘書はその怒ど声せいにびくびくと震ふるえつつ、言った。


「いっ、いえ、あの……お困りでしたら、い、いつものように、ラリアルドさまにご相談なされてはいかがでしょうか」


　トリスタンは天てん啓けいがひらめいたかのような衝しよう撃げきを受けた。


「そうか、まだラリアルドがいたではないか！」


　大商人ラリアルド。商人の街と言われるこの都市にあって、一際大きな力を持っている商人である。その財力は並の貴族や並の商業組合が集まっても歯が立たず、人脈は国外にまで及およんでいるという。今は半ば隠いん居きよの身にあるという話も聞くが、かつては商業組合連合の長の立場にあったこともあり、その影響力は未いまだ健在であるという。


　トリスタンも、太守としてラリアルドとはかなり親しくしている。たとえば彼から商人たちを抑おさえる協力を得ることができれば、状況はかなり改善するだろう。


「よし、ラリアルドを呼んでくれ」


「承知しました」


　トリスタンの機嫌が幾分よくなったことに安心したのか、秘書は喜んで部屋を飛び出していった。





　日もついに暮れたころ。その日三人目となる客が、太守の部屋を訪れた。


　年ねん齢れいは確か五十前後だったはずだ。しかし体つきや視線の険しさなどを見る限りでは、とても初老の域に達しているようには見えない。


「よくきてくれた、ラリアルドどの。本来なら呼びつけるのではなくこちらから出向くべきであったが、状況が状況だ、察して欲しい」


「理解しております。どうぞお気になさらず」


　太守の言葉に、ラリアルドは進んで頭さえ下げて見せた。もしこの構図を第三者が見れば、ラリアルドの方が立場が下だと見たことだろう。しかしその実、彼が本気になれば、太守の首をすげ替かえることさえ可能と言われているのだ。


　ラリアルドはそういう人物だった。並の貴族をはるかに超こえる力を持ちながら、決して居い丈たけ高だかな態度に出ることはない。利益という実さえ得られるなら、名声など簡単に切り捨てる。それが貴族の支配するこの国で大きな成功を収めている一因なのだろう。


「それで、お話というのは？　大体の事情は察しているつもりですが」


「ならば話は早い。このオルガスタにおいて物価が跳はね上がっている現状も知ってることと思う。そこでやむなく私は民衆のために物価を統制しようとしたのだが、今度は商人たちから干渉は無用と猛もう烈れつな突つき上げを喰くらっておる。しかし商人たちに便べん宜ぎを図れば、今度は民衆が怒おこり出すだろう。こちらを立てればあちらが立たず……という状況だ。何か事態を収拾できるよい方法はないだろうか？」


「容易なことではありませんな。ボルネリア軍も、民衆も商人たちも、それぞれが自分の利益のための行動に走っております。かといって百ひやく戦せん錬れん磨まのジェレイドに戦いを挑いどむのは無む謀ぼうというべきでしょうし、民衆や商人を統制するようなマネをなされば、後々の太守どののお立場に支障が出るでしょう」


「うむ、その通りだ」


　ラリアルドの情報収集能力に驚きつつも、あらためて内心で怒りが湧わき上がってくる。なぜどいつもこいつも好き勝手に振ふる舞まおうとするのだ──と。


「厄介な事態ではありますが……一つだけ手がございます。このオルガスタの経済力を弱めることなく、この危機を乗り切る方法が」


「な、なに？」


　ラリアルドに助言を求めたのは確かだったが、そのような都合のいい方法があるとは思ってもいなかった。食い入るように訊たずねる。


「き、聞かせてもらえるだろうか」


「はい。簡単なことです、一時的にボルネリア軍にこの街を譲ゆずり渡せばいいのです」


　トリスタンは驚きよりも先に、怒りに駆かられていた。


「そんな馬ば鹿かなことできるわけがなかろう！　ボルネリア軍がこの都市を支配すれば、我が王国の経済力は半減しかねんのだぞ!?」


「違うのです、太守どの。これはあくまで一時的な措置であり、譲り渡すフリをするだけです。まずボルネリア軍に従うフリをすれば、街道の封ふう鎖さを解かせることができます。そうなれば商人の不満が、ひいては民衆の不満も解消されましょう。それに考えてもみてください、ボルネリア軍はたかだか数千、その程度の軍勢に、このオルガスタを完全に支配することなどできませぬ。ジェレイドにもそれは分かっているでしょう。恐おそらくジェレイドの狙ねらいは、この都市から得られる税を支配者として徴ちよう収しゆうすることでしょう」


　それは正しい見立てのようにも思えた。


　もしボルネリア軍が本気でこの都市に戦争を仕し掛かける気であったならば、街道を封鎖するだけではなく、隊商を襲おそうぐらいのことはしていただろう。


「とにかくこの策の最大の目的は、時間を稼かせぐことにあるのです」とラリアルドは続けた。「ボルネリア軍は所しよ詮せん数千の寡か兵へい、王国軍や貴族が私兵を率いてやってくるまでの時間さえ稼げれば、あとはどうとでもなりましょう」


「な、なるほど」


　最初に聞いたときは馬鹿げた提案だと思ったが、確かに頷うなずける点があった。


「しかし……まだまだ問題がある。過程や結果はどうあれ、太守たる私がこの都市をボルネリア軍に譲ゆずり渡すなどというマネをすれば──」


「分かっております。それがたとえ一時的な処置であったと主張しても、王国に対する明めい瞭りような裏切りであることは事実。そのことをご懸け念ねんしていらっしゃるのでしょう？」


「自分の保身について口にするのはなんとも憚はばかられるが、その通りだ」


「何を仰おつしやいます、それは恥はずかしいことでもなんでもありません。私としても、保身こそがもっとも重要な商法だと考え、また実じつ践せんしてきましたからな」


　大商人であるラリアルドにそういわれると、トリスタンの罪悪感もわずかながら薄うすれた。


「ただ、王国にとってもっとも大きな損失とは、経済の中心地たるこのオルガスタの経済力が弱まることにございましょう。そうなれば復旧は容易ではなく、影響は王国全土に及びますからな。その経済力を守るため、援えん軍ぐんがやってくる時間を稼ぐために都市の支配権を一時的に譲らざるを得なかったと言えば、まだ言い訳の余地もございましょう」


「だが、もしジェレイドに何らかの策があり、オルガスタをすぐさま奪だつ還かんできないようなことになれば、いよいよ私に釈しやく明めいはできなくなってしまうぞ」


「難しいところですな、私もジェレイドの腹の内までは見通せませぬゆえ。となれば、残る手は一つしかありません」


「ほう、まだ何か考えがあるのか。是ぜ非ひ訊きかせてもらいたい」


　思わずトリスタンはラリアルドに耳を近づけた。


「この城じよう塞さい都市の支配権をボルネリア軍に譲じよう渡とした上で、ご家族と共に他国へ亡命なされればいいのです。他国には私の知己は多くおります、決して難しいことではありません」


　トリスタンはもちろん驚おどろきを隠かくせなかった。


「に、逃にげろというのか？　いや、それはできぬ。私は国王陛下に任じられ、今の地位にいるのだ。その期待を裏切るようなことはできぬ」


「それはご立派なお志だと思います。ただ、私が太守どのにこのように提案するのも、一つ理由があるからなのです」


「り、理由？」


「太守どのが忠誠を誓ちかっていた国王陛下は、王太子殿でん下かともどもすでに逝せい去きよなされております。一方で、ご存じですか、次の国王が誰だれになるかという噂うわさを」


「む……」


　商業の中心地、オルガスタの太守である。それぐらいの情報はもちろん得ていた。


「フィリップ将軍のことか」


「はい。不ぶ躾しつけではありますが、フィリップ将軍と太守どのの間には、いささか諍いさかいがあったと聞いておりますが」


「…………」


　三ヶ月ほど前の話だった。北の軍勢が攻せめ寄よせてきた際、王国軍を率いるフィリップは、城塞都市の名を持つこのオルガスタに立て籠こもり、籠ろう城じよう戦を展開しようとしていた。そのことを察した太守トリスタンは、「そんなことをすれば、たとえ北には勝てても王国の経済は致ち命めい的てきな打だ撃げきを受ける」とフィリップに必死の抗こう議ぎをしたのだ。


　そのときは今は亡きハインツ王太子のおかげでどうにかフィリップの意図を挫くじくことができた。だが、そのせいで自分とフィリップの仲が悪化しているのは事実だろう。


「つまり、こう言いたいのだな？　もしフィリップが新たな王となれば、私の立場は危うくなると」


「はい。確かにこの都市をボルネリア軍に譲り渡わたせば非難されるかもしれませぬ。しかし、どのみちこのまま徹てつ底てい抗こう戦せんをしても、オルガスタの経済力は致命的な打撃を受け、太守どのはその責任を取らされることになるでしょう」


　その通りだった。都市の支配権を譲り渡せば裏切り者と罵ののしられ、徹底抗戦をして都市を焼け野原とすれば無能者と罵られる。自分とフィリップの関係を考えれば、いよいよ間ま違ちがいない。


「ただ、一時的な処置としてこの都市をボルネリア軍に譲り渡し、後に王国軍によって奪だつ回かいすることがかなえば、太守どのの処置は賢けん明めいな危機管理であったと評価されることもあるかと思います。そうすれば太守どのの名めい誉よを回復することもできるでしょう。そして、弁明の機会を得るためにも、太守どのはまず生き延びることを考えるべきかと。たとえ亡命してでも」


「…………」


　トリスタンにも太守としての責任感はあるし、王家への忠誠心もある。それでも、自分の命と引ひき換かえにできるほどではなかった。そもそも、太守に任命してくれたベルセルム四世のために死ぬならばまだしも、まったくの外様であるフィリップに殺されるなど無念にもほどがある。


「しかし……まだ問題がある。この都市にいる騎き士したちだ。三千もの将兵たちに、一時的にとはいえ王国を裏切れ、などとは言えぬだろう。実際、駐ちゆう留りゆう軍ぐんの指揮官ダンバーグはボルネリア軍と一戦交える気でいる。奴やつには奴なりの策があるらしく、勝つ気満々でおるのだ。それを翻ほん意いさせるだけでも骨が折れるだろうし、ましてや一時的にとはいえ、降こう伏ふくしてくれなどとはとても言えそうにない」


　しかしラリアルドは、深刻なその難題を笑い飛ばした。


「それは難しい問題ではありませんな。戦いたがっているというのであれば戦わせればいいのです。もしボルネリア軍を打ち破れればそれでよし、よしんば敗北したとしても、それはそれで降伏に反対する者が減るだけ。それどころか、降伏する理由が一つ増えるというものでしょう」


「…………」


　言われてみれば、まったくその通りだった。まるでダンバーグら駐留軍を生いけ贄にえにするようにも聞こえるが、当のダンバーグ本人が勝算あってのことと言っていたのだ。となれば、一戦交えさせることに問題は何もない。勝てればそれでよし、負けたそのときは太守としてこの都市を維い持じするために必要な措そ置ちを講じればいいだけではないか。


「……分かった、真しん剣けんに考えてみよう」


「では私も、必要になるかどうかは別として、亡命の準備を整えておきましょう」


「う、うむ。できればそれは最後の手段としたいところではあるが……準備だけならばよかろう。礼は必ずする、よろしく頼たのむ」


「とんでもない、私と太守どのの仲ではありませぬか、礼など不要です。ただ、私としても興味がありましてな、一つだけお聞きしてみたいことがあるのですが」


「ほう？　なんだ？」


「そのダンバーグという騎士が考えた策というのは、どのようなものなのですか？」


　このとき、トリスタンは自分が生き延びる一筋の光明を示されたこともあって、かなり気分が楽になっていた。その自分を楽にしてくれたラリアルドの頼みとあっては、とても断る気にはなれなかった。


　ましてラリアルドは、亡命の世話をもタダでしてくれるというではないか。となれば、それぐらいのことは教えてもいいだろう。


「よかろう、お教えしよう」





　もちろん、太守トリスタンは知らなかった。信しん頼らいを寄せていたラリアルドこそ、すでにジェレイドと手を組んでいたという事実を。


　ラリアルドが滔とう々とうと行った提案すべてが、ジェレイドの策略の内であったということを。
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　翌日。


　オルガスタ駐ちゆう留りゆう軍ぐんの指揮官ダンバーグは、昨日そうしたように太守トリスタンの元を訪れた。もちろん駐留軍出しゆつ撃げきの可否を訊たずねるためである。


　もっとも、ダンバーグとしてはあまり期待はしていなかった。昨日話を持ちかけたとき、明らかにトリスタンは後ろ向きな態度であったためである。


　ところがである。


「ダンバーグ卿きよう。卿に託たくしてみることにした。駐留軍の全軍を率いて出撃し、ボルネリア軍を撃げき破はしてもらいたい」


　それがトリスタンの返答だったのだ。


　ダンバーグとしては意外ではあったが、それならそれで問題はない。


「は、承知しました。お任せください、必ずやジェレイドを捕とらえて参りましょう」


「頼んだぞ。もしこれがうまくいけば我がオルガスタは平へい穏おんを取とり戻もどすことができるが、万が一卿らが敗北を喫きつすれば、我らは苦境に立たされることになるからな」





　こうして、ダンバーグ率いるオルガスタ駐留軍三千は城塞都市オルガスタを出撃した。


　ついに太守を含ふくめた上層部が本気で事態の解決に乗り出したのである。民衆は歓かん声せいを上げて、彼らの出しゆつ陣じんを称たたえた。


　民衆の歓声を受けて出陣することは、武人にとっては名誉である。ダンバーグは顔が緩ゆるまぬよう気を引き締しめながら、三千の軍勢の先頭に立って西門からオルガスタを後にした。
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「ボルネリア軍め、目にものを見せてくれるぞ」


　ダンバーグは意い気き軒けん昂こうであったものの、さすがにオルガスタを出てすぐに戦せん闘とうになる道理はなく、実際夕刻になるまで彼らは敵らしき敵に遭そう遇ぐうすることもなかった。


　さすがに半日行軍を続ければ足は痛み、あるいは馬に揺ゆられ続けて尻しりも痛くなってくる。


「ダンバーグさま。兵士たちは慣れない行軍でかなり疲ひ労ろうしているようです。今日は早めに休息を取るべきではないかと」


「分かっている。そろそろ野営するとしよう」


　兵士たちの疲労は織込済みであり、一日目の野営地の場所も最初から決まっていた。間もなく彼らは三千の軍勢が滞在できる平野部に出ると、ダンバーグは野営の準備を命じた。


　彼らはもともと都市に駐ちゆう留りゆうしていた軍だけあって、野営の準備は不得手だった。しかし、食事や寝ね床どこの準備などは、多少不得手であっても時間さえかければどうにでもなる。一いつ時とき後（約二時間後）には失火が起こることもなく食事も終わっていた。


「我々が出陣したとの情報は、恐おそらくボルネリア軍も摑つかんでいるだろう。しかし、たとえ今日明日あした奴らが出陣したとしても、我々に追いつくまでにはしばらくかかるはずだ。兵士たちには明日に備えてじっくり体を休めるよう命じろ」


　ダンバーグは明日の行軍を心配してそう命じた。しかし、随ずい行こうしていた騎士の一人に次のように諫いさめられることとなる。


「しかし、ボルネリア軍には〈風の戦乙女おとめ〉率いる弓騎き兵へい隊があります。彼かの部隊は風のごとく徒歩の兵の何倍もの速さで行軍すると聞きます。もしジェレイドがその部隊だけを我々の足止めのために動かしてくれば、今晩にでも夜や襲しゆうがあるかもしれません。休養も大事ではありますが、警けい戒かいを怠おこたるべきではないかと」


「なるほど、確かにその通りだ」


　ダンバーグはその言葉を素直に受け入れた。


　オルガスタ駐留軍には自じ慢まんすべき点が二つある。装備の質と、豊富な物資だ。ダンバーグは歩ほ哨しようを立てると共に陣じん地ち内のあちこちに松明たいまつを灯ともさせ、夜襲に備えるべく万全の態勢を整えた。


　その陣じん容ようは兵士たちも過か剰じようではないかと思うほどだったが、そのかいあって彼らも安心して眠ねむりにつくことができたのである。





　そして、ダンバーグたちの警戒は正しかった。このとき、彼らのすぐ傍そばまでボルネリア軍が接近していたのである。


　ただし、その数は彼らの推測よりはるかに多かった。
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「守りが堅かたいのは認めるが……。過剰なのはいささか問題だな」


　暗くら闇やみの中からその陣容を眺ながめながら、元騎士ベルハルトは呟つぶやいた。


　ボルネリア軍の副将とも言われる彼は、今回ジェレイドから千の兵を与あたえられ、オルガスタ駐留軍を撃げき滅めつする役目を与えられたのである。


「そうよね。明かりを灯せばいいってものじゃないのに。あれじゃ自分たちが戦の素しろ人うとだって言ってるようなものだもの」


　同意したのは、〈風の戦乙女〉ことミーアである。


　その後ろには三百からなる弓騎兵隊──通つう称しようヘルヴォル隊も控ひかえていた。


　ジェレイドと大商人ラリアルドは、密ひそかに手を結んでいる。そうとは知らず、太守トリスタンはラリアルドに重大な機密である戦略を漏もらした。それはもちろんすぐさまボルネリア軍に伝えられたのである。


　オルガスタ駐留軍が今日進軍を開始することを、ジェレイド率いるボルネリア軍は、昨日のうちに知っていた。特に城じよう塞さい都市オルガスタから西のキレネー領までの街道は整備されており、一日に何里進めるかを推理するのはたやすい。さらに数千の軍勢が野営できる平原部となれば、なおさら場所は限られる。


　戦争において、相手の居場所が分かることほど重要なことはない。攻せめる側からすれば、その進路に伏ふく兵へいを仕し掛かけるのも、あらかじめ地の利を得ておくことも容易であり、圧あつ倒とう的てきに有利な状じよう況きようで戦いを挑いどむことができるからだ。


「それでは手て筈はずどおり攻こう撃げきを始めよう。〈風の戦乙女〉どの、奴らに戦のなんたるかを教えてやってもらいたい」


「分かったわ」


　間もなく、ミーアとヘルヴォル隊は闇やみの中に消えていった。
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　夜半。


　ダンバーグは、天幕の外から聞こえる悲鳴や馬のいななきによって目を覚ました。


　ふと見れば、陣地の外がやけに明るい。それも日の明るさではなく、火の明るさだ。確かに松明は無数に掲かかげさせたが、それにしては明るすぎる。


「何事だ!?」


　慌あわてて天幕から飛び出たときには、にわかには信じ難い光景となっていた。


　大火が発生していた。そして、嵐あらしが起こっていた。


　天幕についた火がぐるぐると渦うず巻まく風によって煽あおられ、隣となりの天幕へと燃え移る。その中を兵士たちが悲鳴を上げながら右往左往していた。


「馬ば鹿かな！　失火か!?」


　まず思い至ったのは、松明の火が、天幕に燃え移ったという可能性である。だが、松明は天幕から充じゆう分ぶん距きよ離りを空けて灯すよう命じてある。そう簡単に失火するとも思えない。


　答えはすぐに分かった。


「て、敵か！」


　騎き兵へい隊だ。騎兵の一団が、陣地を駆かけ抜ぬけながら手当たり次第に松明や火矢を放っているのが見えた。


　さらにどこからともなく吹ふき付つける不自然な風が火を煽り、大火になっていたのだ。


「ダ、ダンバーグ卿！　敵てき襲しゆうです！」


「見れば分かる！　見張りは充じゆう分ぶんに配置していたはずだ、なぜ気付かなかった!?」


「そ、それが……気付きはしたものの、敵の動きがあまりに速く、対応しきれなかったと……」


「ええい、役立たずどもめ！」


　ダンバーグは舌打ちした。確かに敵の動きは見たことがないほど迅じん速そくだった。反対に配下の兵士たちは、驚おどろき逃にげ回るばかりで矢の一本すら応射できていない。


「これが歴戦の兵と、そうでない兵の差ということか！　ええい、とにかく兵士たちを落ち着かせろ、敵は少数だ、追い返せ！」


　騎兵の数はせいぜい数百騎といったところだ。間違いない、あれこそが噂うわさに聞く〈風の戦乙女〉率いるヘルヴォル隊なのだろう。


「飛んで火に入る夏の虫だ！　このまま陣地から出すな、包囲して殲せん滅めつしてしまえ！　ここで〈風の戦乙女〉とやらを捕らえられれば、ボルネリア軍は両りよう腕うでを失ったも同然だ！」


　ダンバーグの指示は決して間ま違ちがってはいなかった。


　ただ問題は、兵士たちがその指示についてこれなかったのである。


　オルガスタ駐ちゆう留りゆう軍ぐんたる彼らは、質のいい装備や高い給料を与えられ、練度も士気も高かった。だが、実戦経験だけは不足しており、それゆえに混乱から容易に脱だつすることができなかったのだ。


　燃え盛る火の音、兵士たちの悲鳴。さらに暗闇から飛んでくる矢。すべての要素が、兵士たちから冷静さを奪うばい取っていく。


　ようやく兵士たちが落ち着きを取り戻し、上官の指示に従えるようになったころには、すでに敵は悠ゆう々ゆうと陣地を脱していた後だった。


「くっ、なんと無様な……！　とにかく急いで火を消せ！」


　ダンバーグは臍ほぞを嚙かむことしかできなかった。


　そして彼らは知る由よしもなかったが、このときベルハルトが千の軍勢に攻撃命令を下していたのである。


　間もなく、ほぼ同時に三つの報告がダンバーグの元に届けられることとなる。


「た、大変です！　北に敵の新手です！」


「西から敵襲ー！」


「南にも敵です、数は不明！」


「な、何だと!?　馬鹿な、包囲されていたというのか！　ええい、とにかく各自応戦せよ！」


　その命令はあまりにも漠ばく然ぜんとし過ぎており、未熟な兵士たちには対応のしようがなかった。


　実のところこのとき三方向から攻めてきた軍勢は、それぞれたった三百ほどだった。しかし、暗闇の中を近づいてくる敵軍相手ではその規模など分かるわけもない。


　一方、対照的にボルネリア軍からすれば、敵は煌こう々こうと燃える陣地のすぐ傍におり、規模も位置も明めい瞭りようで、混乱の激しい場所を選んで攻撃を仕掛けるのも容易だった。


　オルガスタ駐留軍は組織的な抗こう戦せんなどまったくできず、次々討ち取られていった。


　さらに、そこへ最後の凶きよう報ほうが届けられる。


「ダ、ダンバーグさま！　東からまた弓騎兵隊が攻めて来ました！」


「な、なにい!?」


　ダンバーグは絶望と共にその報告を聞いた。


　三方向から未いまだ規模の分からぬ軍勢の攻撃を受け、さらに後方の暗闇からは数百の矢が次から次へと飛んでくる。


　その矢はダンバーグの周囲にまでおよび、周囲の騎き士したちが次々射い貫ぬかれ倒たおれていった。


　このときに至っても、まだダンバーグ自身は恐きよう慌こうに陥おちいらなかったのは指揮官として優秀といえなくもなかった。


　一方で、この時点で冷静を保っていられたからこそ分かる事実があった。


　もはや戦線を立て直すことは不可能だと。これ以上の戦いは無む駄だな犠ぎ牲せいを増やすだけだと。


　ダンバーグは敗北を認めざるを得なかったのである。


「ぐうぅ……！　もはやこれまでだ、退たい却きやく命令を出せ！　全軍総力を挙げて東へ向かえ、オルガスタへ逃げ込むのだ！」


　このとき、もし継けい続ぞくして戦うよう命じられたとしても、兵士たちはもはや士気を失い逃げ散ちっていただろう。だが、このとき与えられたのはすべてを捨てて本ほん拠きよ地ちへ逃げろという単純明快な命令であった。


　もう戦わなくていい、逃げていいのだ──。


　それは兵士たちにとって最後の希望となった。彼らは残された希望にすがるように、一丸となって東へと向かった。


　幸いというべきか、東にいた敵の弓騎兵隊は、そのまま道を譲ゆずるように南へと移動していった。


　我らの勢いに怖おじ気けづいたか──とダンバーグはわずかな優ゆう越えつにひたったが、悪夢の始まりはそれからだった。


　敵の追つい撃げきが始まったのである。東へ東へと逃げるダンバーグたちを、弓騎兵隊は鬼おに悪あく魔までもここまでしないのではないかという苛か烈れつさで、矢を放ちながら追い立てたのである。


　徒歩の兵士たちに、馬から逃のがれることなど不可能である。彼らは矢に射貫かれ、馬に蹴けり飛ばされ、あるいは恐きよう怖ふに駆られて夜の森に逃げ込むことしかできなかった。


　幸いなことに、ダンバーグは騎き乗じようしていたためにどうにか逃げ延のびることができた。


　しかし、夜が明けたとき、彼に付き従う兵の数は、わずか数十人の規模にまで減っていたのである。


　ここに、オルガスタ駐留軍は壊かい滅めつしたのだった。
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　その日、太守トリスタンの前に現れたのは、まさに満まん身しん創そう痍いのダンバーグだった。


「……その格好を見れば何が起こったのかは明白のようだな」


　トリスタンが声をかけると、ダンバーグはうなだれた。


「申し訳ございませぬ。ジェレイドめにしてやられました。我々は充分な警けい戒かいをしていたのですが……」


「もうよい。言い訳を聞いても仕方あるまいし、済んだことを責めても意味がない。それで、残った兵力はどのぐらいだ？」


　ダンバーグは口ごもった。


「そ……その、およそ百人ほどです」


「ば、馬鹿な！　三千の軍勢が一晩でたった百人になっただと!?」


「で、ですがご安心を！　兵の多くは退却の最中に散り散りになってしまっただけです。時間が経たてば、多くの兵士たちが戻もどってくるかと」


「それから軍勢を再編制するのにどれだけ時間がかかると思っている!?　わかっているのか、もし今ボルネリア軍が攻めてきたら我らに対たい抗こうする術すべはないのだぞ！」


「い、いえ！　まだこの都市を囲む城じよう壁へきがございます。門を閉じ、民衆から兵を徴ちよう用ようすれば防衛は可能です」


「そんなことをすれば、いよいよ物資の流入は滞とどこおり、経済に多大な影えい響きようが現れるぞ！　おまえたちが逃げ戻ってきたせいで駐留軍の敗北はすぐにも民衆の間に知しれ渡わたるだろう。動どう揺ようする民衆は増えるだろうし、商人たちは今以上に手て堅がたく商売しようとするだろう」


「…………」


　ダンバーグは何も言えず、唇をかみ締しめた。


「もうよい、下がれ。私にはやるべきことがある。もはや問答している暇ひまはない」


「……は。失礼いたします」


　このとき、ダンバーグは顔を青くしていたが、対照的にトリスタンの顔にはそれほど動揺はなかった。彼にはまだ希望があったからである。


　やがて部屋にはトリスタンが一人取り残された。


「やむを得ぬ。こうなった以上、もはや取りうる手段は一つか」


　これは国への裏切りではない。この国の経済を守るための、緊きん急きゆう避ひ難なん的措そ置ちなのだ。


　トリスタンは自分に言い聞かせるように何度も何度もそう念じながら、最後の仕事に取り掛かかったのである。
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　ボルネリア軍が城じよう塞さい都市オルガスタの包ほう囲いを始めて、わずか三日後。


　この日、ボルネリア軍の陣じん地ちに、ある客が訪れることとなる。


　大商人ラリアルドである。


「久しいな、ジェレイド。今日はオルガスタの代表として来たぞ」


　その挨あい拶さつを聞いたジェレイドの顔に、会心の笑みが浮うかぶ。


「オルガスタの代表として……ですか。どうやら、うまく事は運んだようですね」


「ああ。太守トリスタンは私の手引きでエディンバラへと亡命していった。駐留軍もいなくなった今、わずかに残った役人たちにオルガスタを統治する力はなく、現在はオルガスタ商業組合連合によって統治される形となっている。私は連合に頼たのまれ、交こう渉しよう役としてここへ来たのだ」


　とんだ茶番であった。


　ジェレイドとラリアルドは、もうずっと前から手を組んでいる。


　太守トリスタンはそのことを知らずにラリアルドを相談相手に選び、オルガスタ商業組合連合もまたそのことを知らずにラリアルドを交渉役に選んだというのだ。


「なるほど。ではその交渉役として、どんな条件を提示してくれるのでしょう？」


「まず、直ちにオルガスタの包囲網もうを解き、これまでと同じように自由な交易を認めてもらわねばならぬ。こればかりは商人たちも譲れんだろうからな」


「ええ、もちろん配はい慮りよいたしましょう。それから？」


「ボルネリア軍をオルガスタに入城させてもらいたい。我々はあくまで武力によって脅きよう迫はくされ、仕方なくボルネリア軍に協力させられていたという建前を作らねばならぬのでな。この条件を呑のんでくれるのであれば、今後オルガスタはボルネリア軍を支配者と認め、要求されれば王国に支し払はらうべき税をおまえたちに払う用意もある」


「さすがは利に聡さとい商人たちというべきですかね。この分だと、僕たちを追おい払うべく王国軍がやってきたらすぐさま手の平を返しそうですが」


「そうなるだろうな」


　臆おく面めんなくラリアルドは言った。ジェレイドとしては、苦笑もできない。


「分かりました、条件はすべて呑みましょう。僕たちは駐ちゆう留りゆう軍ぐんも太守もいなくなったオルガスタに兵を入れ、直ちに支配下におきます。僕たちに逆らわないというのであれば、商いを始めとしたすべての行動に制限をかけるつもりはありません。その服従の証あかしとして、早急に僕たちに金と物資は提供して頂きたい。少なくとも、王国に支払う分の税ぐらいは頂くのが筋でしょうし」


「分かった。ではそう脅迫されたということにしておく。今回の一件では私も随ずい分ぶん儲もうけさせてもらったからな、多少は還かん元げんさせてもらおう」


　今度こそジェレイドは苦笑した。


　ラリアルドほどの資本を持つ大商人であれば、いつ街道が封ふう鎖さされ、いつそれが解除されるかという情報さえ知っていれば、さぞ莫ばく大だいな利益を上げられたに違ちがいない。


「とにかく、ご協力ありがとうございました、ラリアルドどの。これでボルネリア軍は実質的にオルガスタを支配することに成功しました。引き続き僕たちは勢力を強化するための行動を続けます。今後とも協力、よろしくお願いしますよ」


　ジェレイドはほとんど世間話のつもりでそう話を振ふったのだが、ラリアルドはすぐに返事をしなかった。


　それどころか、まるでジェレイドの心の底を覗のぞくかのように、目を細めたのである。


「私は私の利益に直結する限り、協力は惜おしむまい。ただ……ジェレイド、せっかくだ、おまえに訊きいてみたいことがあるのだが」


「はあ。なんでしょうか？」


「今回はオルガスタに私がいた。太守の相談役さえ務められる私がな。それゆえに駐留軍の戦略を漏ろう洩えいし、商人との交渉もうまくいったわけだが……。しかし、もし私がいなかった場合、おまえはどうやってオルガスタを手に入れるつもりだったのだ？」


「おや、珍めずらしいですね。あなたが仮定の話をされるとは」


「確かに済んだことを言っても仕方がないかもしれん。しかし私に頼たよってばかりのような組織であるならば、今後の投資をどうするかも考え直さねばならぬのでな」


　ジェレイドは、この質問が思っていた以上に深刻なものであることを悟さとった。確かに、オルガスタ攻こう略りやくにあたってはいささかラリアルドに頼りすぎた面は否定できない。そしてラリアルドが、表おもて舞ぶ台たいに出ることをよしとしない、名より実を取る性格だということもよく知っている。


　返答を誤れば、ラリアルドは後々手を切りにかかるかもしれないのだ。


　もっとも、今いま更さらあらたまって考える必要はなかった。すでに答えは用意してあったからだ。


「簡単なことです。そのときは商人を個別に切り崩くずしにかかったでしょうね。具体的にいうと、街道を封鎖した上で、僕たちに協力してくれる商人についてだけは通行を許可するのです。商人からすれば王国を裏切ることになるので危険は大きいでしょうが、それだけ利益も得られますからね、多少の裏切り者は生まれたでしょう。一部の商人だけでも切り崩せれば、あとは時間の問題ですよ。オルガスタの四方を封鎖できる準備が整ったときから、勝負は決まってたんです」


「……確かにな。時間はかかっただろうが、充じゆう分ぶん効果はあるだろう」


　ラリアルドは感心したように、あるいは半ば呆あきれたように頷うなずいた。どうやら、多少なりとも彼を満足させることには成功したらしい。


「よかろう。おまえたちが王国に勝利し続ける限り、私も、そしてオルガスタもおまえの味方となるだろう。しかし私が言うまでもなく自覚しているだろうが、一度でも劣れつ勢せいとなれば、誰だれもが身の処し方を考え直すことになる。もちろん、その中には私も含ふくまれておる。私には子は何人もいる、娘オリビアが人質になるなどとは考えるなよ」


「ええ、承知しておりますとも」


　ラリアルドが協力してくれているのは、それによって利益が得られるからだ。しかし、もしボルネリア軍を裏切ることによって得られる利の方が大きいと分かれば、すぐさま自分たちは生いけ贄にえの皿に載のせられることとなるだろう。それを不義理となじることはできない。ボルネリア軍に協力することは、反乱幇ほう助じよの罪に当たり、本来なら死し刑けいも免まぬかれぬ大罪だ。ラリアルドはその危険を冒しているのだから。


　ただ──もう少しぐらい娘のことを気にかけてくれてもいいのではないか。ラリアルドの態度を非難できる資格が自分にないことを知っておきながらも、そう思わずにはいられないジェレイドだった。






　　　第三章　誤算
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　王国暦れき八十三年第十の月下げ旬じゆん。ジェレイド率いるボルネリア軍の本隊は、再び行動を開始した。


　このとき、兵士たちの表情は明るかった。長い野営生活が終わり、今日からは華はなやかな巨きよ大だい都市オルガスタに駐ちゆう留りゆうすることができるのではと誰もが考えていたからだ。


　ところがである。間もなく彼らは意外に思うこととなる。ジェレイドは一部の部隊のみオルガスタへ移動させたものの、残る全軍はそのまま西へと向かわせたためである。


　将兵たちはもちろん首を傾かしげた。ジェレイドは一体何をするつもりなのかと。


　答えが分かったのはその日の晩になってのことである。ジェレイドはいつものように会議を開き、これまで機密としていた戦略の一いつ端たんを聞かせたのである。





「さて、皆みなさん──」


　居並ぶ将兵たちを前に、ジェレイドはいつものように淡たん々たんと切り出した。


「ご存じの通り、オルガスタは我々のものとなりました。僕たちにとっては、ボルネリア領に続く二つ目の生産拠きよ点てんを得られたわけです、これにより兵へい站たんについての心配は、当面不要となりました」


　小さくない歓かん声せいが上がった。金がない、飯がない、と上層部が嘆なげくことが常態化していたボルネリア軍にとって、兵站の心配が不要になるという意味は極めて重要だったのだ。


「しかし、まだ油断はできません。オルガスタは今、守ってくれる者がおらず、それゆえに僕たちを頼っているというだけのこと。もし僕たちが頼るに足らぬ存在であると分かれば、すぐさま僕たちの後ろから刃はを突つき立たてるでしょう。もっとも、僕たちにとってはいつものことですけどね」


　ボルネリア軍は、今まで決して負けない戦をしてきた。それゆえに無数の勢力から有形無形の援えん助じよを受け取ることができたのだ。ある勢力はベールセール王国の力が弱まることを期待して。またある勢力は大規模な反乱が商売の好機を作ることを期待して。


　しかし、自分たちが一度劣勢に陥おちいれば、それらの援助の手は一いつ瞬しゆんにして消え去る。今までもそうだったし、オルガスタという一大拠点を得た今でも、それは変わらないのだ。


「何より、これで王国との関係は最悪なものとなりました。大規模な軍勢を送り込んでくるのは時間の問題です。そこで僕たちの次の目的をお伝えしておきましょう。僕たちはこれより西へ向かい、港町オルトーユを制圧します。王国の中央に位置する鉄てつ壁ぺきのトゥールスレン城じよう砦さいを前線拠点とし、ボルネリア領、交易の中心地オルガスタ、港町オルトーユの三つでこれを支し援えんする形を作るのです。この形が成立すれば、もはや僕たちの勢力は王国にも負けない規模となるでしょう」


　将兵たちは再び驚おどろかされることとなる。


　前線の城砦、それを支援する三つの後方拠点。それが戦略上、どれだけ有用な形であるかを察したのである。


　出席者たちの不安は一瞬にして消え去り、彼らは希望と満足感を胸に会議の場を後にした。そしてその情報は様々な形を経て末まつ端たんの兵士たちの耳にも入り、彼らはオルガスタに入れないことを残念に思ったものの、上官たちと同じように自分たちの誇ほこらしい未来を思い描えがき、半ば興奮しながら寝ね床どこへとつくのだった。


　少なくともこの日に限っては、自分たちの未来に不安を抱いだいている者はほとんど皆かい無むだった。唯ゆい一いつ、ジェレイド本人を除いて。


　部下たちを安心させるようなことを散々口にしてきていたものの、ジェレイドには未だ多くの懸け念ねんがあった。


　確かに城じよう塞さい都市オルガスタを支配下に入れ、兵站の心配は格段に減った。


　だが、兵力は未だ一万に満たず、二正面作戦などとても展開できないだろう。王国軍に対しては、鉄壁のトゥールスレン城砦という前線拠点があるゆえに多少は対たい抗こうできるだろうが、万が一王国北部に住む貴族たちが徒党を組み、もう一つの勢力を作って後方を荒あらされるようなことがあれば、情勢は極めて厄やつ介かいなものとなる。


　もちろん、そんな気き概がいのある貴族などそうはいないだろうとは思う。貴族たちが無能であったからこそ反乱軍は生まれ、しかもその状じよう況きようは未だに続いている。ましてや北国との戦争でどの貴族も疲ひ弊へいしている。そう簡単に動けるわけがない。


　だが、ジェレイドは知っている。先に行われた北との戦争の最中、ごく一部であるが民衆や国のため、利に囚とらわれることなく行動した貴族や騎き士しがいたことを。


　その代表格として、アレスという騎士の存在もある。最近その動向はすっかり聞こえてこず、一説によれば王太子を殺害して逃にげ回っているという話もあるが、もし万が一あのアレスが自分たちの後ろで暴れまわるようなことがあれば、情勢は簡単にひっくり返るだろう。


　懸念といえば、トゥールスレン城砦の動きもよく分からない。一体なぜ彼らは街道の封鎖命令に従わなかったのか？　派は遣けんしたマシューの報告が待たれるところだった。


　唯一幸いなことは、最大の敵である王国軍が、未だ動けないだろうという確信があることだった。その点だけは自信を持って断言できる。


　今、王都では次の王座を巡めぐって熾し烈れつな権力争いが起こっているに違いない。そんな状況で、王国北部で争いが起こればどうなるか。少なくとも、次期国王の筆頭候補たるフィリップ辺りには、兵を率いて出しゆつ撃げきすることは不可能だ。王都を留守にしている間に他の競走者が王になる可能性がつきまとうためである。


　となれば、王座争いから外れた将に兵を与あたえ、鎮ちん圧あつを任せるしかない。だが、そうなると今度は誰がその命令を与えるかということになる。この場合、命令した人物は、鎮圧が成功すれば王座に大きく近づけるだろうが、失敗すればその逆となる。そしてそのような状況になれば当然、他の国王候補たちは失敗を期待するだろう。鎮圧軍には有象無象の妨ぼう害がいがあるに違ちがいない。


　ただでさえ、王都から兵を北上させるだけでも最低半月はかかるし、その途と上じようにはトゥールスレン城砦もある。どう見積もっても、ボルネリア軍には一月近い時間が残されているのだ。この間に港町オルトーユや城塞都市オルガスタを始めとした王国北部の重要拠点を手に入れることができれば、後に誰が国王になったとしても決して侮あなどられることはなくなるだろう。それこそが、ボルネリア軍の生き延びる唯一の道だった。
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「お待ちしておりました、ジェレイドさま」


　ジェレイド率いるボルネリア軍は、数日の行程を経て西のキレネー領へと到とう着ちやく、この地で新たに反乱軍を組織することに成功した元千人長のカークウッドと合流した。


「カークウッド、よくやってくれました。あなたのおかげでオルガスタは僕たちのものとなりましたよ」


「は。お力になれたのでしたら幸いです。ところで、ジェレイドさまはこれより西のオルトーユへ向かうと聞いています。そんなこともあろうかと、この辺りの地理については多少なりとも見ておきました。それに、三百人ほどですが軍勢を編制しておきました。よろしければお連れください」


「ありがとうございます。どうやら再びあなたに千人長を名乗って頂く時が来たようですね」


　こうしてわずかながら新たな援えん軍ぐんを得たボルネリア軍は、さらに士気を上げ、西への進しん撃げきを続けるのだった。





　その二日後、総勢四千足らずのボルネリア軍は、ついに港町オルトーユの東方三里（約十二キロ）ほどのところまで迫せまっていた。


　だが、順調に進軍を続けていたボルネリア軍であったが、ここで一つの異変が生じることとなる。


「斥せつ候こうからの連れん絡らくが、途と絶だえた？」


　軍勢を進撃させるにあたって、ジェレイドは警けい戒かいを怠おこたったことはない。それはこのときも同様で、たとえば近きん隣りんの貴族が遊ゆう撃げき的な攻こう撃げきを仕し掛かけてくる可能性もあるのではないかと考え、四方八方に少数の騎き兵へいを斥候として送り込んでいた。


　そのうち、オルトーユへと先行させていたいくつかの斥候隊からの連絡が途絶えたのだ。


　ジェレイドの警戒心は一気に高まった。斥候隊からの連絡が一つ途絶えただけなら、何らかの偶ぐう発はつ的な事故が起こったのではと考えることもできる。しかし、いくつもの斥候隊から同時に連絡が途絶えたとなると、何かしらの組織的な力が働いたと考えなければならない。


　ジェレイドは、高い利益が得られるのであればともかく、そうでなければ必要のない危険は決して冒おかさない主義である。まさに今がそうだった。城塞都市オルガスタの商人たちを支配下に置いておくためにも、今は絶対に失点を犯すことができない。


　それゆえにジェレイドがまず行ったのは、この辺りの状況にもっとも詳くわしい人物から情報を得ることだった。


「カークウッド。この辺りに武名高い貴族がいるという話を聞いたことはありますか？」


　農民を率いて一勢力を築いた優ゆう秀しゆうな部下は、首を横に振ふった。


「いいえ。そんな貴族の話は聞いたことがありません。ただ、北の騎士の強さは有名です。貴族に仕える騎士の中になら、我々に戦いを挑いどもうとする者がいてもおかしくはありません」


「なるほど、分かります」


　先に行われた北との大戦においても、義勇心に溢あふれた一部の騎士が、主の命令をも無視してまで独自に領民を救うべく行動を取ったという。となれば、一部の騎士が、王国を裏切るかのようなボルネリア軍の暴挙に耐たえかね義ぎ憤ふん的に行動を起こし、こちらの斥候を潰つぶした──というのは有り得る話だった。


「あたしが見てこようか？」


　そう提案したのは、ミーアだった。


　ジェレイドとしてはありがたい提案だった。敵対勢力がいる中を斥候なしで進むわけにはいかないし、多少の兵力を小出しにしただけではまた無意味に兵を失うことになりかねない。〈風の戦いくさ乙女おとめ〉にかなう敵などまずいないだろうし、何より彼女なら風の精せい霊れいを使って瞬しゆん時じに情報を伝えることもできる。


「頼たのめますか？　我が軍の英えい雄ゆうにそんな些さ末まつな任務を任せるのも気が引けるんですが」


「変な持ち上げ方しないでよ、あたしだって味方の犠ぎ牲せいは少ない方がいいもの。じゃあ、ちょっと行ってくるわ」


　こうして、〈風の戦乙女〉は十騎きほどの部下を伴ともない街道を西へと先行した。





　だが間もなく、彼女はジェレイドの心しん胆たんを寒からしめる飛び切りの凶きよう報ほうを伝えてくることになるのである。


　いわく、港町オルトーユの東に敵の軍勢を見ゆ。その規模およそ二千──。
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〈風の戦乙女〉に遅おくれること数刻、ジェレイドらボルネリア軍は、オルトーユの東にある小高い丘おかの上に到着していた。


「来たわねジェレイド。見てよ、あれ」


　ジェレイドは〈風の戦乙女〉が指差す方向を見、そして戦せん慄りつした。


「ば、馬ば鹿かな……！」


　まず目に映るのは、綺き麗れいな町並みと、そしてその向こうに水平線まで続く一面の青である。


　海だ。内陸育ちのジェレイドにとっては生まれて初めて見る光景である。しかし、感動にひたる時間などなかった。


　街の周囲は、多くの集落がそうであるように広大な畑や牧草地が取り囲んでいる。


　その一角に陣じんを敷しいて待ち構えていたのは、ベールセール王国の赤い国旗を掲かかげた王国軍だった。


　その規模は、〈風の戦乙女〉の報告にあったように大した数ではない。自軍の半分程度、およそ二千といったところだろう。しかしその中には数百の騎士も見受けられたし、最大の問題は、王国軍の軍旗を掲げた軍勢がこの地に存在しているという事実だった。


　あれだけの兵力、特にあれだけの騎士を動かせる力を持つのは王国ぐらいだろうが、北との戦争が終わり、次の国王をどうすべきかというこの状じよう況きよう下かで彼らにそんな余よ裕ゆうはないはずだ。


　大体、なぜあのような形で待ち構えているのか。あれではまるで、自分たちボルネリア軍がオルトーユを攻せめることがあらかじめ分かっていたかのようではないか。


　いずれにせよ、目の前に王国の旗を掲げている軍勢が存在しているという事実から目を逸そらすことはできない。


　ジェレイドは動どう揺ようを堪こらえ、必死に分ぶん析せきした。


　それにしても一体どうやってあれほどの軍勢を運んできたのか。王国軍が王都へ帰るときに兵力を残していったという話は聞いたことがない。だとすると王都から移動してきたということになろうが、トゥールスレン城じよう砦さいのある中央街道は使えないはずだし、そもそも王都からオルトーユまで移動するとなれば、一月以上かかる。しかし、ボルネリア軍が再び王国に牙きばを剝むいたのは、ほんの十日ほど前のことなのだ、それでは計算が合わない。大体、数千の軍勢が国内をウロウロしていたら、どこかから情報が耳に入ってくるはずだ。


　いずれにせよ、今ここで指導者たる自分が動揺を見せてはいけない。ジェレイドは目を閉じて一度大きく呼吸を整えた。


　目の前に王国軍がいるという事実は揺ゆるがない。そして、自分たちボルネリア軍はすでに王国軍に喧けん嘩かを売った身だ。である以上、あの王国軍とは敵対することになる。なぜそうなったのかを考えても仕方がない。今考えることは、この状況下でどれだけ自分たちに有利な条件を作れるかだ。


「直ちに千人長を集めてください。一戦交えることになりそうです」


　現在、ボルネリア軍は列を組んで街道を進んできたせいで、その隊列は伸びきっている。陣じん形けいを整えようにも、この場所では狭せますぎる。今は一刻も早く平野部に進み出、戦せん闘とうの態勢を整えねばならない。


　ジェレイドの命令が下り、ボルネリア軍の一隊がまず丘を下りた。敵の攻撃があればすぐさま他の隊が援えん護ごできる形を取っていたが、王国軍は不気味なまでの沈ちん黙もくを守り、何も行動を起こすことはなかった。


「意外ですな。てっきり各個撃げき破はでもしにくるものかと思いましたが」


　ベルハルトが言った。


　確かに、自分が敵の軍勢の指揮官であれば、丘の下で凹おう形に陣形を作り、下りてきたボルネリア軍の各個撃破を目論んだだろう。もっともその場合、ボルネリア軍も退たい却きやくは難しくなく、後方で態勢を立て直すこともできる。


「……案外、あの王国軍は平地に僕たちをおびきだし、決戦を挑むことを狙ねらっているのかもしれませんね」


「なるほど、有り得ますな」


　もっとも、少数の軍勢が大軍を相手に決戦を挑む理由があるとも思えない。しかしいずれにせよ、態勢を整える機会があるなら、ジェレイドとしては見み逃のがすことはできなかった。


　やがてボルネリア軍は全軍が丘を下り、広い平野部において陣形を構築することに成功した。妨害がなかった以上、当然といえば当然の結果ではあったが。


　そのまま王国軍を威い圧あつするように前進を開始する。やがて五百メートルほど離はなれたところで前進を止め、両軍はここに対たい峙じした。


　そして、まるでボルネリア軍が態勢を整えるのを待っていたかのように、ここへきて王国軍に動きが生じた。


　軍列の中央から、大きな軍馬にまたがった一人の騎き士しが進み出てきたのである。


　その甲かつ冑ちゆうは漆しつ黒こく。以前出会ったときとかなり印象が違ちがっていたため、ジェレイドはとっさにそれが誰だれか分からなかった。それゆえ、驚おどろきは一いつ瞬しゆん遅おくれてやってきた。


「まさか！　あれは、フィリップ……!?」


　現在王都で権力争いをしているはずの人物であり、それゆえに王都から離れられないと考えていたはずの人物。


　ジェレイドは思わず混乱した。数千もの王国軍がこの地にいることさえ信じ難いというのに、ましてやなぜフィリップがここにいるのか。


「おめおめとやって来たな、この国こく賊ぞくどもが！」


　フィリップの声が辺りに響ひびき渡わたった。敵ながらうらやましくなるほどの声量だ。


　同じ軍勢の指導者として、ジェレイドも負けずに言い返して見せなければならなかった。もっとも、声量に自信のないジェレイドとしては、ミーアの操る風の精霊の力を借りねばならなかったが。


「ミーア、頼みます」


「分かったわ。言ってやって」


　やがてミーアの力によって、辺りの風の動きが変わった。そのことを確認した上で、ジェレイドも応じる。


「これはこれはフィリップ将軍、このようなところで再会できるとは望外の喜び。ご機き嫌げんはいかがですか」


　ジェレイドの声は風の精霊によって拡大され、両軍の兵士たちの耳へと直接届けられた。


「その余裕がいつまでも続けばよいがな。さて、おまえたちのしでかした罪は明白であり、許しがたい。大人しくボルネリア領に引き籠こもっておれば長生きできたものを、よりにもよってオルガスタに手を出すとはな」


　やはり、フィリップはあらかたの事情を知っており、その上でこのオルトーユで待ち構えていたらしい。


　さっぱり分からない。本当にフィリップは、こちらの手の内を最初からすべて読んでいたというのか。


「ジェレイドよ。我が王国は、オルガスタを失うことによる損失も、二度もの反乱も許してやるほど寛かん大だいではない。罰ばつを受けるときが来たのだ。この地にてそろそろ朽くち果はててもらおう」


　今回に限ってはフィリップの言い分にこそ分があることを、ジェレイドも認めざるを得なかった。確かにボルネリア軍には、故郷に引き籠こもって事の成り行きを見定めるという道もあったのだ。しかしボルネリア軍はそれをよしとせず、不意打ちのように城じよう塞さい都市オルガスタを王国から掠かすめ取ったのである。それが王国との敵対を呼び込む行こう為いだと知っておきながら。


　だが、だからといって唯い々い諾だく々だくとは従えない。ジェレイドは短時間で反論を考えた。


　この際、どちらに義があるかどうかは関係ない。今重要なことは、敵を挑ちよう発はつし、味方に勢いを与あたえることなのだ。


　ジェレイドはもっとも卑ひ怯きようだが、もっとも分かりやすい反論に出た。すなわち、個人攻こう撃げきである。


「謹つつしんでお断りいたします。残念ですがフィリップどの、我々はあなたを信用しておりません。噂うわさによれば、次期国王の筆頭候補はあなたであるというではありませんか。馬鹿げた話です、親の七光りによって将軍となり、北との戦では敗北続き、彼かのアレス卿きようの尽力がなければ何もできなかったあなたが王になどなった日には、国が誤った方向へ導かれるのは必至。僕たちはそんな未来を享きよう受じゆするぐらいなら、喜んで反旗を翻ひるがえしますとも」


　嘲ちよう笑しようの笑い声と、同意の怒ど号ごうがボルネリア軍から上がった。


　ジェレイドとしては、短期間で港町オルトーユを支配下に置かなければならない。現状で恐おそれるべきは王国軍がオルトーユに籠ろう城じようすることであり、フィリップが挑発に乗ってくれた方が都合が良かった。


　だが、フィリップ本人と王国軍の反応は意外なものだった。彼らは沈黙したのである。フィリップ以下、将兵は元より馬の一頭に至るまで一言も口にしない。そのあまりの不気味さに、ボルネリア軍の方が次第に黙だまりこんでしまう有様だった。


「くっくっく……」


　平原に、フィリップの静かな笑い声が響いた。


「言いたいことはそれだけか。それでは何の言い訳にもなっておらぬぞ。確かに私は敗戦を経験したこともある。だが勝敗は兵家の常であり、将に求められるのは結果であって過程ではない。そして私は将として北の軍勢から国を守ったという結果を残したのだ、この事実は何なん人ぴとも揺るがせぬ。しかし貴様らは我が王国に対し、新たな戦乱を引き起こし、混乱を招こうとしている。どちらに義があるかは明らかではないか」


「…………」


　ジェレイドは失敗を悟さとった。あの狭きよう量りようなフィリップが、挑発されて平然としていられるとは。


　大小の戦を経て、フィリップも成長したということなのかもしれない。個人攻撃などという下げ衆すなまねはすべきではなかった。


　ジェレイドは中指を伸のばすと、眼鏡めがねをかけ直した。


「なるほど、確かに今回に限っては義はあなた方にあるのかもしれません。しかし都合のいい時だけに義を語るのもいかがなものでしょう。今この北の地で、何が起こっているかご存じですか？　先の北との戦に際し、多くの領主は領民を守ろうとせず、自分たちだけが安全な城に引き籠こもるのをよしとしました。それゆえに多くの人々が難民となり、家を失い畑を失いました。北の軍勢の脅きよう威いこそなくなりましたが、畑の実りを奪うばわれた彼らは、今なお生活に苦しんでいるのです。しかし王国が何を、貴族が何をしてくれましたか？　いいえ、何もしてません。その間にあなた方がしていたのは次の王を誰にするかを議論することだけ。ですが僕たちは違います。港町オルトーユと城塞都市オルガスタには多くの富が蓄たくわえられています。僕たちはその富を正しく運用し、人々を助けるために具体的な援えん助じよの手を差さし伸べることができます」


「ふん、なるほど、貴様らしい論法だなジェレイド。よかろう、問答など続けても埒らちが明かぬ。力なき理想など妄もう言げんと同じだ、貴様に人を救う力があるというのなら、まず私をこの場にて討ち取って見せるがいい」


「望むところです。両りよう雄ゆう並ならび立たず、ここで雌し雄ゆうを決するとしましょう」
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　突とつ然ぜんのフィリップ、そして王国軍の出現に内心で動どう揺ようしていたジェレイドではあったが、ここにきてある事実を看破しつつあった。


　フィリップがこの場にいるはずがない──ジェレイドがそう考えたのは、今王都では熾し烈れつな権力争いが行われているに違いないという仮定があったためだ。ベルセルム四世が死に、次の国王は未だ決まっていない。最有力候補はどうやらフィリップであるらしいが、だからこそ今フィリップは今王都で地じ盤ばんを固めていなければならないはずなのだ。


　だが、現実にフィリップはここにいる。それはなぜか。


　いくつか考えられる状じよう況きようはあるのだ。たとえば、王都におけるフィリップの地じ盤ばん固がためがすでに終わっている場合だ。その場合、次期国王としてフィリップが王国北部に注目してもおかしくはない。この地域は未だ混乱下にあり、さらにかつては反乱軍として王国に楯たて突ついた組織も存在している。それゆえ北に軍勢を送っておけば、後々どのような状況にでも対処しやすい。


　だが、その可能性は──フィリップが王都での地盤をすでに固めたという可能性は低いのではと、ジェレイドは考え始めていた。理由は、眼前の王国軍の動きにある。


　見た限り、王国軍はボルネリア軍に比べ兵力は劣れつ勢せいである。一方でその後方にはオルトーユという拠きよ点てんがあり、さらに彼らには貴族という援えん軍ぐんを期待することもできる。この場合、王国軍にとって最も有利な戦い方とは、オルトーユに立て籠もって時間を稼かせぎ、その間に近きん隣りんの貴族に援軍を要求することだ。それはジェレイドがもっとも恐れる状況でもある。


　しかし、王国軍にそのような動きはない。王国軍は平野に軍勢を展開し、しかもその戦場にボルネリア軍がやってきて態勢を整えるのを悠ゆう然ぜんと待っていた。それはなぜか。


　答えは一つしかない。


「王国軍も、短期決戦をお望みということですか」


　考えられるフィリップの狙いは二つ。一つは反乱軍を撃破して次期国王となるに相応しい実績を作ること。そしてもう一つは、王都をあえて留守にすることで、反フィリップ派の派は閥ばつをあぶりだすことにあるのではないか。


　あまりに危険な賭かけにも思える。一つ間ま違ちがえば王国軍ともども撃げき滅めつされ、あるいは次期国王の座を他者に奪われかねない。だが、事がうまく運べばフィリップの敵はいなくなり、その実績は次期国王として相応ふさわしいものとなるだろう。


　ジェレイドは決断した。フィリップ率いる王国軍がこんなところにいたことは完全に予想の範はん囲い外がいであり、このような状況下では情勢を確認するために撤てつ退たいを考えてもいい場面だ。しかしここでフィリップと王国軍を破ることができれば、ボルネリア軍の名声は王国全土に轟とどろき、城塞都市オルガスタの商人との協力関係もより確固たるものになるだろう。なにより一番の利益は、次期国王候補を失わせることで、王国に更さらなる政治的空白を作り出せるということである。これだけの利益があるのなら、多少の危険を冒おかす理由としては充じゆう分ぶんだった。


　ジェレイドはいつものように、眼鏡を外した。


「全軍に命令。これより王国軍と一戦交えますよ」





　こうして、後にオルトーユ攻こう防ぼう戦せんと呼ばれる戦いは開始されることとなる。





　　　　　　　３





　ボルネリア軍は、数でこそ王国軍を上回っていたが、不利な条件をいくつも抱かかえていた。ここまで進軍してきたことによる兵の疲ひ労ろうはもちろん、地の利もなく、進軍先でいきなり戦せん闘とうとあっては拠点を構築する暇ひまもない。


　反対に王国軍は明らかに準備万ばん端たん待ち伏ぶせており、またもし劣勢になればいつでもオルトーユに逃にげ込むこともできる。城塞都市オルガスタほどではないが、オルトーユも最低限の城じよう壁へきを有しており、籠城戦は充分に可能だろう。


　ジェレイドはそのことをよく理解しており、それゆえに一度戦せん端たんを開くと決めた以上、もはや躊ちゆう躇ちよすることはなかった。


　かくしてジェレイドは、この状況においてもっとも兵法に適かなった形で戦闘を開始することとなった。王国軍はおよそ二千、対してこちらは四千近い兵がいるのだ。


　倍すればこれを囲め。ボルネリア軍は王国軍を半包囲しようと、陣じん形けいを南北へと伸ばしながら着実に前進していった。


　対照的に王国軍は、そのまま動こうとせず迎むかえ撃うつ形である。





　　　　　◆





《狙ねらい通どおりだな。まんまと戦いを挑いどんできたではないか》


　このとき、フィリップの脳裏にはパンドラの愉ゆ快かいそうな声が響ひびいていた。


「確かに……な」


　一方、フィリップはパンドラほど愉快にはなれずにいた。すべてがあまりに予定通りだったために、面白みを感じられなかったのだ。


　ジェレイドが城塞都市オルガスタを攻せめようとしていることは、パンドラの助言で知った。しかし、具体的な計画は事が成される寸前までジェレイドの頭の中のみにあったらしく、フィリップがそのことを知ったときには対処するだけの時間もなかった。フィリップも敵ながらにジェレイドを見直したものだ。武力に依よってではなく、東西南北に拠点を作って経済封ふう鎖さ──そんな手段を取られては、城塞都市といえど形無しである。


　やむを得ず、フィリップはあえてオルガスタをボルネリア軍に奪わせた。どのみち、ボルネリア軍にはオルガスタを維い持じするだけの兵力はない。自分が王となり、大兵力を率いて北上すれば、オルガスタは喜んでボルネリア軍と手を切るに違ちがいない。ならば一時的にオルガスタをくれてやっても大した問題はないと考えたのだ。


　さらに、オルガスタを手にしたジェレイドが次に攻めるのがオルトーユであろうことを、フィリップは完全に予想していた。パンドラに頼たよる必要もなかった。自分がジェレイドだった場合、国外への玄げん関かん口ぐちともなり、また塩の供給源にもなるオルトーユを放っておくわけがない。


　さすがにオルガスタに続いてオルトーユまで譲ゆずり渡わたしては、ボルネリア軍を勢いづかせ過ぎるだけである。ゆえにフィリップは、海上輸送という前代未聞の方法で自ら軍勢を率いてオルトーユに進しん撃げき、ボルネリア軍を待ち受けたのである。あえて王都を留守にしたのは、そうすることによって王都にいる反フィリップ派をあぶりだすためであった。あとはこの地においてボルネリア軍に勝利し、返す刀で王都の反対派を叩たたき潰つぶせば事はすべて解決するだろう。


　そうこうしているうちにボルネリア軍は接近し、ついに矢の射程に入ろうとしていた。


　フィリップは声を張り上げた。


「弓隊、構え！　放てぇ！」


　まったく同じ時刻に、ジェレイドもまた同様の命令を下したのだろう。両軍から数百の矢が一いつ斉せいに放たれる。


　しかしボルネリア軍の放った矢は散々に王国軍の兵士たちを貫つらぬいた一方、王国軍の放った矢がボルネリア軍を貫くことはできなかった。突とつ如じよとして一いち陣じんの風が吹ふき、王国軍の放った矢をなぎ払はらってしまったためである。さすがに数百の矢すべてが無効化されたというわけではなかったが、数十本にまで減らされた矢では打だ撃げきを与あたえるには至らない。


「〈風の戦乙女おとめ〉か。面めん倒どうな存在だ」


　フィリップは、その力を何度も目にしてきた。味方であれば心強いが、敵に回すとあれほど厄やつ介かいな存在はない。


　ただでさえ彼ひ我がの兵数では負けているのだ。このまま矢戦を続けても何もいいことはないだろう。


「予定通り事を運ぶとしようか」


　ジェレイドは、策を弄ろうするのを好む。いくらパンドラの加護があっても、ジェレイドが何を考えているかまでは分からない。だが、ジェレイドが策を実行に移すことになれば、部下にそのことを伝えなければならず、そのときはパンドラの力によって策を看破することが可能となる。


　だが、パンドラの力に頼りっきりで勝利するつもりは、フィリップにもなかった。ジェレイドに策を弄する時間を与えず、かつ短時間で勝負を決することのできるもっとも都合のいい戦術が、フィリップにはあった。


　簡単なことだ。正面から堂々と力によって叩き潰すのだ。


「弓兵、下がれ！　全軍、円えん陣じんを組め！　防ぼう御ぎよを固めるのだ！」





　　　　　◆





〈風の戦乙女〉ことミーアは、もっとも得意とする行動に出ていた。


　まずは風を吹かせることで、ボルネリア軍に矢戦を挑むことが不毛であると思い知らせる。そうなった場合、次に敵が取る行動は簡単に予測ができる。射しや撃げきをやめて防御を固めるのだ。


「ヘルヴォル隊、出るわよ！　あたしに続きなさい！」


　それゆえ、王国軍が応射をやめた時点で、ミーアは三百の弓騎き兵へいからなるヘルヴォル隊を率いてボルネリア軍本隊から離はなれた。


　遊ゆう撃げきである。戦場を自由に駆かけ巡めぐり、敵の横手から矢を降らせるのだ。


　三百の弓騎兵たちは、戦場を風のように駆け抜けて王国軍に肉にく薄はくすると、一方的に騎射を浴びせた。


　このときミーアはあることに気付いた。


　このような一方的に攻撃される状況下では、守勢に回りつつも何らかの攻勢の動きを見せるものである。にもかかわらず、未だ王国軍に動く様子がなかったのだ。





　　　　　◆





〈ジェレイド、気付いてる？　王国軍の動きが変よ〉


　ミーアの警告は、風の精せい霊れいによって直接ジェレイドの耳に届けられていた。


　もちろんジェレイドもまた、敵の動きが鈍にぶいことに気付いていた。


　王国軍は弓の応射もそこそこに、盾たてを掲かかげて陣形を小さくし、防御を固めようとしている。


　しかし、いくら防御を固めたとはいえ、襲おそい来る何百もの矢をすべてしのげるわけではない。王国軍の兵士たちは、時間とともに磨すり減へらされている。


　このまま射撃を続けるだけでも、一方的に王国軍を打撃を与えることはできるだろう。ボルネリア軍にとっては有利な展開だった。


　だが、その都合のいい展開は、かえってジェレイドの疑念を誘さそった。


　──あれほどまでに自信に満みち溢あふれていたフィリップのこと、何か考えがあるに違いない。


　王国軍は相変わらず亀かめのように小さく縮こまっている。こうなると、ボルネリア軍にとってもっとも有利な戦い方は、数の優位を利用するためにも陣形を広げて射撃を続けることだ。


　そう考えると、フィリップの狙いが逆に段々と見えてくる。陣形を広げれば、自然と戦列は薄うすくなる。対して王国軍は、一点に戦力を集中しつつあるのだ。そして王国軍の主力は突とつ破ぱ力に溢れた騎き馬ば兵である。


　そこまで考えれば、フィリップの狙いは明白だった。


「こちらの戦列を薄くさせた上での、中央突破……ということですか」


　王国軍もどうやら短期決戦を望んでいるらしいことからも、恐おそらく間ま違ちがいないだろう。となれば、対処は難しくない。たとえば敵の突とつ撃げきに備え、陣形を厚くして射撃を続ければそれだけで王国軍は大きな打撃を受けるだろう。


　だが、その結果、王国軍がオルトーユに逃げ込むようなことがあっては何にもならない。ここはあえて相手の策に乗ってやるべきだろう。


「全軍に伝令を。陣形をさらに南北に伸のばし、王国軍を半包囲します。それから、細かく動いてもらう必要があります。第五、第六、第七大隊の千人長をここに呼んでください」


　ジェレイドは冷れい徹てつな指揮官として作戦を組み上げた。すなわち、味方の犠ぎ牲せいを最小限にしつつ敵に最大の被ひ害がいを与える方法を。


　味方に犠牲が出ることはできれば避さけたいが、数百の犠牲で勝利を勝ち取ることができるなら、それは指導者にとって躊躇することではないのだ。





　　　　　◆





《我が契けい約やく者よ。ボルネリア軍が動くぞ》


「言われずとも分かるわ」


　フィリップの眼前で、ボルネリア軍は陣形を南北に広げ始めた。数に勝る軍勢がもっとも効率的に兵を運用する方法だ。


《では、ジェレイドが悪わる巧だくみを考えていることも分かっているのだろうな？》


「当たり前だ。黙だまってそこで私の戦い方を見ていろ」


　パンドラの声には自分を試しているかのような響きがあり、フィリップは自然苛いら立だった口調で返した。


　そしてあらためて全軍に下か命めいするため、大きく息を吸い込む。


「全軍に命ずる！　敵は自ら陣形を薄くした！　好機だ、敵てき陣じんに突とつ進しんし蹂じゆう躙りんするぞ！　全軍、私に続け！　私の背中だけを見て一心に駆けてこい！」





　　　　　◆





　防戦一方だった王国軍が、弓矢にさらされつつも陣形の再形成を始めた。前列に騎き士しと従者、後列に歩兵を並べ、楔くさびを作る。


　予想通り、突撃してくるつもりのようだ。


「応射を。第五大隊は命令通り防御に徹てつしてください。残る全軍で矢を浴びせるんです」　ジェレイドの狙いは、敵の力を受け流し、そぎ落とすことだった。


　騎士による突撃は、攻撃力は高まるが防御力は犠牲になる。それは突つき出だされた槍やり衾ぶすまに勢いをつけて自ら飛び込むことと同義であり、馬の足もそれほど頑がん丈じようではない。


　それゆえジェレイドは、まず最前線で兵を展開している第五大隊に命じて重厚な槍衾を形成させた。これによって王国軍を正面から受け止めるように見せかけ、なおかつ視界を奪うばうのだ。残念ながら槍衾を形成する兵士たちには大きな損害が出るだろうが、これでまず敵にも大きな損害が生じるだろう。


　それでも前線を打ち破った王国軍は、勢いを緩ゆるめることなく突進を続けるだろう。だが、王国軍が槍衾という名の目め隠かくしを破った先には何もない。ジェレイドは自軍を二つに分けてそれぞれ南と北に密ひそかに移動させ、中央に戦力の空白地帯を作り出していた。そこへ王国軍を誘い込み、南北から矢の雨を降らせようとしていたのである。ジェレイド自身、すでに混乱に巻き込まれることのないよう、北の軍勢の中央へと移動していた。


　そうとも知らず、陣じん形けいの再構築を終えた王国軍は、間もなく騎士を先頭に突撃に移った。総勢二千の軍勢が、一斉に突撃してくるのである。その迫はく力りよくは凄すさまじく、彼らの矛ほこ先さきにいる第五大隊の兵士たちには心から同情したくなる。


　そしてついに、王国軍が楔形の陣形を、衝しよう突とつさせようとした。


「あ……あれは？」


　だがそのとき、ジェレイドは信じ難いものを目にすることとなる。


　王国軍の先頭にいる騎士が、漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうをまとっていたのである。遠目であっても見み紛まがうはずがない、フィリップだった。


「まさか！　指揮官自ら!?」


　それはあまりにも馬ば鹿かげた戦い方である。確かに指揮官自らが命を賭とし、もっとも危険な軍勢の先頭に立てば、兵士たちも喜んでそれに続こうとするだろう。


　しかし、それによって指揮官が命を落とすようなことになれば、瞬しゆん間かん的に士気は失しつ墜ついし、命令系統は崩ほう壊かい、軍勢はたちまち軍勢ではなく人の集まりになってしまう。


　そんな馬鹿げた戦い方を、フィリップは行おうとしているのだ。もちろん、敵が勝手に自じ滅めつしてくれるというのなら、ジェレイドとしては願ったり叶かなったりである。だが、フィリップがそれほどに愚おろかな将だとは思えない。


　このときジェレイドの胸中を満たしていたのは、むしろ不安感の方だった。フィリップには何らかの自信があって、あのような危険に身をさらしているのではないか。


　そして、ジェレイドはある事実を経験上知っていた。自分の考えることは、悪い方にばかりいつも的中するということについてである。


　それは、このときも例外ではなかった。





　　　　　◆





　フィリップはジェレイドの企たくらみを完全に見み抜ぬいていた。短期決戦を挑いどむ必要のあったボルネリア軍は、自分から陣形を薄くし、こちらの突撃を誘った。この場合、ジェレイドが打つ手は一つしかない。自ら軍勢を二つに分け、こちらの突撃を受け流し、南北から挟きよう撃げきするのである。


　これに対処する方法は一つである。フィリップは、指揮官が軍勢の一番先頭にいるからこそ可能な、もっとも単純な行動に出た。


「方向を変える！　全軍、我に続けぇ！」





　　　　　◆





「そんな！　まさか!?」


　ジェレイドは瞠どう目もくした。


　フィリップ率いる王国軍は、ボルネリア軍に突っ込こんでくるまさにその寸前、突とつ如じよとして方向を変えたのだ。南東へと。


　あまりに突とつ然ぜんの方向転てん換かんは、王国軍にも損害を出していた。騎士や兵士たちは混乱し、互たがいにぶつかり合い、少なくない数の兵士たちが味方に踏ふみ潰つぶされていった。


　だが、それでも指揮官が先頭で兵を率いているためだろうか、王国軍は急激な方向転換を見事にやり遂とげて見せた。


　騎き馬ば突とつ撃げきで一番恐ろしいのは、前線が破られたその瞬間だ。前線の兵士たちは血まみれとなって命からがら後方へと逃にげ出し、その姿を見せつけられた後方の兵士たちもまた恐きよう慌こうに陥おちいり士気を失って逃げ出すこととなるからだ。だからこそジェレイドは、軍勢の中央に戦力の空白地帯を作り出し、そこへ王国軍を誘い込もうとしたのだ。


　だが、その作戦をフィリップは見切っていたのだろう、それゆえに自軍に犠牲が出ることを承知で強引に方向を変えたのだ。


「まさか、これがフィリップの狙ねらいだったと……!?」


　もはやこうなるとジェレイドには手の出しようがなかった。フィリップを先頭に、王国軍は南側のボルネリア軍へと突撃していったのである。


　南へと移動させた二千足らずの軍勢では、同じく二千の敵の突撃を受け止めることはできないだろう。


　もはやジェレイドに残された希望は一つしかなかった。両軍が激げき突とつするその瞬間に、先頭にいるフィリップが討ち取られることである。そうなれば、まだ可能性はあるのだ。





　　　　　◆





「はっ！」


　フィリップは馬に蹴けりを入れた。その速度をさらに上げさせ、自ら配下の騎士たちと距きよ離りを取る。


「さあ、アレスよ！　貴様になど負けぬぞ！」


　眼前には槍衾を組んだボルネリア軍。そこへ今まさに、フィリップは飛びこもうとしていた。


　それは本来ならあまりに無む謀ぼうな行こう為いである。だが、フィリップには勝算があった。


　パンドラから聞いたことがあった。かつてアレスが、槍衾に突撃を試みたとき、どのようにしたかを。


　アレスの真似まねなどしたくはないが、アレスにできることが自分にもできることぐらいは証明しなければならない。


「はああ！」


　気合いを入れて、フィリップは馬上槍を掲かかげた。このときのために作らせた特注の馬上槍で、通常の二倍の長さと重さがある。


　そして槍衾へと飛び込むその瞬間、馬上槍を──横に振ふり抜ぬく。


　槍衾を構成していた兵士たちが、乱れ飛んだ。


　すかさずその穴へとフィリップは飛び込んだ。馬上槍を投げ捨て、代わりに鞍くらにつけていた槍を右手に、左手に剣けんを持ち、当たるを幸い敵兵を切きり伏ふせ、殴なぐり飛ばしていく。


　直後、フィリップが空けた穴に、二千の軍勢が飛び込み、さらに穴を拡大していく。
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　　　　　◆





「何よ、どうなってんのあれ!?」


　遊ゆう撃げき部隊としてヘルヴォル隊を指揮していたミーアは、自軍の様子がいつもとまったく違ちがうことに気付いた。


　蹂躙されているのだ。


　味方の兵士たちは、敵の突撃を受け止めることも受け流すこともできず、勢いに呑のまれてしまっている。


　それは、今までのボルネリア軍にはまったく縁えんのなかった光景だ。


「援えん護ごしにいくわよ！　続きなさい！」


　ミーアは三百の騎き兵へいを率いて王国軍の後ろに取り付こうとした。しかし、すでに敵に懐ふところに飛び込まれてしまった結果、弓による攻こう撃げきは味方を巻き込むこととなる。


　ミーアは、歯をかみ締しめて味方が蹂躙されていくのをただじっと見ていることしかできなかった。





　　　　　◆





　ジェレイドは胃がキリキリと痛みを主張し始めたことを自覚していた。


　フィリップは、自ら槍衾をまんまと打ち破り、南側の自軍への突とつ撃げきを成功させたのだ。


　ジェレイドはかつて何度も恐おそれたある戦い方がある。


　それはたった一人からなる無敵の軍勢と恐れられたアレスが軍勢を率い、自ら先せん陣じんを切って突っ込んでくるという光景だ。


　猛もう将しように率いられた軍勢は何倍もの力を発揮する。アレスが単たん騎きで突撃し、前線を粉ふん砕さいしてそこに杭くいを打ち込むがごとく突っ込んでくる軍勢──。それはまさに悪夢だ。一ひと度たびそうなれば、後はまるで殻からを破られた卵のように蹂躙されていくだけだろう。


　それが今、目の前で展開されていた。アレスではない、フィリップによって。


「くっ、ぐう……！」


　胃痛が悪化を始める。ジェレイドの額には脂あぶら汗あせが浮うかんでいるほどだった。


　一度前線に杭を打ち込むことに成功した王国軍は、もはや留とどまるところを知らずボルネリア軍を蹂躙していた。前線の兵は後方へ逃げようとし、それが後方の兵士たちの戦いを阻そ害がいし、あるいは士気を奪うという悪あく循じゆん環かんが生じている。こうなると、もはや収拾は不可能だった。


　それでも、まだジェレイドには勝算がなかったわけではなかった。これで自軍が大打だ撃げきを受けることは必至だが、まだ兵数では同等だし、〈風の戦乙女おとめ〉率いるヘルヴォル隊もいる。それに王国軍とて、あのような突撃を何度も行えるわけではない。


　しかし、このときジェレイドの元に届けられた次の報告が、すべての決着をつけることとなる。


「ジェレイドさま！　報告いたします、北に赤い旗を掲げた一軍が現れました！」


「な……そんな!?」


　ジェレイドは北へと視線を向け、そして報告が正しいことを認めざるを得なかった。


　この平野部の北にある森から、赤い王国旗を掲げた軍勢が次々飛び出してきたのだ。


「くっ！　馬鹿な！」


　王国軍に二千もの兵がいるだけでも異常なのだ。これ以上の援えん軍ぐんなどいるわけがない。あんなものは偽ぎ兵へいの計に違いないと、ジェレイドは考えた。


　だが──可能性としてはありえるのだ。たとえばフィリップが次期国王として近きん隣りんの領主たちに使者を送り、兵力を糾きゆう合ごうしていたら？


　それに、今いま更さらのように思い出す。この地へやってくる際、ボルネリア軍の斥せつ候こうは多くが潰された。それは、あの伏ふく兵へいを隠かくす意図があったためではないのか。


　いずれにせよ、あの援軍は敵の士気をさらに上げ、こちらの士気をさらに失墜させるには充じゆう分ぶんなのだろう。


「ここまでだというのか……！　僕たちは！」


　敗退の二文字が、ジェレイドの脳裏に浮かび始めた。もはやこれ以上戦せん闘とうを継けい続ぞくしても、兵士たちの士気がもたないだろう。下手をすれば、今度は南北から挟撃され、全ぜん滅めつという事態もありうる。


　手は一つしか思おもい浮かばなかった。未だ数千の兵力があるうちに退き、態勢を立て直すことだ。


「南側のすべての部隊に退たい却きやくの合図を。〈風の戦乙女〉には、殿しんがりを務めるように言ってください。僕たちもここで陣じん形けいを整え、退却を援護します」





　　　　　◆





　このときフィリップは、すでに戦意を失いつつあった敵兵たちを薙なぎ払はらうだけの退たい屈くつな戦闘を行っていた。


　だがそんな折、角笛が響ひびき渡わたった。それと同時に、周囲の兵士たちが堰せきを切ったように東へと撤てつ退たいを始めたのである。


「勝ったか……」


　さすがはジェレイドというべきか、引き際は見極めているらしい。


　実のところ、このとき平野の北に現れていた援軍は、ただの偽兵であった。フィリップは近くの領主たちに命じていた。兵でなくともよい、人手を提供せよと。あとは彼らに王国旗たる赤い旗を持たせただけだ。


　しかし効果はあったらしく、ボルネリア軍はここに至って逃げの一手を打った。


　それも、ただ逃げるだけではない。ボルネリア軍は自らを二つに分けており、南側の部隊に対しては退却を命じた一方、残る北側の軍勢は陣形を縮小して守りを固めつつ、逃げる兵士たちを援護するようにゆっくりと東へ移動していた。


　こうなると、フィリップの力をもってしても手を出すのは難しい。逃げる敵を追つい撃げきすれば、その間に北の一隊に側面から攻撃を喰くらうだろう。かといって、守りを固めている敵軍にもう一度突撃を仕し掛かけるだけの余力は、恐らくないだろう。


　それに、未だ厄やつ介かいな一隊が存在していた。〈風の戦乙女〉率いる数百の弓騎兵隊である。


　彼女らは、撤退する兵士たちを援護するつもりらしく、まるで送おくり狼おおかみのようにこちらに張り付き、途と切ぎれることのない射しや撃げきを行ってきていた。


　フィリップは決断を下した。


「もはやこれ以上の戦闘の継続に意味はあるまい」


　できればこの地でボルネリア軍を壊かい滅めつさせておきたいところだったが、〈風の戦乙女〉を有するボルネリア軍を壊滅させるとなると、手持ちの兵力だけでは不可能だろう。何より、フィリップにはまだやることがあった。いつまでも北の僻へき地ちにいるわけにはいかない。


　フィリップは大きく息を吸い、そして剣を振ふり上げた。指揮官としての最後の仕事をするために。


「反乱軍は無様に逃げ散ちっていくぞ！　全軍勝どきを上げよ！　我が軍の勝利だ！」


　それが、オルトーユ攻こう防ぼう戦せんの決着がついた瞬しゆん間かんだった。


　王国軍の兵士たちは大声を上げて自軍の勝利を喜び、そして無様に逃げ散っていくボルネリア軍の兵士たちを見て腹の底から笑い声を上げた。その勝どきは、すぐ傍にあった港町オルトーユにまで響くほどだった。


　オルトーユも、オルガスタにこそ劣おとるが大きな交易拠きよ点てんである。そこには多数の商人が滞たい在ざいしており、彼らの手によってこの勝利は瞬またたく間まに王国全土に知しれ渡ることとなるだろう。


　それは綱つな渡わたりの戦略を続けてきたボルネリア軍を一気に窮きゆう地ちに陥れ、そしてフィリップ自身の地位を確固たるものにすることになる。


　だが、このときのフィリップの表情は決して明るくなかった。


　実のところ、今回の戦いは、ほとんど開戦前から決着がついていたのだ。フィリップはパンドラの助言によって、ジェレイドの戦略を知っていた。ジェレイドが短期決戦を挑いどんでくるということが分かっていただけでも自軍にとっては相当有利であったし、ましてボルネリア軍の斥候の位置さえも簡単に知ることができた。


　だからこそ、いくらでも効果的な手が打てたのである。伏兵もそうだし、中央突とつ破ぱの戦術も同様だ。しかも、もし自分の戦術に誤りがあったら、パンドラが指し摘てきしてくれていたことだろう。


　何をやっても負けることなど有り得ない戦。むしろ、王国軍に対処の時間を与あたえず、こんな僻地にまで引っ張り出したジェレイドの戦略こそ称賛に値する。


　フィリップの表情がずっと曇くもりがちだった理由は、その辺りにあった。
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　夕刻。


　ジェレイド率いるボルネリア軍は、港町オルトーユから一・五里（約六キロ）ほど東方へと退却し、疲つかれた体に鞭むちを打って陣じん地ちを構築した。


　その指揮を執とったのは、ジェレイド当人であった。


「ジェレイドさま。お疲れでしょう、後は私に任せて少し休まれては……」


　顔色が悪いことでも察せられたのか、ベルハルトがそんな提案を持ちかけてくる。


「そういうわけにはいきません。今こそ僕がしっかりしないといけませんので」


　それはただの代だい償しよう行こう為いでもあった。自分の見通しが甘かったがゆえに、敵の動きを読み取り損ねたゆえに、多くの部下を傷つけ、死なせたのだ。せめて今日、すべての兵士が退却してくるまでは、とても休む気にはなれなかった。


　目に飛び込んでくるのは、痛みに耐たえながら槍やりを杖つえ代わりに歩く兵士、あるいは打ちひしがれ、顔には未だに恐きよう怖ふを浮かべている兵士の姿だ。中には、敗北の責任を追つい及きゆうするかのように、こちらに恨うらめしい視線を送ってくる兵士たちもいる。つい昨日まで自信と希望に溢あふれていた自じ慢まんの軍勢の姿は、もはやどこにもなかった。


　完全な敗北だった。


　記き憶おくを探る限り、これほど敗戦らしい敗戦を経験するのは、ジェレイドにとっても初めてのことだった。


　──なんてことだ……。僕はなんという愚おろか者ものだ！


　ボルネリア軍は、敗北してはならない。今までも勝ち続けてきたからこそ、多くの協力を得ることができたのだ。


　ここでの敗北がどんな悪循環を生むのか。それは想像するだけでジェレイドの精神を蝕むしばんだ。


　自分には何千もの兵士たちと、そして自分たちを支し持じしてくれる何万もの人々を護まもる責任がある。にもかかわらず、その責任をまっとうすることができなかったのだ。


　ジェレイドの後こう悔かいは尽つきることがなかった。自らを責め続ける。せめて自分の守れる範はん囲いの人々だけは守ろうと、あらゆる策を講じてきたが、時には他国の軍勢を引き込む真似まねさえした。それすらも無意味に多くの人々を傷つけるだけに終わったというのか。


　その事実は、ジェレイドをいつまでも苛さいなみ続けたのである。そしてついに、


「ジェ、ジェレイドさま!?」


　オリビアの悲鳴を、ジェレイドはどこか他人ひと事ごとのように聞いていた。


　ジェレイドは意識を失っていたのである。


　自分が血を吐はいて倒たおれたことには、とうとう気付かぬままだった。
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　同時刻。


　港町オルトーユには、八隻せきからなるガレー船団が停てい泊はくしていた。


　夕日に染まるその船団を、じっと見つめていた人物がいる。輸送船団を組織するようフィリップに命じられたラングレー伯はくである。


　と、その背後に部下の騎き士しがやってきて膝ひざを突ついた。


「伯はく爵しやくさま。フィリップ将軍が、ボルネリア軍に勝利したそうです」


「そうか」


　部下からのそんな報告を、ラングレー伯は驚きもせずに受け取った。


「……驚かれないのですか？」


「驚くも何も、フィリップ将軍ならそれぐらいのことはやるだろうよ」


　ここまでやってきたことを考えれば、この程度の結果はむしろ当然のように思えてくる。


　つくづく、信じられない。フィリップは言った。ガレー船を使って軍勢を輸送すると。しかも、人力ではなく風と潮の流れを最大限に活かし、昼夜を分かたず航行することで、必要な期日を大おお幅はばに短縮すると。


　言うのは簡単だが、実行するのは極めて難しい。正直なところラングレー伯は、同乗を命じられた際には海の藻も屑くずになることさえ覚かく悟ごしていた。


　しかし、フィリップはやってのけたのだ。それもこれも、驚くべきはフィリップの得体の知れぬ力だった。


　もし嵐あらしが来れば、ガレー船団などあっという間に海の藻屑である。それゆえ天候が崩くずれれば、あるいはその兆候を見せただけでも、すぐにも陸に避ひ難なんしなければならない。


　ところがフィリップは、天候を完全に読み切って見せた。いつ雨が降るかさえ正確に予想して見せたのだ。将たる者、天文の知識も必要とは聞くが、それにしても漁師でさえこれほど見事な予測はできないだろう。


　その上、夜の風任せ、潮任せの航行は座ざ礁しようの可能性が極めて高い。それゆえ今までは夜が来る度に上陸して朝を待つのが常だった。


　ところがフィリップは夜間の航行を強行した。これにはラングレー伯も肝きもを冷やしたが、フィリップは夜の闇やみの中でもはるか遠くの海中の岩まで見通すことができるのか、常に適切な針路を指示し、一度たりとも座礁することはなかったのだ。


　そのおかげで、ハディーサからこのオルトーユまで、わずか三日で到とう達たつできたのだ。わずか三日。何度考えても信じ難い。これまでその航路を進むには、順調にいったとしても八日は必要だったのだ。それが半分以下に短縮されるなど、常識を超こえている。


　ラングレー伯は、自分の人生の半分も生きていないフィリップという人物に、崇すう拝はいのごとき感情を抱いだき始めていた。フィリップならば、この国に新たな風を吹ふき込んでくれるかもしれないと。


「ラングレー伯」


　とそのとき、声をかけてきた者がいた。


　誰だれあろう、フィリップ将軍であった。


「これはこれはフィリップさま。この度の勝利、おめでとうございます」


「うむ。これで私の目的は達せられた。私は至急王都へ戻もどらねばならぬ。兵の半分はこの街の守りに置いていくとして、明日あしたの朝には四隻ほど船を出せるようにしておいてくれ。すぐさま王都へ帰るぞ」


「明朝出発ですか？　お忙いそがしいことですな」


「私の留守を狙ねらってよからぬことを企たくらんでいる輩やからがいるだろうからな。早々に黙だまらせなければならぬ」


「分かりました、それでは直ちに準備いたしましょう」


　もはやラングレー伯には、拒こばむ理由はなかった。それどころか、帰路でフィリップがどんな航海を見せ付けてくれるのかが楽しみなほどだった。


「しかしご存じの通り、ここオルトーユからハディーサまで帰き還かんするには、吹き付ける南風に逆らって南下しなければなりません。こればかりは往路のときのように風任せ、波任せとするわけにはいかず、漕こぎ手の力が必要です。私の経験ですと、半月近い日数が必要になると思いますが……」


「それならば問題ない。私はもう一つ別の航路を知っている。ここから南へ向かうのではない、まず大きく西へ動くぞ」


　ラングレー伯はもはや疑問を差さし挟はさまなかった。


　やはりフィリップは、また新たな奇き跡せきを見せてくれようとしている。いっそ喜ばしい気持ちになるほどだ。


「承知しました。それでは準備の方を進めておきましょう」





　こうして、ボルネリア軍を破ったフィリップ率いる王国軍は、即そく日じつオルトーユを出立し、王都への帰還の途とにつくこととなる。


　フィリップが、アレス再起の助言をパンドラから与えられたのは、その途と上じようのことであった。






　　　第四章　王都動乱
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　港町オルトーユを巡めぐる王国軍とボルネリア軍の攻こう防ぼう戦せんから、十日ほどが経過していた。


　ボルネリア軍が再び王国に牙きばを向き、城じよう塞さい都市オルガスタを支配下に置いたという情報は、王国全土に広まるにつれ混乱を生じさせた。


　ところが今度はそこに、港町オルトーユを巡る戦いで、フィリップ率いる王国軍が勝利したという報告が飛び込んできたのである。


　人々はまず王国の勝利に安あん堵どする一方で、次期国王とまで言われているフィリップが、王都を遠く離はなれ、オルトーユへ赴いていたことにことに驚おどろいた。もしこの時期に王都を留守にして、別の誰かが権力を握にぎり、王にでもなったらどうするのか。他方、一度は敗退を喫したボルネリア軍ではあったが、軍勢は未だ数千以上、しかもオルガスタはその支配下となったままであり、王国にとっては依然侮れぬ勢力を維持しているという。


　このように、この時期の状じよう況きようは極めて不ふ透とう明めいだった。


　貴族たちは、このままフィリップを支持すべきか否かで判断を迫せまられていた。


　商人たちもまた、戦争による特とく需じゆや品不足が発生するか否かで判断を強いられ、そして農民たちでさえ、万が一に備えて逃にげる準備をしておくか、その場合どれだけの金をかけて準備しておくかなど、様々な判断を迫られていたのである。この時期に明確な意志と目的とを持って行動していたのは、およそフィリップぐらいのものだったかもしれない。





　そんな中、〈風の戦乙女おとめ〉ことミーアの立場もまた複雑であった。


　港町オルトーユの攻防戦において、ボルネリア軍は敗北を喫きつした。その傷きず跡あとが完治するかも見定められぬまま、ミーアはジェレイドの承認を得て軍を離り脱だつし、一人の男の元へ──アレスの元へと駆かけつけたのである。褒ほめられた行こう為いではないと、自分でも思う。アレスを味方につけることができれば充じゆう分ぶんな利益になる──ジェレイドはそういってくれたが、自分はそれを言い訳にしているだけでは、とも思うのだ。


　それでも、たとえ我がままと言われてもアレスの元へ行きたかった。個人的に好意を抱いているから、というわけではない。アレスに対し、あるわだかまりがあったからだ。


　忘れもしない。まだ北との戦が続いていた第九の月のことだ。あの二人きりの夜、アレスは自分の傍そばから逃げ出した。その理由だけが、未だに分からないのだ。


　本当にさっぱり分からなかった。あのとき突とつ然ぜんアレスは怯おびえ出し、逃げ出したのだ。それっきりアレスの消息は途と絶だえ、次にミーアがアレスと再会したときには、なぜか彼は奴ど隷れいになっていた。


　そのときに受けた失望感は、今思い出しても並々ならぬものだった。


　ミーアがアレスに惹ひかれていたのは、その誰にも負けない強さ──ただ剣けんの腕うでだけではない、風の女王をも退ける意志の強さだ──と、そして自らを顧かえりみることなく人々を救おうとする真しん摯しな態度を何度も見せ付けられたからである。


　しかし再会したアレスには、そのいずれもが失われていた。こんな男に惹かれていたのかと、いっそ自分が腹立たしくなるほどであった。だがそんなとき、百年の時を生きてきたというリーエンノールの言葉に心を動かされたのである。


「誰にでも心の折れるときがある。ならば折れた心を戻す手伝いをしてやればよいだけの話ではないか」


　かくしてミーアはアレスの元に残る道を選び、結果としてアレスは心を取とり戻したのである。少なくとも表向きは、ミーアが付いて行きたいと思うような異性に戻ったのだ。


　そして今、ミーアは再びアレスと共に旅をしている。「王都へ行かなければならない」というアレスの言葉によって。


　それは同時に、ミーアの中のわだかまりを解く機会が巡ってくることをも意味していた。すなわち、なぜあの日の夜、自分の元から逃げ出したのかを。


　ゆえに、その日。王都へ向かう旅路での最中。


「ねえ、アレス。ちょっと付き合いなさいよ」


　夜営の準備も終わり、後は交代で眠ねむるだけという時になって、ミーアは行動を起こした。


「……ああ、分かった」


　突然の申し出に、アレスは「なぜ？」の一言も口にせず、従った。まるでこのときが来るのが分かっていたかのように。そして、リーエンノールやレオン、ルークといった旅の仲間たちも、それを遮さえぎろうとはしなかった。





　二人、連れ立って夜の森の奥へと入る。


　周囲にはもちろん人ひと影かげなどなく、聞こえるものといえば木々の間を風が吹きすさぶ音ぐらいのものだ。


　それはまさに、あの日の夜の再現だった。


「ねえ、アレス。分かってるでしょ？　あんたを呼び出した理由は」


「ああ、もちろんだ」


　アレスの口調は力強かった。つくづく、あの夜逃げ出したことが信じられなくなるほどに。


「じゃあ、聞かせて。あの日の夜、一体あんたの身に何があったの？　どうして、あたしの前から逃げ出したの？　それを聞かないと、あたし……前へ進めそうにないの」


「…………」


　アレスはすぐに答えなかった。長い沈ちん黙もくが続く。


「……私は、多くの勘かん違ちがいをしていたんだ」


　やがて、ゆっくりと、長い時間をかけてアレスは言葉を紡つむいでいった。よほど慎しん重ちように言葉を選んでいるのだろう。


「私は、こと戦いならば誰にも負けないと思っていた。……なんと言ったらいいんだろうな。私は自分以外の誰かの力を、さも自分のもののように考え……いや、これも違ちがうな。そうだな、こう言うのが一番なんだろう、きっと私は世間知らずだった上に自うぬ惚ぼれていたんだ」


　悔かい恨こんの二文字が、アレスの顔に浮うかんでいた。


「私が多くの戦場で生き残ってこれたのは、自分の力ではなかったんだ。おまえから逃げたあの夜、唐とう突とつにそのことに気付かされたんだ。だから、私はすべてが怖こわくなったんだ」


「……それが、あの夜に？　しかも、そんなに唐突に？」


　ミーアとしては当然の疑問だった。


「そうだ。信じられないかもしれないが、本当にすべてが突然のことだった。だから戸と惑まどってしまったんだ。なぜあの時節だったんだろうとも思う。だが、私もここ数日考えて分かったんだ。あの時節だからこそ……ボルネリア軍と王国軍が和平を結び、北との戦争も終わりかけていたあのときだからこそ、私の身にあのようなことが起こったのではないかとな」


　何のことを言ってるんだか、分かるようで分からなかった。


　確かにあのときは、多くの戦が終わり、これから平和に向かうのではないかと誰だれもが考え始めていた。


「つまり、あんたみたいな騎き士しが剣を振ふるう機会がなくなりそうだから……だから、怖くなったってこと？」


　もどかしそうに、アレスは首を横に振った。


「違う。そうではないんだ。私のような武人が役に立たない時代が来たのなら、それは喜ぶべきことだろう。そうではなく、本当に私は、文字通り、力を失ったんだ。私は自分のものではない力に頼たより、それによって得た功績がすべて自分のものだと考えていた愚おろか者ものだったんだ」


　悔くいるように、アレスはうつむいた。


「今思い出しても恥はずかしい。私は武人として、いつ死んでもいいと決心していた。そう、死は常にそこにあるものと、覚かく悟ごしていたつもりだったんだ！」


　怒いかり、あるいは苛立たしさをぶつけるように、その声は森の中に響ひびき渡わたった。


「だが、すべてはとんでもない思い込みだったんだ」。一度怒ど鳴なって気分も落ち着いたのか、また静かに続ける。「なぜなら私は、死とは一番遠いところにいたからだ。死を覚悟しているつもりだったが、その実何をしても自分が死ぬはずがないと私は知っていた。あの夜、そのことを思い知らされた。だから……あのときになって初めて具体的に死というものが感じられるようになって、すべてが怖くなったんだ。そう、おまえさえも。だから私は……逃げたんだ」


「……そう」


　実のところミーアには、アレスの言っていることの意味がすべて分かったわけではない。


　アレスは常に戦場にいた。もっとも死に近いところにいたはずなのだ。にもかかわらず、死から一番遠いところにいたとはどういうことか。


　しかし、アレスが必死に言葉を紡いでいる様子はありありと分かる。とても噓うそを言っているようには見えない。


　ふと、ジェレイドの言葉が思い出される。一度だけジェレイドはこんな話をしたことがあったではないか。アレスには精せい霊れい、あるいは悪あく魔まともいうべき存在が取り憑ついており、それゆえにあれほどの武勇を誇ほこることができたのではないかと。


　その推測を信じるのなら、ミーアにも多少は理解できる部分はある。つまりあの日の夜、アレスに取り憑いていた何かが突然消失し、それゆえアレスは混乱し、すべてから逃げ出したのではないかと。


「一つだけ確認させて、アレス。あんたに何があったのかは分かったわ。でも、もうその迷いは、吹ふっ切ったのよね？」


「ああ、そうだ」


　アレスは力強く頷うなずいた。


「私は自分が間ま違ちがっていることにようやく気付いたんだ。いや、おまえやガルムスたちが気付かせてくれたというべきだろうな。確かに私は今まで卑ひ怯きような方法で戦ってきたのかもしれない。だが、私が積んできた訓練や経験そのものは、何なん人ぴとにも否定できるものではない。それに、おまえはこう言ってくれたな。自分と同じような境きよう遇ぐうの子をもう作りたくはない、そのためならば父から受うけ継ついだ力を振ふるうことにも躊躇ためらいはないと。そうだ、その通りだ。正しいことのために剣を振るうならば、私の悩なやみなどどうでもよかったんだ」


　アレスの語調は、力強かった。


「私はきっと器の小さな臆おく病びよう者で、騎士としては恥はじさらしの部類に入るのだと思う。武名を上げられたのは、ただ運がよかっただけだ。人から称しよう賛さんされる資格などない。だが、それがどうしたと、今ではそう思えるようになったんだ。私は私にできることを、すべきことをする。それだけのことだ」


「……そう」


　力強く語り続けるその様を見て、ミーアはすべてを許しかけていた。


　かつてエルフのリーエンノールや、行商人ヴェリックが言っていたように、人は生きている限りいつか挫ざ折せつを経験し、そして成長していくものなのだろう。そしてその挫折というものも、他人から見ればなんということはない些さ細さいな悩みなのかもしれない。


　一つ確かなことは、アレスはそんな挫折を経験し、そして乗のり越こえたのだということだ。なら、もういい。アレスに対する自分の気持ちを整理するにはまだ少し時間が必要かもしれないが、それもそう長いことではないだろう。


　これから自分は再びアレスと旅を続けることになる。その旅の中で、再びアレスを見つめ直そう──ミーアはそう考えていた。そしてもしアレスに、以前よりも魅み力りよくを感じるようなことがあったなら。そのときは、あの夜の続きでもしてやればいい。


　ただ、ミーアにはその前にもう一つ確かめておかなければならないこともあった。


「ねえ、アレス。あんた、王都でやることがあるって言ったわね？　それって……王女さまに会うことなの？」


　それは、本来なら聞くのが躊躇われる質問だった。


　アレスの答えが恐おそろしいからだ。アレスとクラウディア王女がただならぬ仲だという話は幾いく度ども耳にしたことがある。


　つまり、アレスが王都に向かう目的というのが、たとえばクラウディア王女に想いを告げに行きたい──といったものだった場合、ミーアの心境は極めて複雑なものとなってしまうのだ。


　しかし、アレスの返答はまったく意外なものだった。


「リィズのことを、覚えているか？」


「リィズ？　ああ、あんたと一いつ緒しよにいた奴ど隷れいの女の子ね」


「そうだ。私は、あの少女と約束をした。皆みんなを助ける、とな。私はもう誰かを救うために剣けんを振るい、それによって自身の恥をさらすことに躊躇いはない。だが、国王陛下が亡くなり、混こん沌とんとしたこの状じよう況きようだ。何のために剣を振るうのが正しいことなのか、その答えだけが分からない。ミーア、おまえは言ったな。ジェレイドは、正しい力の使い方を教えてくれる、だから彼に従い強大な力を振るえるのだと。おまえにジェレイドがいるように、私にはクラウディアさまがいるんだ。だから、クラウディアさまの声が聞きたい。私の一歩は、多分それがないと始まらないんだ」


「…………」


　ミーアの心境は、やはりなおも複雑だった。


　当初抱いだいていた心配こそ杞き憂ゆうだったものの、やはりアレスにとって、クラウディアという異性の存在が大きいことに変わりはないらしい。アレスがクラウディアに頼ろうとしているのは、本当に主従の関係ゆえなのか。それとも、何か他の感情が干かん渉しようしているからなのだろうか。


　だとしても、考えを変えさせる気にはなれなかった。アレスはクラウディアに会わないと何も始まらないと言った。ならば会わせるべきだ。でなければ、クラウディアに不公平ではないか。


　そして、それでもなおアレスが自分の惚ほれる相手に相応ふさわしいと思ったそのときには──クラウディアに宣戦を布告し、アレスを押おし倒たおしてやればいい。


「分かったわ、アレス。あんたの考えはよく分かった。そういうことならもう何も言わないわ。一緒に行きましょう、王都に。王女さまと会って、話はそれからね」


「……ああ、そうしてくれると助かる。私にだって、おまえに随ずい分ぶんひどいことをしたという自覚はある。未だに私を見捨てないでいてくれて、正直嬉うれしいよ」


　アレスという男は、基本的に朴ぼく念ねん仁じんだがそういう言葉をすっと言ってのけることがある。このようなとき、ミーアとしてはなんとも気き恥はずかしく、反応に困ってしまう。嬉しいような腹立たしいような気分に陥おちいるのだ。


「さて。そろそろ皆の元に戻もどろう。要らぬ心配をかけるしな」


「待って！」


　足を翻ひるがえしかけたアレスを、ミーアは反射的に制止していた。


　そう、話はまだ終わっていないのだ。アレスは明らかに本心で接し、語ってくれた。となれば、ミーアにもしなければいけないことがあった。


「いい機会だから言っとくわ。あたしも……あんたに謝らないといけないことがあるの」


「何のことだ？」


　アレスは心底不思議そうに小首を傾かしげた。


「私はおまえに助けられてばかりなのだぞ。謝られる覚えなどないが」


「あんたの剣のことよ。あの夜、あんたは二本の剣を捨てていったでしょ？　それをあたしが拾っておいたんだけど……。どうもそのうち一本を盗ぬすまれたらしいのよ。聞いたわ、王太子殿でん下かを殺した剣って、あんたの剣だって話なんでしょ？　多分それ……あたしのせいだわ。あたしが、剣を盗まれたから……」


「なんだ、そんなことか」


　ミーアとしては自分の恥をさらしているような心境だったが、アレスは怒おこるどころか安心したと言わんばかりに胸をなでおろしていた。


「そんなことを気にする必要なんてない。そもそもの問題は、大事な剣を捨てていった私にこそあるのだからな。むしろ礼を言いたいぐらいだ、私の大事な剣を拾っておいてくれて助かった、とな」


「そ、そう？　やっぱりそうよね、あたしもそう思ってたのよ。そもそもの原因は、あんたがあの夜逃にげ出したことにあるんだしさ、ほら」


　ミーアとしては責任を転てん嫁かするつもりはなかった。しかし責任の押し付け合いをして、場の空気を暗くしても仕方ない。それゆえ冗じよう談だん交じりに明るく笑い飛ばそうとした。


「そうだな。多分、これ以上この話題を続けても仕方がない。すべては過ぎたことだ、もう忘れてくれ」


「ええ、分かったわ」


　それから二人は、どちらからともなく並んで夜の森を歩きだした。


　ややしばらくは無言だったが、なんとなく重い空気に耐たえられず、ミーアは口を開いた。


「それにしても、あたしから剣を盗んで王太子を殺害した犯人って……やっぱりフィリップなのかしら」


「……だろうな」


　ごく自然に、だが力強く、アレスは同意した。


　フィリップという人物については、自分よりアレスの方が詳くわしいのだ。そのアレスが推測とはいえそのように断言するとは、やはり本当にフィリップが犯人なのかもしれない。確かに、国王と王太子が死に、一番得をしているのは次期国王と言われるフィリップなのだ。あながち間違っているとは思えない。


「じゃあ、どこかでこの借りは返してやらないとね」


「ああ。必要があるなら、そうしなければな」


　ミーアは不敵に笑い、そしてアレスは力強く頷くのだった。
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　王国暦れき八十三年第十一の月五日。


　この頃、王都ヴァンフィールにおいてある噂うわさが流れていた。フィリップが王都を留守にしてすでに半月ほどが経過しており、その隙を突いて玉座への野望を抱く誰だれかが、何らかの行動を起こすのではないか──と。


　その噂は正しかった。まさにこの日、王都ヴァンフィールにおいて大きな動きが生じようとしていたのである。





「カルレーンさま！　一体どういうことですか！」


　その日の午前、国務大臣カルレーン秘蔵の間かん者じやであるベアトリスは、主の私室へと無断で踏ふみ込んだ。


　このときカルレーンは見事なまでに上質な衣服を着こなし、まるで何か覚かく悟ごを決めたかのようにじっと窓の外の光景を見ていた。


　なぜカルレーンがそのような雰ふん囲い気きをまとっているかを、ベアトリスは知っていた。今日、国のために命を賭かけるためだ。


「……やはり気付いたか。間者相手に秘密を守るのは難しいものだな」


　ため息混じりにそう呟つぶやくカルレーンに、ベアトリスは詰つめ寄よった。


「なぜです!?　今日これから決起するということを、なぜわたしに黙だまっていたのですか!?　わたしはカルレーンさまの手足です。カルレーンさまがお国のために決起なさると聞き、共に死地に赴おもむくことも覚悟もしていました！　それなのに、なぜお声をかけて下さらなかったのですか！」


「落ち着け。ふう、やむを得んな、これは後で執しつ事じにでも渡わたさせようと思っていたのだが……こうなった以上は仕方あるまい。実はな、ベアトリス、おまえに託たくしておきたいことがあるのだ」


「え……。どういうことでしょう？」


　カルレーンの命令は、ベアトリスがまったく予想だにしないものであった。


「私はこれよりフィリップの留守を狙ねらってクラウディアさま擁よう立りつのための行動を起こすこととなる。クラウディアさまの同意は得ているし、フィリップも当分戻ってこない以上、成功する可能性は充じゆう分ぶんにあると見ている」


「はい。同感です」


「しかし、妖よう魔まと手を組んだことといい、反対派を次々処理していく手際といい、フィリップは考えていた以上に危険な男だ。そのフィリップが、こうもわざとらしいほどに王都を長期間留守にしているのだ、案外何か備えがあるのかもしれぬ。私が生きてこの館やかたに戻ってこれる保証はない」


「承知しておりますわ。そのときはわたしの全身全ぜん霊れいをかけて、カルレーンさまをお守りいたしましょう」


「いや、それにはおよばぬ。ベアトリス、おまえにはある重要な任を頼たのみたい」


　カルレーンは、厳重に蠟ろうで封ふうがされた手紙を差し出した。


　黙ってそれを受け取る。


「これは……？」


「おまえは今すぐ王都を発たて。そしてもし私の決起が失敗したことが分かれば、ファノヴァール伯はくアレスを探し出し、その手紙を渡してくれ。ファノヴァール家と王家とを結びつける秘密について、私の知っていることが書いてある」


「ファノヴァール家と、王家の……!?」


　心の動どう揺ようを表に出すことのないよう訓練してきたベアトリスであっても、このときばかりは平静を装うのに失敗した。


　ベアトリスは、かつてカルレーンからアレスの暗殺を命じられたことがあった。そのときからある疑問を抱いていたのは確かだ。なぜカルレーン侯こうは、こうもアレスに執しゆう着ちやくしているのかと。


　もちろん納得のいく理由は聞かされていた。たとえば当時アレスは一いつ騎き当とう千せんの武力を有し、その名声は今は亡きハインツ王太子をもしのぐほどであった。もし将来アレスが野心を抱くようなことになれば、国は乱れる。それゆえ危険な芽は早期に摘つみ取とっておくべきだ──と。


　だが今、そこに新たな理由が加わろうとしている。カルレーンはこう言った。ファノヴァール家と王家とを結びつける秘密──と。ということはつまり、ファノヴァール家には世に知られていない秘密があるということだ。それも、王家と結びつくような秘密とは一体何事か。


「……質問したいことがあるのですが、遠えん慮りよした方がいいのでしょうか？」


「知らぬ方がよい。少なくとも今はな」


「では、一つだけ申し上げさせてください。それはわたしの手からではなく、カルレーンさまが直接ファノヴァール伯に伝えるべきではないでしょうか。ファノヴァール伯は義に厚い方です。カルレーンさまが何を存じているのかは分かりませんが、すべてを話せば力を貸してくれるのではないでしょうか」


「…………」


　カルレーンは沈ちん黙もくして再び窓の外へと視線を向けた。


「確かに、国王陛下と王太子殿下が亡くなられたときから、そうすべきではないかと考えもした。だが、もう遅おそい。そうするには大き過ぎる障害がある」


「障害……？」


「私のことだ。私はあの者に仕える資格を持っておらぬ。それに、もし私が目的を無事達成できたのなら、何も問題はないのだ。ひとまずはクラウディアさまに権力を集中させ、女王として即そく位いさせるか、あるいは人望のある人物をその婿むことして、国を治めさせる。だがもし決起が失敗すれば、少なくとも私は殺されるだろうし、下手をすればクラウディアさまのお立場にも危険がおよぶ。そのときはその手紙に書かれた事実が生きることになるだろう。それこそが私にできる王家への最後の忠義であり、ファノヴァール伯はく爵しやく家にできる唯ゆい一いつの償つぐないなのだ」


　話を聞く度、事の深刻さが分かる。


　ベアトリスとしてはカルレーンと共に死地へ赴くつもりだったが、とても断れそうにはない。


「承知いたしました。もし事あれば必ずやこの手紙をファノヴァール伯に手て渡わたしましょう。そしてその後で、私もカルレーンさまの後を追いますわ」


　ベアトリスもまた、決意を込めて言った。


　その言葉に、初めてカルレーンの目がベアトリスへと向けられる。


「馬ば鹿か者もの。おまえはまだ若い。後を追うなどと無む駄だなことを考えるな」


「お言葉ですがそれは従えません。確かにわたしはカルレーンさまに雇やとわれている一間者に過ぎません。ですが、わたしの半生はカルレーンさまと共にありました。カルレーンさまを失い、のうのうと生きていられるほどわたしも厚顔ではありませんわ」


「ならぬ。私はアレス卿きように貸しを作ってしまったのだ。おまえにはその貸しを少しでも返してもらわねばならぬ。重ねて命ずる。私の死後はアレス卿を主とし、全身全霊をもって仕えよ。それが最後の命令だ」


「……カルレーンさま」


　胸が熱くなるのを、ベアトリスは感じていた。


　かつてアレスの暗殺に失敗したとき、ベアトリスはカルレーンに言ったことがある。アレスは実にいい男だったと。


　ひょっとしてカルレーンはそのことを覚えているのではないか。そしてこれからは好きな男のために生きろとそう言ってくれているのではないか。


「そんなこと、できるわけがございません。カルレーンさまは命を賭けて国に尽つくそうとしているというのに、わたしは蚊帳かやの外にいろと、そう仰おつしやるのですか」


「そうだ。これは命令だ。言ったはずだ、ファノヴァール家と王家の間にはある秘密があるとな。私の忠誠は王家に捧げてきた。おまえがアレスに仕えるのも、その一いつ環かんだと思え」


　ベアトリスにはもはや言葉が思おもい浮うかばなかった。


　ベアトリスにとって、カルレーンはやりがいのある生きる道を与あたえてくれた恩人だった。もちろん過か酷こくな任務を与えられたこともあるが、それとてベアトリスがカルレーンのために望んでやったことなのだ。ベアトリスにとって、カルレーンは父も同然だった。


　その父は死地へ赴き、自分には生きろという。


　涙なみだがぽろぽろと溢あふれてくる。感情を隠かくすのは得意だったはずだが、嗚お咽えつをこらえるのに精せい一いつ杯ぱいで声一つ出せない。


　カルレーンが、肩かたの上に手を乗せた。


「泣くな、ベアトリス。必ずしもこれが今こん生じようの別れとなるわけではあるまい。私にはそれなりの成功の目算があって、事を行おうとしているのだからな。そのように泣いては、明日あしたにでもばったり再会したときにお互たがい気まずくなるだけだぞ」


　信じられなかった。あのカルレーンが、冗じよう談だんのようなことを言っている。


　いよいよカルレーンの覚悟のほどが伝わってくる。しかし、そうまでして自分のことを思ってくれているカルレーンのことを考えると、これ以上泣いてはいられなかった。


「は……はい。うまくいくことを、お祈いのりしております……」


　どうにか無理矢理笑顔を作る。


「よし。では、私は行く。おまえも旅支度を終えたら今日中に王都から離はなれよ。明日になれば、いつフィリップの手の者がやってくるか分からんからな」


「分かりました。どうか、どうかお元気で」


　カルレーンは二度と振ふり返かえることなく、部屋を出て行った。


　一人残されたベアトリスは、一度涙を拭ぬぐうと大きく深呼吸した。


　感情を落ち着かせ、いつもの自分に戻もどろうとする。試みはうまくいき、この部屋へ入ってきたときとまったく同じ表情をして、旅支度を整えるべく自室へと戻っていく。





　こうしてカルレーンは、ベアトリスを巻き込むまいと、彼女を屋や敷しきに残し、自らは王城へと向かった。


　だが、そんなカルレーンの処置が、思わぬ形で二人を特異な運命へと誘いざなうこととなる。
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　王都ヴァンフィールには、毎日一万人近い人の出入りがある。


　もちろん主要な城門には近この衛え騎き士し団第一軍直下の警備兵がおり、怪あやしい人物が出入りすることのないよう警けい戒かいの目を光らせている。


　しかもこの頃ごろは内乱や戦争、ベルセルム四世の逝せい去きよといった大事件の数々により、王国全体の治安が低下していた。王都外部の混乱を持ち込ませないためにも、城門での取り締しまりはいつになく厳しさを増し、城門の前には長い行列ができていた。


　この頃、兵士たちが特に血眼になって探していた人物を一人挙げるとすれば、それはハインツ王太子の死に深い繫つながりがあるとされ、さらに後ろめたいことがあることを証明するかのように、人の目から逃のがれ続けている人物──ファノヴァール伯アレスであっただろう。


　その風体はよく知られており、もしアレスが城門を通ろうとすれば、確実に見つかり小さからぬ騒そう動どうが起こっていたことだろう。


　にもかかわらず、このときすでにアレスの姿は王都の中にあった。五人の仲間と共に。


　城門の警備は完かん璧ぺきに近かった。しかし、城門や王都内の警備を厚くすれば、その分手て薄うすになる部分もある。


　たとえば、城じよう壁へきの上がそうである。もともと高い城壁を乗のり越こえて入ってこようとする侵しん入にゆう者など少ないし、いるとしても夜中のことである。まさかこの時世に、それも真昼間に城壁を乗り越えてやってこようとする侵入者がいるなどとは、誰だれも思っていなかったのだ。


　その欠点を突つくかのように、アレスたちは風の精せい霊れいによって城壁上の人の動きを察知し、縄なわをかけて城壁を突とつ破ぱしたのである。


　問題はオルトスら愛馬をどうするかということだったが、それも面の割れていないレオンが騎士の格好をした上で堂々と城門をくぐることで簡単に突破することができた。


　かくして、現在王都でもっとも有名なはずの指名手配犯の一行は、ゆうゆうと王都内で合流することができたのである。


　もっとも、さすがに素顔のままで兵士の蠢うごめく王都を歩く気にはなれない。それゆえにアレスなどは、旅の修道士を装って、目ま深ぶかなフードのついた外がい套とうをまとっていた。


　いかなる偶ぐう然ぜんか、第十一の月五日、正午ごろのことである。





「なるほど、これがこの国で一番栄えている都市というわけか」


「さすがに王都だけあるわね。本当にでっかいわ」


　五人の不法侵入者のうち、王都へ入った経験のある者はアレスとレオン、それにリーエンノールの三人である。それゆえ、ルークやミーアなどは物もの珍めずらしそうに王都の町並みを眺ながめていた。


「私も王都は久しぶりだが、もう少し華はなやかな街ではなかったか？　どうも雰ふん囲い気きがいつもより暗い感じがするのだが」


　リーエンノールの指し摘てきは、誰もが頷うなずくところだった。


「……確かに、いつもと雰囲気が違ちがうな」


　これまでの人生において、アレスが王都で過ごした期間は決して短くはない。ゆえに、すぐに分かった。王都の雰囲気が、明らかにいつもと違っていることに。


　街中で見かける兵士たちの数が多く、それゆえに人々が萎い縮しゆくしているというのは間ま違ちがいないだろう。あるいは、国王や王太子の死が、未だ影えい響きようを及およぼしているのかもしれない。


　だが、街の中を進むアレスたちは、間もなく街の空気を重くしている最大の原因を見つけることとなる。


「な……なんだ、あれは……」


　王都の広場において、アレスたちはそれを見つけた。


　巨きよ大だいな鉄の格子だ。まるで動物の見世物小屋のようにも見えるが、それにしては大き過ぎる。しかもその鉄格子の内外は、明らかに人のものと思える血で薄うす汚よごれていた。およそ華やかな王都には不ふ釣つり合あいな光景だった。


　アレスたちの疑問は、周辺の市場で聞き込みをしてきたレオンによって明かされることとなる。


「あれはフィリップが設置した処しよ刑けい台なんだってさ。時折、あの牢ろう屋やの中に罪人と妖よう魔まが放り込まれて、決けつ闘とうさせられるらしい。罪人が勝てば無罪放ほう免めん、負けたらそのまま妖魔の餌えさってな。もっとも、今まで勝った罪人なんて皆かい無むらしいけど」


「何よそれ。趣しゆ味みが悪いったらないわね」


「まったくだな、フィリップとやらの人ひと柄がらが知れるぜ」


　ミーアやルークは、苦虫でも嚙かみつぶしたような顔をしていた。


　アレスも同感であったが、ただ一人、リーエンノールだけが涼すずしい顔をして意外なことを口にする。


「そう否定するものでもなかろう。確かにこの街には活気が欠けているように見えるが、見たところ乱れている様子はない。恐きよう怖ふをもって治安を維い持じするというのは多少なりとも有効なのだろう」


「馬ば鹿かな！　人の死を見世物にして治安を維持するなどという方法が正しいとは思えん」


　それはアレスの本心だった。


　王都の治安が乱れている様子が見受けられないのは事実だ。だが、同時に王都からは活気すらも失われている。そんなやり方は、絶対に間違っている。


「そう頭ごなしに否定するものでもなかろう。妖魔妖魔とただ唾だ棄きするのではなく、手を組もうなどなかなか考えられることではないし、ましてや実行に移すことはもっと至難だろう。フィリップという男、なかなか大した人物だと思えるがな」


「信じられないこと言うわね。妖魔の残ざん虐ぎやくさはあんただって知ってるでしょ？　そんなのと手を組むなんてどうかしてるとしか思えないわ」


「そうはいうがな。グリア大陸のどの国も、妖魔の害には手を焼いているし、妖魔を殲せん滅めつしようと何百年と手を尽くしてきた。にもかかわらず生命力の旺おう盛せいな妖魔は未だあちこちにいる。ならば飼かい馴ならすことを考えてもいいとは思うがな。うまく扱あつかえるのなら兵士や労働力の代わりにもなるだろうし、ただ敵対してるよりよほどマシだと思うが。案外、ジェレイドとてフィリップの立場にあったら同じことをしたかもしれんぞ」


「ちょっと、いくらなんでもそれはちょっとひどいんじゃ──」


　と、ミーアはそこまで言いかけたところで目を逸そらした。


「やりかねないかもね、ジェレイドなら」


「…………」


　アレスとしては、複雑な心境だった。


　フィリップがパンドラの力を得ているとして、一体何をしようとしているのか。妖魔と手を組んだことは確かに非難したくなるが、リーエンノールが言ったように、もし妖魔と今後戦う必要がなくなったというのなら、王国にとっては大きな利益になるのではないかという気もする。


　やはり、クラウディアの言葉を聞きたいと心底思う。たとえ生いき恥はじをさらすことになってでも自分は何をすべきなのか、それを知りたい。


「とにかく、いつまでもここに居たって仕方ないだろう」と、レオンが言った。「今はここに来た目的を果たすべきじゃないのか？」


「もっともな意見だな」リーエンノールも頷く。「アレス、これからどうする？　確かこの国の王女に会いたいんだろう？　そうなると王城へ忍しのび込むことを考えねばなるまいが、そう簡単にはいくまい」


　その指摘はもっとも過ぎた。


　王都に入るだけでも、少しばかり骨を折らねばならなかったのだ。王城周辺の警備がさらに厳しいであろうことは容易に想像できる王城の内外の地理については詳くわしいつもりだが、だからこそ忍び込むことの難しさもよく分かっている。


　だが、そのことはクラウディアに会いに行くと決めたときからずっと分かっていたことだ。それゆえに、この王都までの旅路の中で、アレスも解決策の一つぐらいは考え出すことができていた。


「……一つだけ心当たりがある。説得は難しいかもしれないが、うまくいけば隠おん密みつにクラウディアさまと会う機会をくれるかもしれない」


「どういうこと？」


「国務大臣のカルレーン侯こう爵しやくだ。あの方に力を貸してもらえれば、なんとかなるはずだ」


　それは奇き妙みような運命の帰結であった。


　アレスにとって、カルレーンという人物は、やや厳格ではあるが王家に仕える忠臣であった。そして王国の内情に、恐おそらく誰よりも詳しい人物でもある。彼に話を聞くことができれば、フィリップに関する情報だって手に入るだろうと、そう考えていた。


　無論、説得は難しいだろう。アレスには自分が口下手という自覚はあったし、なによりハインツ王太子殺害の容疑がかかっている身なのだ。問答無用で兵士に突き出される可能性もある。


　だが、カルレーン侯こうが比類なき忠臣であることは間違いない。もしカルレーン侯が自分を捕とらえようとしたならば、彼はそうすることが国のために繫がると考えているということになる。だが逆に、もしカルレーン侯がフィリップのやり方に対し、何らかの反感を抱いだいているのであれば、必ずや力を貸してくれるだろう。


　もちろんアレスは知らない。当のカルレーンによって、自らが暗殺されかけたことがあるという事実は。





　　　　　　　４





　カルレーン侯が、決起に向けた準備が始めたのは、港町オルトーユにてフィリップ率いる王国軍がボルネリア軍を撃げき退たいしたとの報が入ったとき──すなわち、第十の月二十一日ごろのことである。


　実のところそれまでフィリップの所在は、カルレーンにも分からなかった。ある日王都から姿が見えなくなったかと思うと、突とつ然ぜんオルトーユにいることが分かったという有様である。


　しかもフィリップは、同日中に船を使ってオルトーユから王都への帰き還かんの途とについたことが分かっている。


　オルトーユから南の港町ハディーサまでは船を使った場合、およそ半月はかかるという。さらにハディーサから王都までは徒歩で三日。どんなに早くても、フィリップが王都へ帰還するまでには二十日の猶ゆう予よがある。それゆえに、この隙すきを狙ねらってカルレーンは決起に向けて動き出したのだ。


　まずカルレーンは慎しん重ちように慎重を重ね、騎き士しや貴族の中から人材を集め始めた。フィリップの不興を買う覚かく悟ごで未だ王家に忠誠を誓ちかっている者、忠誠はともかくフィリップを次の王とすることに反対している者、あるいは表向きフィリップに協力してはいるが、決して心からの忠誠を誓っていない者──。


　何しろ、すでに王都においては、フィリップがかなり地じ盤ばんを固めており、下手に決起のことを話せばこちらの身が危ない。それゆえカルレーンは、慎重に長い時間をかけて同志を探しだし、決起のことを決して悟さとられぬよう、カルレーン自ら接せつ触しよくしていったのだ。そして長い時間をかけて信しん頼らいの置ける人物だと確信できた者には、いよいよ腹を割って話を持ちかけた。王家のため王国のため、一ひと肌はだ脱ぬいではくれぬか──と。


　そして、王国暦れき八十三年第十一の月五日を、カルレーンは決起の日と定めた。北の港町オルトーユにてフィリップが目もく撃げきされたのは、半月前。今フィリップは、かなりハディーサに近づいているとはいえ、未だ船の中であろう。


　港町ハディーサにフィリップが辿たどり着ついたときには、すでに本ほん拠きよ地ちたる王都が奪うばわれているという状じよう況きようにするのが、カルレーンの理想だった。フィリップが侮あなどれぬ人物であることは分かっているが、狭せまいハディーサに閉じ込められれば何もできないだろう。そう考えたのである。





　そして、その日──第十一の月五日、夜。王城のすぐ近くにある貴族の家に、カルレーン侯と将兵の一団が集っていた。


　その数、およそ五百人。


「カルレーンさま。準備、整ってございます」


「うむ」


　兵を集めたのは、近衛騎士団第一軍に属する近衛騎士コンフォルトである。次期将軍との呼び声も高く、大勢の兵を率いた経験もあるコンフォルトは、老ろう齢れいゆえにかつての武勇は失われていたが、その代わり統率力と人望という点では高い評価を受けていた。


　それに、もともと近衛騎士団第一軍は精せい鋭えいであると同時に、王家を直接守る重責を担う軍勢でもある。それゆえ第一軍に所属する将兵には、武芸はもちろんのこと王家への忠誠が求められる。


　第一軍の将軍ドルクスはすでにフィリップの派は閥ばつに取り込まれてしまったが、コンフォルトには未だ王家への厚い忠誠心があることが分かった。それゆえカルレーンは彼に兵のとりまとめを任せたのである。


　もっとも、コンフォルトが裏で兵を集めていたことは、ドルクス将軍も黙もく認にんしてくれていたのではないかともカルレーンは思っている。そうでなければ、いくら次期将軍といえど、一近衛騎士が五百人もの兵を動かすのは困難なはずなのだ。


　そういった出来事があると、カルレーンにもこの王都にはまだまだ王家に忠誠を誓う武人が多いのではと思えてくる。今夜の決起は、きっと成功するだろう。


　居並ぶ忠義の騎士たちに、カルレーンは告げた。


「皆みなの者、決起の時は来た。今はこれ以上の言葉は要るまい。今こ宵よい我らは王城からフィリップの勢力をすべて排はい除じよしなければならぬ。そして然しかる後、クラウディア王女殿でん下かの身み柄がらを我々の手に取とり戻もどし、フィリップを反逆者とする布告を王国全土に出すのだ。難しいことではない、フィリップは今王都を留守にしているのだし、この時刻まで王城に残っている者はそうはおらぬ。まして私の他にも無数の協力者がいるのだからな」


　ここが戦場ならば、騎士たちは大声で気合いの声を上げただろう。だが今はあまり目立つこともできず、騎士たちは力強く頷うなずくだけだった。


「カルレーンさま、件くだんの妖よう魔まどもはどういたしましょう？」


「もちろん見つけ次第殺せ。この王都に妖魔など不要だ」


「は、承知しました」


「では私は先に行くぞ。コンフォルト卿きよう、手て筈はずどおり頼たのむ」





　　　　　◆





　コンフォルト率いる一団は、夕ゆう闇やみの中、整然と王城の正門前へと向かった。


　正門はすでに閉じられ、人の出入りも完全に途と絶だえている。コンフォルトは、その門の上で警備についていた近衛騎士たちに向かって叫さけんだ。


「私は近衛騎士団第一軍の近衛騎士コンフォルトだ。門を開けて頂きたい！」


　王都において、次期将軍とも言われるコンフォルトの名を知らぬ者はおらず、彼の要よう請せいともなれば、逆らえる騎士はそうはいない。しかし王城を守る騎士たちは王家を守る最後の砦とりでである。彼らには必要とあれば、相手が将軍であっても逆らうだけの気き概がいがあった。


「このような時間に軍勢が入城するなどという話は聞いておりませぬ。一体何事でございますか」


　門を守っていた近衛騎士は、城じよう壁へきの上からあくまで慇いん懃ぎんに訊たずねた。


「王城内に賊ぞくが出たとの報告があったのだ。我らは王女殿下を守らねばならぬ、直ちに入城させて頂きたい」


「我らはずっとこの王城に詰つめておりますが、そのような話聞いたことがありませぬ。ましてや許可なくそれほどの軍勢を城内に招き入れることなどできませぬ。ドルクス将軍閣下に使者を出し、事の次第を確認してまいりますのでしばしお待ちを」


　だがそのとき、門を守る近衛騎士たちの耳にも、ある叫び声ごえが聞こえてきた。


「賊が出たぞ！」


「賊はすでに城内に入った！」


　声の出所は、紛まぎれもなく城の中からであった。


「そらみたことか。クラウディアさまをお守りしなければならぬ。至急門を開けよ」


　しかし、それでも王城の文字通り最後の門を守る近衛騎士たちは、慎重でありかつ用心深かった。


「おかしくはありませぬか。賊が入ったなどという話は門を守る我々ですら今聞いた話。近衛騎士団第一軍が動いたにしてもあまりにも動きが早すぎませぬか」


　もっともな言い分であり、コンフォルトは思わずなんと返したものかと一いつ瞬しゆん言葉に詰まったはずだった。


　だがそのとき、


「彼らは私が呼んだのだ」


　門番を守る騎士たちに声をかけたのは、誰だれあろう国務大臣カルレーン侯爵であった。


「どうも連れん絡らくに齟そ齬ごがあったらしいな。しかし城内に不届き者が入ったのは確かだ。早く門を開けてやれ」


　カルレーンの名は、騎士たちの間でも知しれ渡わたっている。騎士の国、武人の国とも言われるベールセール王国においては、文官は軽く見られがちであったが、ことカルレーンだけは騎士たちも後ろ指を差すのを躊躇ためらった。カルレーンにはそれだけの実績と、そして王家への忠義があるのだ。


　そのカルレーンの言葉とあれば、従わないわけにはいかなかった。


「カルレーンさまの指示でありましたか。分かりました、それでは直ちに」


「うむ、ご苦労」


　間もなく城門は開けられ、五百人の軍勢は城内へと入り、先に入場していたカルレーンと合流した。


「では、手筈通りに」


「うむ」


　五百人の軍勢はいくつかの隊に分かれ、王城の要所目指して散っていった。カルレーンはコンフォルト以下、二百人を連れて王城の中央、謁えつ見けんの間へと向かった。


　道中を遮さえぎる者はなにもない。時折警備の近衛騎士と遭そう遇ぐうすることはあったが、二百の近衛騎士相手に抵てい抗こうする余地などなかったし、中には事情を察し、敬礼してカルレーンたちを見送ろうとする騎士もいるほどだった。


　間もなくカルレーンらは、謁見の間へと入ろうとしていた。その先にある階段を上がれば、王族の居住区に入れる。クラウディア王女のいる場所だ。クラウディアへ協力を頼むのは、少なくとも王城を勢力下に置いた後となるが、フィリップ派の誰かがよからぬ動きを見せる前に、彼女の身柄は確保しておく必要はあった。


　だが、彼らが列をなして謁見の間へと入ったときに、異変は生じた。


　すでに日は沈しずんでいる。昼間は大勢の人が訪れる謁見の間も今は漆しつ黒こくの暗くら闇やみに覆おおわれ、明かりといえばカルレーンらの持つ角灯だけだった。


　しかし、彼らが謁見の間の中央へと踏ふみいった、そのとき。





「待ちかねたぞ、カルレーン侯こう」





　聞き知った声が響ひびき渡った。


「まさか！　そんな！」


　カルレーンは戦せん慄りつが全身を駆かけ巡めぐるのを感じた。


　誰もいないはずの謁見の間。誰も座る資格を持っていないはずの玉座。


　そこに、座っている者がいたのだ。


　暗闇に溶とけ込むかのような漆黒の甲かつ冑ちゆうを着込み、すべてを嘲ちよう笑しようするような目をした人物。


「なぜだ!?　なぜここにいる、フィリップ！」


「これは異なことを」


　フィリップは苦笑しながら答えた。


「私は次の王となる身だ。そのことは貴公も合意したではないか。多少早いかもしれぬが、私がここに座っていることに何もおかしなことはなかろう」


　わざとらしく、人を喰くったような回答を寄よ越こす。


　一方、カルレーンは混乱の最さ中なかにあった。なぜフィリップがこの場に、それもこの時節にいるのか。これではまるで、あれだけ慎しん重ちように進めてきた今日の決起のことを、フィリップが知っていたようではないか。


「そもそも、貴様はオルトーユにいたはずだ……！　それを、半月でここまで戻ってきたというのか!?　空でも飛んだというのか！」


「飛べるなら飛んでみたくはあるがな、そんなわけがなかろう。私はただ海路で戻ってきただけだ」


「馬ば鹿かな！　オルトーユから南下するには半月でも足りぬはずだ！」


「そのことだが、国務大臣である貴公によい報しらせがある。新たな航路を見つけてきたぞ。ブラヴィル海における沿岸部では、一年中南から北へと風や海流が流れており、南下するにはかなり時間がかかる。だが、オルトーユから思い切って西の外洋へ乗り出せば、北から南へと流れる風に乗れることが分かったのだ。その航路を使えば、七日ほどでハディーサまで戻れる。もっとも、喫きつ水すいの浅いガレー船では少しばかり波が荒あれただけで沈ちん没ぼつしかねんし、本格的な外洋航海を行うにはもう少し正確な位置情報を得られる手段を探さねばなるまいがな。いずれにせよ、この航路の開発が進めば、我が王国は南北の交流を今以上に盛んにできるだろうよ」


　カルレーンは信じがたい思いでフィリップの言葉を聞いていた。


　フィリップがまるで、全知の神、あるいは悪あく魔まのように思えてくる。


　話を聞いている限り、フィリップはいきなりオルトーユから外洋に出、その新たな航路を発見し、今日の決起に間に合うように帰ってきたということになる。しかも、嵐あらしの一つも起きればすぐに沈むと分かっている危険なガレー船で！


「何なのだ……！　一体何なのだ、おまえという存在は！」


　戦慄を隠かくし切れず、カルレーンの体は微かすかに震ふるえていた。


「私が何かだと？　貴公なら知っているはずだ。この国の次代の王にして、ゆくゆくはこの大陸全土を支配する王。それが私だ」


「…………！」


　馬鹿げている、と笑い飛ばそうとして失敗する。


　これまでのフィリップの人にん間げん離ばなれした行動を見ている限り、とても否定できるものではない。


　と、ここでフィリップは、まるで玩がん具ぐに飽あきた子供のように表情を変えた。


「酔すい狂きようで少々茶番を演じてみたが、もうそれもこの辺りでよかろう。カルレーン侯、このような状じよう況きようだ、貴公ももう分かっておるだろう？　貴公らの決起は私に見破られ、失敗したのだ。これより私は貴公らを逮たい捕ほする。罪状は国家反逆罪だ」


　フィリップはパチンと指を鳴らした。


　それを合図に、謁見の間の周囲に一いつ斉せいに火が灯ともった。


　昼間のように明るく照らされる謁見の間。一体誰が火を点つけたのか、という疑問はすぐに解消された。


　周囲の暗闇の中に潜ひそんでいたのだろう、武装した兵士たちが姿を現したのである。その数はおよそ数百、こちらとほぼ同数かそれ以上だ。


　それだけではない。フィリップの左側に、思ってもみなかった人ひと影かげが現れたのだ。


　一人は黒いローブに身を包んだ線の細い誰か。そして、もう一人は──人ですらありえなかった。


　トロールだ。獣けものじみた顔を持つ緑の巨きよ人じん。


　さらにその反対側、フィリップの右側には、数人の騎き士しに伴ともなわれてある人物が連れてこられる。


「ク、クラウディアさま!?」


　部下の将兵たちから、叫び声が上がった。


　クラウディアは、青ざめた沈ちん痛つうな面持ちで言った。


「カルレーン。残念だ。フィリップはすべてを読んでいたのだ。おまえたちが今日決起することも、何もかも」


　ここに至って、カルレーンもその事実は認めざるを得なかった。


　どうやったかは分からない。しかしフィリップは、自分たちが今日決起することを知っていた。あるいは決起を誘さそうために、わざと王都を留守にしたのかもしれない。つまり自分たちは、まんまと踊おどらされたのだ。


「皆みなの者、聞け！」


　カルレーンは後ろに控ひかえていた二百人の忠義の士たちを振ふり返かえった。


「天は我らに味方したぞ！　我らの敵、すべての元げん凶きようたるフィリップがそこにいるのだ！　フィリップを討ち取れ！　そしてクラウディアさまを我らの手に取とり戻もどすのだ！　それですべてが解決する！」


　思いもしない出来事の連続に戸と惑まどっていた将兵たちだったが、明確な目標を与あたえられたことで息を吹ふき返したようだった。フィリップを討ち取る。それで事は解決するのだ。


「よせ、カルレーン！」


　クラウディアの悲痛な叫さけび声ごえが響く。


「フィリップはすべてを見通して準備していたのだ。命を無む駄だにするな、今は降こう伏ふくして時を待て！」


「お言葉ですがクラウディアさま。降伏したところでフィリップが我らを生かしておくことはありますまい。こうなった以上、たとえどれほど不利であろうと雌し雄ゆうを決しなければならぬのです。コンフォルト！」


「はっ！　全員、剣けんを抜ぬけ！」


　カルレーンの意を受け、コンフォルトは配下の騎士たちに命じた。二百人の軍勢が一斉に剣を抜く。


「臆おくするなよ！」コンフォルトは叫んだ。「元より命いのち懸がけの決起だったはずだ！　我々は確かに敵に包囲されている！　しかしその分敵の守りは薄うすい！　全軍総力を挙げてフィリップを討ち取るのだ！」


　呼応するように、二百人の怒ど声せいが広間に響き渡った。少なくともこの瞬しゆん間かん、士気が旺おう盛せいだったのはカルレーンたちの軍勢だっただろう。


　このとき、フィリップの傍そばに控えていた騎士もまた叫んだ。


「フィリップさまこそ我ら騎士の王にふさわしいお方！　このような形で権力を握にぎろうとするカルレーンなどに臆するな！　正義がどちらにあるか、剣で示すのだ！」


　フィリップもフィリップなりに、騎士たちの心を摑つかんでいたらしい。彼らもまた怒ど号ごうで応じ、意気の盛んなところを見せ付けた。


　かくして、戦いが始まった。


　まず仕し掛かけたのはフィリップ配下の将兵たちである。彼らは包囲の態勢を活いかし、四方八方から一斉に矢を放った。


　しかし、コンフォルト率いる二百人の騎士たちは皆みんな甲かつ冑ちゆうをまとっている。矢の直ちよく撃げきを受け、怪け我がを負う騎士こそ何人もいたものの、その戦力が大きく削けずられることはなかった。


　そしてその間に、コンフォルトは円えん陣じんを組ませてカルレーンの護まもりを厚くし、一方で全軍に前進を命じた。彼らは包囲こそされていたが、その分戦力を一点に、すなわち正面にぶつけることができたのである。


　だが、彼らの前に立ちはだかったものがあった。


　食人鬼きトロールである。


　緑の巨人の破は壊かい力は凄すさまじかった。大木のような腕うでを振り回し、群がる騎士たちを片かたっ端ぱしから薙なぎ払はらう。


　これにはコンフォルトたちも怯ひるまざるを得なかった。その隙すきに周囲のフィリップ配下の騎士たちも、弓では埒らちが明かぬと接近戦を仕掛け、謁えつ見けんの間は一気に乱戦の場となった。


「退くな！　臆するな！　フィリップさえ討ち取れればそれでよいのだ！」


　カルレーンの命令が飛ぶ。


　国のために死を覚かく悟ごした騎士たちは勇ゆう猛もうだった。目の前のトロールに多くの犠ぎ牲せいを出しながらも、ついにその脇わきを駆け抜け、一人の騎士がフィリップに襲おそい掛かかった。


「我が名は近衛騎士ダンケル！　クラウディアさまのため、お命頂ちよう戴だいいたす！」


　だが、次の瞬間。


　玉座に座っていたはずのフィリップの体が消え、そして同時に、騎士の体が胴どうで分断されていた。


　悲鳴すら上げる間もなかったのだろう。近衛騎士ダンケルは、臓物をばら撒まきながら地面に転がり、二度と動くことはなかった。


　その傍に、フィリップが悠ゆう然ぜんと立つ。その手には、片手でも両手でも扱あつかえる長ちよう剣けんが握られていた。


「驚おどろくことではなかろう」


　静まり返った騎士たちを前に、フィリップは言った。


「私は騎士の国の王たらんとしている。この程度の武芸、披ひ露ろうできねば勤まるまい」


　歓かん声せいとどよめきが上がった。


　どちらの士気が上がり、どちらの士気が下がったかは誰だれの目にも明白だった。


「次代の王に逆らった罪、その血で償つぐなうがいい！」


　フィリップは、自ら剣を取って戦い始めた。漆しつ黒こくのマントを翻ひるがえし、トロールが乱した戦列に飛び込み自ら縦横に剣を振る。


　その戦いぶりは凄まじいものだった。甲かつ冑ちゆうで固められた騎士の腕や足、首が次々と宙を舞まい、場を赤く染めていく。


　戦いの趨すう勢せいは、すでに決していた。


　カルレーン率いる二百の騎士たちは、トロールとフィリップに散々に討ち取られ、さらに四方八方からの攻こう撃げきを受け、一方的にその数を減らされていったのである。





　　　　　◆





　クラウディアにとって、その陰いん惨さんな光景は正視に堪たえないものだった。


「やめよ……！　もうやめよ！」


　眼の前で、顔にも覚えのある近衛騎士たちが、次々討ち取られていく。フィリップに斬きり殺され、あるいはその部下たちに突つき殺され、さらにはトロールの文字通り餌え食じきとなっていくのだ。


　戦場を目の当たりにしたこともあるクラウディアだったが、人が生きたままトロールに喰くわれる光景は初めてだった。


　騎士の体を無表情にむさぼり、口のまわりを血と臓物まみれにしていくトロール。そして絶ぜつ叫きようと共に事切れる騎士。それは、これまでに目にした、あるいは耳にしたどんな光景よりも残ざん酷こくなものだった。


「もういいだろう、フィリップ！」


　クラウディアの悲痛な叫び声が響ひびきわたった。


「勝負はついた、これ以上むやみに人の命を奪うばう必要はあるまい！　戦いをやめさせよ！」


　しかしフィリップは剣を止めようともせずに言った。


「お言葉だがクラウディア、生あい憎にくとこの戦いは私が望んだものではない。私は私の身を守るために戦っているに過ぎないのだ。あなたが戦いを止やめろというのなら、相手は他にいるだろう」


　詭き弁べんだった。フィリップには、この場の戦いを止める力も権力もある。


　しかし、そんなことを言い争っている場合ではない。一人でも多くの命を救うため、フィリップがそう要求するのならば、従うしかなかった。


「降伏しろ、カルレーン！」


　クラウディアは再び叫んだ。


「これ以上の抵てい抗こうは無意味だ、すべては失敗したのだ！　わたしの全身全ぜん霊れいを賭かけて、貴公らに手を出さぬようフィリップにも頼たのみ込む！　だから剣を捨て、降伏してくれ！」


　このとき戦いは、多くの騎士に守られていたはずのカルレーンの周囲にまで迫せまっていた。


　しかし、カルレーンは自分のすぐ傍で部下が刺さし殺されようと、顔色一つ変えない。


「お言葉ですが、ならば尚なお更さら我らに降伏は有り得ませぬ。我らが降伏することによってクラウディアさまがフィリップに借りを作るようなことがあってはならぬのです」


「馬ば鹿かなことを考えるな！　借りがなんだ、そんなことわたしがどうとでもしてやる！　だから考えをあらためよ！　これ以上無む闇やみな犠牲を増やすな！」


「元より我らは死は覚悟の上でここまで来たのです。どうかご理解ください、フィリップの虜りよ囚しゆうとなって恥はじをさらすなど、我らにとっては死よりも許容できぬことなのです」


　カルレーンはそういって一礼した。そして、大声で叫ぶ。


「全員に命ずる！　もはやこれまで、この上は無様な死に様だけはさらすな！　王国騎き士しの誇ほこりを見せ付けるのだ！」


　カルレーンのその命令で、彼らはわずかばかり士気を取り戻したようだった。しかし、それはただの自己満足の戦いでしかない。


「よせ、この馬鹿者ども！　勝手に死ぬことに忠誠など見み出いだすな！　生きて自分に出来ることをせよ！」


　しかし、もはやクラウディアの言葉に耳を貸す者などいない。戦いは一層激しさを増し、荘そう厳ごんな謁見の間を汚よごす血の量は時間と共に増えていった。


「もうその辺にしておけ、クラウディア」


　フィリップが、すぐ傍まで歩み寄ってきていた。その漆黒の甲冑は返り血で赤黒く変色し、以前よりも異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


「これは彼らが死を覚悟して臨んだ戦いなのだ。敗北はすなわち死、一国の王女と言えど、降伏を求めるなど侮ぶ辱じよくに等しい。ここで名めい誉よの戦死を遂とげさせてやるべきだ」


「ふざけるな！　誰にだって家族はいるんだぞ！　彼らが死ぬことで、どれだけ多くの人々が悲しむことになると思っている!?　何が名誉の戦死だ！　そんなことで誰が満足するというのだ！」


　我がままな子を諭さとすのを諦あきらめた親のように、フィリップは歎たん息そくした。


「ふう、おまえにはまだ分からぬか。だが、それが武人というものなのだ。己の野望に命を賭け、それが達せぬと分かったならばいっそ死に果てた方がよい。クラウディア、おまえは間もなく私の妻になるのだ。今後このようなことは無数に起こる、今のうちに慣れておけ。涙なみだは零こぼそうと目は逸そらすな、奴やつらの死に様をその目に焼き付けておけ」


「ああよかろう！」クラウディアは一歩も退かなかった。「この現実から目を逸らすつもりなど毛頭ない。だが、そのようなこと認めぬぞ。何が野望だ、何が死に果てた方がよいだ。そんな頭の固い連中がいるから、いつまでたっても争いが絶えぬのだ！　人の生を軽んじる者の言葉になど、誰が従うか！」


「ほう、なるほどな。さすがは聡そう明めいを謳うたわれし我らが王女よ。しかし、私には力があるが、おまえにはそれがない。確かに私は人の生を軽んじているかもしれぬが、口だけで理想を語るおまえの言葉になど誰も従えぬのだよ」


　この場においては、力を持つ者こそ正義となる。フィリップの言葉を聞かされたクラウディアは、言葉を失い目を閉じた。


　それは一見すれば、観念したようにも見えたかもしれない。だが、違ちがった。クラウディアという少女は、諦めるという行こう為いをしたことはただの一度もなかった。


「そうか。力が必要か。ならばやむを得ぬ。わたしにも考えがある」


　さも愉ゆ快かいそうな嘲ちよう笑しようが、フィリップの口からこぼれた。


「ほう！　考えとな！　興味深い、今や何の力も持たぬおまえに何が出来るというのだ！」


「覚えておくがいい、必要とあれば、わたしとて力を行使することに躊ちゆう躇ちよはせぬのだ。そしてわたしにも行使することのできる力はあるのだ。できればこれだけは使いたくなかったが……これ以上無む駄だに血を流すというのなら、呼ぶぞ。アレスを！」


　フィリップは、目を白黒させた。


「は？　今、なんと仰おつしやいましたか？」


「アレスを……ファノヴァールの騎士を呼ぶぞと言っているのだ！」


　堪こらえきれず、フィリップは大声で笑い出した。


「はっはっは！　何を言い出すかと思えば……アレスを呼ぶだと!?　面白い、ならば呼んでみよ！　おまえの兄が死に、父が死に、おまえがもっとも孤こ独どくを感じていたであろうときにも姿すら現さなかったあのアレスが、今呼べばここへ来るとでもいうのか！」


「おまえには分からぬであろうな、それは今までわたしがアレスを呼ばなかったからだ！　ファノヴァールの騎士は我が王家に仕える忠臣。そして国のため人のためになるというのであれば、我が王家はその忠臣を酷こく使しし、危険にさらすことも躊躇ためらわぬ。しかし我が王家は、私情で忠臣を呼びつけるがごとき愚ぐは犯さぬ！　だがこのような無意味な虐ぎやく殺さつが続き、カルレーンのような有ゆう為いな人材が失われるというのであれば、わたしは躊躇なくファノヴァールの騎士を、アレスを呼ぼう！」


「くっくっく、構わぬとも！　ならば呼んでみよ！　そして、止めてみるがいい、この戦いをな！」


「後こう悔かいすることになるぞフィリップ！」


　クラウディアは目を閉じた。


　常識的に考えれば、確かに有り得ないだろう。アレスが今日王都に来ている可能性、さらには自分の声の届く範はん囲いにいるという可能性など、一分もあるようには思えない。


　だが、クラウディアには確信があった。これまでにもクラウディアが呼んだとき、いつでもあの朴ぼく念ねん仁じんはそこに現れたのだ。ただの一度たりとも例外はない。


「アレス！」


　クラウディアは声を張り上げ叫さけんだ。


　その声は、冷静沈ちん着ちやくと称しようされたクラウディアらしくない切せつ羽ぱ詰つまったような響きがあった。


「アレス！　おまえの主が呼んでいるのだぞ！　今までずっと我が慢まんしてきたのだぞ！　もうこれ以上わたしを怒おこらすでない！　とっとと姿を現さぬか、アレス！」


　クラウディアの悲痛とも聞こえる叫び声は、謁見の間に響き渡わたった。しかし剣けん戟げきの音は止むこともなく、眼前にアレスが現れることもない。


「ははははは、児じ戯ぎはその辺にしておけクラウディア！　どこにアレスがいるというのだ!?　どこからアレスがやってくるというのだ！」


　フィリップは愉快で仕方がないといった様子だった。しかし、クラウディアは一いつ顧こだにせず、叫び続ける。


「アレス！　アレス！　おまえの主が辱はずかしめを受けているのだぞ！　幼き日の誓ちかいを果たすときがまた来たのだぞ！　今駆かけつけずして、いつ姿を現すというのだ！　いい加減出てこぬか、この……馬鹿者がぁあああ！」





　その叫び声には、クラウディアの真しん摯しさが込められていた。クラウディアはここにアレスが現れることをまったく疑っていない──彼女の声を聞いた者は、例外なくそのことを思い知らされた。


　あの聡明を謳われたクラウディアが、こうも確信を持って子供のように叫んでいる。それゆえ、フィリップを含ふくむ多くの人々は、次のように思わずにいられなかった。


　まさか──と。


　そしてその直後。人々は、奇き跡せきのような、あるいは馬鹿げたとも言うべき事態を目の当たりにすることとなる。





「はっ、ここに！」





　その瞬しゆん間かん、広間に集っていた人々は、全員が全員、時の止まったような思いを味わっていた。あれほど騒さわがしかった戦いの音もこのときだけは止み、人の言葉を解さぬトロールであってさえも、このときばかりはまるで周囲の空気に気け圧おされたように動きを止めていた。


　それは風が吹ふき抜ぬけたようだった。


　その一人の若い武人は、白はく銀ぎんの甲かつ冑ちゆうを身にまとい、目にも留まらぬ速さで苛か烈れつな戦いが繰くり広ひろげられていた広間を駆け抜け、そしてさっきまで誰だれもいなかったはずのクラウディアの眼前に臣下のごとく跪ひざまずいていたのだ。


　巨きよ人じん殺しの異名を持ち、多くの争いで右に並ぶ者のない武ぶ勲くんを上げていたにもかかわらず、王太子殺害容疑をかけられ、王国の表おもて舞ぶ台たいから一月以上も姿を消していた人物。ただ一人からなる無敵の軍勢、名をファノヴァール伯はくアレス。


　あまりに非現実的な光景に、誰もが瞠どう目もくし、言葉を失っていた。


　唯ゆい一いつの例外はただ一人、クラウディアである。


　始め、クラウディアはほんのわずかな微び笑しようをしてみせた。だが、次の瞬間にはその顔に怒りすら浮うかべて怒ど鳴なりつけていた。


「遅おそいではないか、アレス！」


「も、申し訳ありませぬ！」





　　　　　◆





「こ、これは何だ？　幻まぼろしか、それとも魔ま法ほうか？」


　カルレーンもまた、言葉を失っていた一人だった。


　なぜこの時にアレスがここにいるのか。王国の頭脳とも謳われたカルレーンであっても、見当すらつかなかった。


　だが、その答えは思わぬところからもたらされることとなる。


「幻でも魔法でもありません、すべては蒼神のお導きと、そして人のなせる業わざですわ」


　聞き覚えのある声に振ふり返かえったカルレーンの見たものは、すでに今生の別れを交わしたはずの忠実な部下だった。


「ベアトリス!?　なぜおまえがここに！」


「間に合いましたわ、カルレーンさま！」


　ベアトリスは説明した。それは今日の夕刻のことだった。





　その頃ころ、ベアトリスは未だカルレーン侯こうの屋や敷しきに留とどまっていた。


　旅支度はすでに終えている。今夜以降に起こるであろう王都の混乱のことを考えれば、今すぐにでも王都を離はなれるべきだった。


　しかし、ベアトリスが王都を離れなければならないのは、カルレーンの決起が失敗した場合である。それゆえに、今王都を発たつことは、カルレーンの決起が失敗することを前提としているようで、極めて縁えん起ぎの悪いことのように思えたのだ。


　大体、フィリップは今、王都から遠く離れている。その隙すきに兵を動かし王都を制圧するなど、至極簡単な話ではないか。ましてそれを率いるのがあのカルレーンとなれば、失敗などするはずがない。となれば、ぎりぎりまで決起の結果を見定めてから行動を起こしてもいいのではないか。


　ベアトリスは主の無事を祈いのって窓の外からじっと王城を眺ながめていた。


　すべてはそのときに起こったのだ。


　それは、カルレーン侯がベアトリスを連れて行かなかったために。そして、ベアトリスが未だ屋敷に残っていたがために、窓からカルレーンの無事を祈っていたがために起こった運命の悪戯いたずら、あるいは必然だった。


　屋敷の前に、数人の訪問者が現れたのである。アレスたちだった。


　一体なぜこの時節、王太子殺害の容疑者とも言われているアレスがここへ来たのかは分からない。だが、このときばかりは、無神論者であったベアトリスも運命を操る蒼神の女神の取り計らいに心底感謝した。


　今、カルレーンの助けになることができるであろう、ベアトリスが知るただ一人の援えん軍ぐん。そしてたった一人の無敵の軍勢。


　かくしてベアトリスは、アレスに懇こん願がんし、カルレーンを救うべく共に王城へ向かったのである。





　ベアトリスからその事情を聞いたカルレーンは、まず憤いきどおった。


「馬ば鹿かな！　それでおまえまでここへ来たというのか!?　なぜアレスと共に王都を出なかった!?」


「カルレーンさま。もう失敗したときのことを考えるのはやめましょう。少しでも事がうまくいくようにこそ全力を尽つくすべきです。それでも失敗したそのときは、力を温存して再起に備えるべきです。アレスさまもそのためならと、わたしたちに力を貸してくださったのです」


「…………」


　カルレーンはその言葉に正しさを認めないわけにはいかなかった。


　何より、アレスがこの場に現れたという事実を無視するわけにはいかなかった。


　カルレーンのような現実主義者ですら、そこには運命めいたものを感じるのだ。そう、これは天が自分に与あたえてくれた機会ではないか。アレスに、謝罪せよと。


「……分かった。これが私の運命だというのなら……流れに、従おう」





　　　　　◆





　このときは、当事者の一人であるアレスもまた戸と惑まどっていた。


　ベアトリスに頼たのまれて急いで王城にやってきたところ、聞き慣れた自分を呼ぶ声が聞こえたので、反射的に──まさに飼い馴ならされた犬が主に呼ばれたがごとく──駆けつけたら、いきなり遅いではないかと怒られたのだ。


　そして、このときになってようやくアレスも、目の前にいるのがクラウディアであるということを今いま更さらながらに認識していた。


　かくして、アレスは戸惑ったのだ。彼女と最後に会ったのはもう何ヶ月前だったかも咄とつ嗟さに思おもい浮かばない。苦しいとき、何度その顔を思い浮かべたか分からない。何度その声を聞きたかったか、何度会いたいと思ったことか。


「……おい、何とか言ったらどうなのだ、アレス」


　クラウディアの冷たい声は、アレスに冷水を浴びせるがごとき効果があった。未だ気持ちは整理できていなかったものの、ずっと会いたかった人がそこにいるのだ。


　ひとまずアレスは、ずっと言おうと思っていたことを告げようとした。


「ク、クラウディアさま！　実はクラウディアさまに申し上げたいことがあってここまで来たのです！」


「ほう？　まさかとは思うが、兄上を殺したのは自分ではない──などと言いに来たのなら蹴けるぞ？」


「え……」


　アレスは言葉を失った。


「いえ、あの……まさにそう申し上げようかと思っていたのですが……」


「馬鹿かおまえは！　おまえのことぐらい信じている、天と地がひっくり返ってもおまえが兄上を殺すことなどありえんわ！」


「は、はは、申し訳ございません！」


　アレスは飼い馴らされた犬のように反射的に頭を下げつつも、内心では快かい哉さいを叫さけびたい気持ちで一いつ杯ぱいだった。


　さすがはクラウディアさまであると。さすがは我が主であると。やはり自分を信じていてくださったのだと。アレスにとって、この世でただ一人、クラウディアにそう言ってもらえるのなら、もはや他の誰に何を言われようとどうということはなかった。





　　　　　◆





　一方、アレスがクラウディアと短い会話を交わしていたとき、フィリップは一人唇くちびるをかみ締しめていた。フィリップもまたアレスがこの場に現れるなど、微み塵じんも想像していなかったのだ。


「なぜ教えなかった、パンドラ。アレスが近づいてきていたことを」


　誰にも聞こえない声で、呟つぶやくように詰きつ問もんする。


《知れたことだ。汝なんじには聞かれなかったし、そして汝の命に危険が近づいているわけでもなかったからだ》


　全知の助言者は、姿こそ現さなかったが返答はすぐさま頭に響ひびいた。体の一片たりともこの場に現そうとしないのは、案外アレスがいるせいかもしれない。


「アレスが私の首を狙ねらう理由は、大いにあると思うが？」


《我の知る限り、その兆候はなかった。ましてこの王都は、今や汝の支配下にあり、アレスには王太子殺害の容疑がかかっている。汝が一声号令をかければ、少なくとも汝の命が危険にさらされることはあるまい》


「……ちっ」


　いささか腹立たしくはあったが、納得するしかなかった。


《それに、実のところアレスが近づいていたことは確かだが、この時節にこの場所へやってくるとは我も思っていなかった。我が黄昏たそがれの主も、人の心までは読めぬからな。まったく、侮あなどれぬわ、人という存在は》


　言いたいことだけ言って、パンドラの気配は消えた。


　つくづく考えずにはいられない。この精せい霊れいは、自分とアレスとを、ぶつけるつもりなのではないかと。


　いずれにせよ、仇きゆう敵てきとの再会はなったのだ。歓かん迎げいしてやらねばならない。フィリップは悠ゆう然ぜんとアレスに近づいた。


「よくこの王都に姿を現せたものだな、アレスよ」


　アレスはクラウディアをその背に庇かばうようにして、ゆらりと立ち上がった。


「フィリップか。ちょうどよい、おまえに聞きたいことがあったのだ」


「ほう、何かな？」


「おまえは……力を得たのだな？」


　その抽ちゆう象しよう的な問いかけの意味を、フィリップはすぐに悟さとった。アレスが自分と同じようにパンドラと契けい約やくしていたのなら、その存在を他者に明かすことはできない。力を得たのだな──という迂う遠えんな問いかけは、アレスなりにパンドラの存在を秘ひ匿とくしようとした結果なのだろう。


　アレスは噓うそは見み逃のがさないと言いたげに、真まっ直すぐな視線を向けてきていた。その顔を見ていると愚ぐ弄ろうの一つもしてやりたくなるが、冷静に考えてそうする意味もない。むしろ教えてやるべきだった。


「いいだろう、隠かくすつもりもない。私は、かつての貴様と対等の立場に立ったのだ」


「そうか。やはりそうなのか」


　アレスもそれで、すべてを察したようだった。


「おまえはその力を用いて、ハインツさまを亡き者としたのだな、フィリップ！」


「はっはっは、何を言い出すのかと思いきや、とんだ世よ迷まい言ごとをほざくわ！　王太子殿でん下かを殺害したのは貴様であろうが！　こちらには証しよう拠こも証人も揃そろっておるのだぞ！　違ちがうというのならば申し開きの一つもしてみるがいい！」


「……確かに、今のおまえになら私を犯人扱あつかいすることなど造作ないだろうな。よかろう、そう主張したいのならしているがいい。私はこの世でただ一人、クラウディアさまに信じて頂ければそれでよい」


「ふん、開き直るとは。情けない男に成り下がったものだな、アレスよ」


「否定はしない。確かに私はハインツさまも守れず、怖こわくなってすべてから逃にげ出したただの卑ひ怯きよう者なのだからな」


「なに……？」


　そのアレスの反応は、フィリップにとっては意外なものだった。


　フィリップの知っているアレスは、確かに強い騎き士しではあったが、若さゆえか頭に血の上りやすい性格だった。同どう僚りようの騎士から嘲あざけりを受け、決けつ闘とうまがいのことをやったのも一度や二度ではないはずだし、そのために上司の不興すら幾いく度どとなく買ったという。


「とうとう覇は気きすらも失ったか、アレス。情けないなどと評されて反論一つできぬとはな」


「残念ながら今の私にその評価は否定できぬのでな。だが……卑怯者と呼ばれようと、臆おく病びよう者と蔑さげすまれようと、私にはなすべきことがある。答えろフィリップ。おまえは絶大な力を手に入れた。それをもって、おまえは何をするつもりでいるのだ？」


「知れたこと」


　アレスの雰ふん囲い気きに戸惑いつつも、そう聞かれれば答えずにはいられなかった。


「私は人の下に立たされることに我が慢まんがならぬ。だから私は機会さえあれば、親でも何でも利用して人の上に立とうとしてきた。そして今、私は力を得た！　ゆえに私はこの国の王となる。ゆくゆくはこの大陸の王となろう。立ち塞ふさがるものあれば、そのすべてを粉ふん砕さいしてでもな！」


「…………」


　アレスはその言葉の意味をかみ締めるように、静かに目を閉じた。


「そうか。それがおまえの目的か。確かに、力を持った今のおまえにならそれができるかもしれんな。大陸の王、か。この大陸が一つに統一されれば、争いもなくなるかもしれぬ。だがそれは同時に、この大陸に新たな混乱をもたらす行こう為いにもなろう。フィリップ、最後に聞こう。おまえはなにをもって王たらんとするのだ？　慈じ悲ひか、それとも仁愛か？」


　このとき、フィリップはアレスの意図を悟った。


　いささか腹立たしいことだが、恐おそらくアレスは、自分を見定めようとしているのだろう。この国を治めるに足る王かどうかと。


　ならば──と、フィリップはほくそえんだ。あえてアレスのもっとも嫌きらうであろう答えを返そうではないかと。宿敵に、いつまでも牙きばがなくては面白みがない。それに実のところ、その返答はあながち間ま違ちがっているわけでもないのだ。


「慈悲？　仁愛？　くっくっく、馬鹿げたことを言うではないか。この世を支配する唯ゆい一いつの理は弱肉強食、すなわち力だ。貴様もこの地にいるということは、王都の様子は見てきたのだろう？　いかがだったかな、この混乱した王国にあって、唯一この王都の治安は保たれている。なぜか分かるか？　私が力を正しく用いたからだ！　力こそが我が拠より所どころ、それを理解できぬ者に、私は容よう赦しやをするつもりはない。楯たて突つく者は一族郎ろう党とうを捕とらえ、まとめて生きたまま妖よう魔まの餌えさとでもすれば、二度とこの国で争いなど起こるまいよ！」


　フィリップの意図通り、アレスの顔に目に見えて怒ど気きが宿り始めた。


「馬鹿な！　力だけで支配するような国に未来などない！　流血は復ふく讐しゆうを呼び、再び新たな反乱を引き起こすだけだぞ！　おまえはジェレイドたちがなぜ反乱を起こしたのか、その理由を知らないのか!?」


「貴様は私の言ったことを理解しておらぬようだな。私は、私に逆らう者に容赦ができぬのだ。ジェレイドの事情など知ったことではないし、新たな反乱が起こるというのならば叩たたき潰つぶすだけのこと。何度でも言おう、私は私に逆らうものの存在を許さぬ。我が覇は道どうは、力のみによって彩いろどられるのだ」


「……そうか、よく分かった。それがおまえの考えなのだな」


「質問は終わりかな？　ならば、もうよかろう。おまえはハインツ王太子殿下殺害の犯人であり、許可なく王都に忍しのび込み、この玉座の前で剣けんを抜ぬいた不届き者だ。その罰ばつを受けてもらおう！　デルニア！」


　フィリップは、傍そばに控ひかえるローブを着込んだオーガに命じた。


「トロールを操れ、アレスの処しよ刑けいをこの場で行うのだ！」


　デルニアは無言で頷うなずくと、横笛を口にくわえた。その笛から、人の耳には聞こえぬ旋せん律りつが流れる。


　トロールが暴れ出した。





　　　　　◆





「頼たのむ、アレス。もはやフィリップは止められぬ。せめて皆みんなを救ってくれ」


　アレスが後ろに庇っていたクラウディアが、小さな声でそう告げた。


　その短い言葉が、アレスの戦意を奮い立たせる。


「クラウディアさまのお言葉とあれば！」


　アレスは剣と盾たてとを構えると、襲おそい来るトロールに自ら接近して距きよ離りを詰つめた。


　──これが、トロールか！


　アレスとて、妖魔と戦ったことは幾度もある。しかしトロールと戦ったことはなかった。


　大の大人の三倍はあるであろう巨きよ体たい。もしその大木のような腕うでで殴なぐられれば、人の体など簡単に押しつぶされるだろう。しかし、クラウディアの言葉を得た今のアレスに、怖いものなど何もなかった。


　まず先に仕し掛かけたのはトロールの方だった。その大木のような腕を振ふり回し、アレスの体を吹ふき飛ばさんとする。


　しかし、飛んでくる無数の矢さえかわすアレスにとって、その一いち撃げきはあまりにも遅おそすぎた。


　瞬しゆん間かん的に身を屈かがめ、間かん一いつ髪ぱつのところでかいくぐる。


　これまで、アレスには何のために剣を振るえばよいのかという迷いがあった。だがその迷いは、クラウディアによって打うち払はらわれた。クラウディアは命じた。皆を助けよと。ならばそのための障害であるトロールは、倒たおさねばならない。


　トロールが、その絶大な力をもって玉座の間に破は壊かいをもたらす。振り下ろされる腕は柱を砕くだき、足は床ゆかを砕き、その迫はく力りよくと轟ごう音おんはその場の兵士たちを恐きよう怖ふに陥おとしいれた。


　しかし、アレスは退かない。かつて岩の巨きよ人じんと戦った経験もあるアレスである。トロール程度に遅おくれをとっては、かつてアレスの腕の中で命を失った姫ひめ巫女みこにも申し訳が立たない。


　アレスの反はん撃げきが始まった。トロールの攻こう撃げきは威い力りよくこそ絶大であったが、その分隙すきが大きい。


　その隙を見逃してやる理由はどこにもなかった。巨人の大おお振ぶりな攻撃を受け流し、かわし、そしてトロールに隙が生じる度、その体を切り裂さいていく。


　その戦いぶりに、誰だれも彼もが見とれ始めていた。アレスの動きは完かん璧ぺきに洗練されており、まるで英えい雄ゆう譚たんの中で謳うたわれる怪かい物ぶつと人間の戦いをそのまま表現しているかのようだったのだ。


　トロールの体は時間とともに不気味な体液で赤黒く染まり、そして動きは鈍のろくなっていった。


　このとき、アレスはあることを悟った。トロールの顔に浮うかんでいるのが、怯おびえの感情であることに。


「退けっ！」


　アレスは大声で怒ど鳴なりつけた。妖魔といえど、怯えは感じるものらしい。ならば、何も命をとるまでもない。獣けものとは、自分より強いと分かった相手には決して逆らうものではないのだから。


　アレスは剣を突つきつけなおも叫さけんだ。


「そこで大人しくしていろ！　そうすれば、命は取らん！　重ねて言う、退け、トロール！」


　それが、とどめとなった。


　トロールはまさに怯えた動物のように頭を抱かかえて這はいつくばり、それ以上戦おうとはしなかった。


　カルレーン配下の生き残りの騎士たちは、誰だれ一人ひとりとして例外なく歓かん声せいを上げた。多くの騎士たちが多大な犠ぎ牲せいを払ってもまったく倒せなかったトロールが、たった一人の援えん軍ぐんに服従したのだ。





　そして、その成り行きをじっと見届けていたカルレーンが一つの決心をしたのはこのときである。


　アレスは、成長した。


　以前のアレスは、確かに王家に忠実な素晴らしい武人だった。


　だが、やや短気であったということも知っている。曲がったことが嫌いで不正を見み逃のがせないというのは長所ではあったが、悪く言えば融ゆう通ずうが利かない人物とも言える。


　それでいて、その武名は王国全土に知しれ渡わたっていた。だからこそカルレーンはアレスを危険視した。あのような人物が、もし野心を持てばどうなるかと。


　だが、数ヶ月ぶりに再会したアレスは、その顔つきすらも変化していた。一体何を悟さとったのか、常に冷静沈ちん着ちやくでフィリップの挑ちよう発はつすら軽くいなしてみせたではないか。


　もちろんまだ若さゆえの過ちはあるかもしれない。しかしフィリップなどに任せるより、よほど信しん頼らいに足る人物となるだろう。





　　　　　◆





「おい、どうなっている、デルニア」


　アレスの戦いぶりを見せ付けられたフィリップの口からは、快活さが欠けていた。


「見ての通りです」淡たん々たんと、女のオーガは答えた。「トロールと言えど所しよ詮せんは獣、戦意を失っては戦わせようがありません」


「ちっ、妖魔と言えど、所詮はその程度か」


「言い訳はいたしますまい。ただ今回は、相手が強かったのです」


　デルニアの抑よく揚ようのない声が今は気に障さわったがどうしようもなかった。


　フィリップとて、トロールと正面から戦い、首を切り落としてみせたことはある。しかしそれはオーガの持つ秘術の力を借り、トロールの動きをある程度封ふうじた上で成しえたことだった。


　だが、アレスはそのような助力などなしに、正面からトロールに戦いを挑いどみ、そして圧あつ倒とうした。何十人もの騎き士しをものともしなかったトロールを、たった一人で戦意を失わせるまでに叩きのめしたのだ。


　フィリップの胸中を、怒いかりが満たした。まさか、自分はアレスに劣おとっているのではないか──一瞬でもそう考えてしまったことに対する怒りだ。


「フィリップ！　降こう伏ふくしろ！」


　アレスは剣を突きつけ叫んだ。


「降伏し、権力と野望を捨てよ。さもなくば、私はおまえを討たねばならぬ！」


　それはフィリップにとっては許しがたい暴言だった。フィリップは他者に何かをしろと言われることに耐たえられない。ましてそれが宿敵アレスとあっては尚なお更さらだった。


「力の扱あつかい方も知らぬ愚おろか者ものが、よくほざいたな！」


　フィリップは半ば逆上して叫んだ。


　自分はアレスより上でなければならない。あんな剣を振ることしか能のないような小物に、自分が劣ることなどあってはならないのだ。


「いいだろう、私自ら相手をしてくれるわ！」


　フィリップは長ちよう剣けんを構えた。


　二人の騎士が、ここに対たい峙じすることとなる。





　　　　　◆





　先に動いたのは、フィリップだった。


「いい加減、目障りだ！」


　両手で長剣を握にぎり締しめ、全力をこめた素早い一撃をアレスに浴びせる。パンドラの力を得て以来、この一撃をもって切り裂けなかったものは何もなかった。


　だが、アレスは構えた盾でその一撃を受け止めた。これが同じ黄昏たそがれの加護を受けた者同士の力なのか、感じたことのないような強い反動を覚える。


「くっ!?」


　それにしても、なんと頑がん丈じような盾か。その白い輝かがやきを放つ盾は、フィリップが選んだ名めい剣けんとパンドラの力をもってしても、両断することはおろか傷一つつかない。


「はあああ！」


　アレスが盾を押し返す。盾と剣が押し合えば、剣に分はない。体勢を崩くずされる前に、フィリップは後ろに跳んで距離を置かねばならなかった。


「……やるではないか」


　あらためて理解する。自分とアレスとは、まったく同じ力を持っているのだと。となれば、あとは純じゆん粋すいな技の勝負となる。もっとも、それはフィリップの望むところであった。それでこそ互たがいの優ゆう劣れつが分かるというものである。


　戦いは、いつ果てるともなく続いた。フィリップは自在に長剣を操り、四方八方からアレスに襲い掛かかる。


　だが、アレスは強かった。右手の剣と左手の盾を使い、片かたっ端ぱしからフィリップの攻撃をいなしていく。
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「くっ──」


　フィリップは焦あせり出していた。パンドラの力を得た今、自分とアレスに差はないと思っていた。だが、アレスの強さは予想以上だった。どのような技を繰くり出だしても、その剣と盾と甲かつ冑ちゆうとを貫つらぬくことができない。


　──なぜだ？　私とアレスのどこに、差があるというのだ！


　特に左手の盾が厄やつ介かいだった。その盾はフィリップのいかなる攻撃をも跳はね返し、受け流した。それどころかアレスは剣以上に盾を自在に操り、隙あらばフィリップを殴りつけた。


　フィリップの着る漆しつ黒こくの甲冑は、並のことでは傷つかない。しかし盾による打だ撃げきの衝しよう撃げきだけは防げなかった。見た目では分からなかったが、フィリップの体にはいくつもの痣あざが生じていた。


「き、貴様ぁ……！」


　フィリップは怒りで唇を嚙かみ締めた。フィリップもアレスも、表向き流血一つしていなかったため、傍はたから見ている者にはどちらが優勢かは分からなかっただろう。


　だが、当事者であるフィリップは理解していた。アレスと自分、どちらが上なのかを。


「剣を捨てろ、フィリップ！　私は弱虫の卑ひ怯きよう者だ。だが、そんな私でもやらねばならぬことがある。人に害を及およぼす者にだけは負けていられぬのだ！」


「貴様っ！　よくも、よくもよくも！」


　自分がアレスに劣っている。その事実は、フィリップの自尊心を大きく傷つけた。思えば、アレスは常に戦いの最前線に身を置き、多くの経験を積んできた。フィリップとて、戦いから逃にげたつもりはなかったが、アレスに比べればまだ足りなかったのかもしれない。


　いずれにせよ、こうなるとフィリップは自らの自尊心と、そして次期国王としての威い厳げんを保つためにも、自分がアレスより力を持っていることを見せ付けなければならなかった。力は何も、互いの剣だけで証明されることではないのだ。助言は、すでにパンドラからも受け取っている。


　フィリップはまず後ろに控ひかえているオーガに怒鳴りつけた。


「そこで怯えているトロールを動かせ！　いい加減目障りだ！」


「は。やれるだけやってみましょう」


　フィリップはアレスよりも力の使い方を熟知していた。少なくとも、権力という力においては。自分はアレスとは違ちがい、剣を振ふるうだけが能ではない。人を使う術を、権力を持っている。たった一人でしか戦う術を持たないアレスとは違うのだ。そのことを今、思い知らせてやるのだ。


「アーウィン、兵を連れて来い！　王太子殿でん下かを殺害したアレスがここにいると、王都に残るあらゆる兵士たちに伝えて来い！」


「はっ！　承知しました！」





　　　　　◆





「そう来るか……」


　アレスは、劣れつ勢せいを悟らざるを得なかった。


　この王都は、今やフィリップの本ほん拠きよ地ちなのだ。長期戦になればなるほど不利になってくるだろう。


「クラウディアさま。これ以上ここで戦うことは不利です。私と一いつ緒しよに、逃げてください」


　だが、返答はアレスの思いもよらぬものだった。


　クラウディアは、すぐに首を横に振ふったのである。


「それは無理だ、アレス」


「え!?　な、なぜです!?」


「王都にはまだ十万もの民がいる。わたしはここに残り、フィリップが彼らに害をおよぼすことのないよう力を尽つくさねばならぬ」


「そんな！　クラウディアさまをフィリップのような危険な男の傍に置いていくわけにはいきません！　それでは私も何のためにここまで来たのか──」


　と、そこでアレスは言葉を中断せざるを得なかった。先ほど戦意を失ったはずのトロールが、再びアレスの眼前に立ち塞ふさがったのだ。


　アレスは思わず剣を構えた。


「下がれと言ったはずだ！　おまえでは私に勝てん！」


　再び怒ど鳴なりつける。


　もはやこのトロールは自分に勝てぬことを知っている。ならば脅おどしつけるだけでも充じゆう分ぶんに効果があると思ったのだ。


　しかしその結果、トロールは誰だれもが予想しない動きをすることとなる。





　　　　　◆





　数百人が集まっていたこの広間において、このときもっとも混乱下にあったのは、トロールだった。


　もともとトロールは獣けもの同然の知能の持ち主ではあるが、食しよく欲よくに忠実であり過ぎるため、飼い馴ならせるような種ではない。


　しかしオーガはトロールを、音で縛しばることによって制せい御ぎよしようとした。オーガはトロールにしか聞こえぬ笛を使う。その笛がある旋せん律りつを奏でると、トロールたちは直接頭を搔かき毟むしられるがごとき不快感を味わうこととなる。かくしてオーガはトロールを支配下におくことに成功した。さらなる調教の結果、トロールたちは音によって敵と味方とを区別できるようになり、オーガの先兵となったのだ。


　だが、どんな獣にも共通する本能というものがある。自分より圧あつ倒とう的てきに強い相手に対しては、服従するかさもなくば逃げることしかしないということだ。


　トロールにとっては、アレスがそれだった。その小さな生物は、トロールよりはるかに強かった。トロールはアレスと戦い続けることが自らの命の危険に直結するということを悟さとり、それゆえに笛の音に逆らうことになってでも、戦うことをやめて服従した。


　しかし、今、再び笛の音が吹ふき鳴ならされていた。戦え、戦えと、頭の中を不快な音が鳴り響ひびく。だが、今戦うことは自分の命を危険にさらすことと同じなのだ。


　トロールは混乱した。目の前の人間と戦うことはできない。さりとてこの笛の音は耐え難い。


　恐怖と苦痛。その二つがトロールを苛さいなんだ。一体どうすればこの状じよう況きようから脱だつすることができるのか。


　トロールの知能は貧弱である。だが、だからこそトロールはこの状況から脱することのできる、もっとも単純な方法を見つけることとなる。


　すべての判断の放ほう棄きである。





　すなわち、狂くるったのだ。





　　　　　◆





「な、なんだ!?」


　アレスは戸と惑まどった。


　突とつ如じよとして、トロールが暴れ出したのだ。


　それは、理性ある生き物の動きではない。自分自身が傷つくことをも恐おそれず、ただ乱暴に手足を振り回す。


　もはや敵も味方も関係がなく、近くにいた者は次々巻き込まれていく。


　アレスでさえ思わず切り込むのに躊ちゆう躇ちよするほどだった。敵の攻こう撃げきを誘さそい、隙すきを突ついて攻撃するのは得意であったが、ああも無秩ちつ序じよに暴れられては容易に近づけない。


　だが、その躊躇がまずかった。


「あ──」


　その瞬しゆん間かん、アレスは時が止まったかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。


　もはや誰の制御をも受け付けず、自ら傷つくことをも厭いとわず暴れまわるトロール。





　その進路上に──クラウディアがいた。





　トロールの強きよう靭じんな腕うでがほんの少しかすれば、クラウディアの華きや奢しやな体など小枝のようにへし折れるだろう。


　時よ止まってくれ、とアレスは念じた。


　ほんの少しでいい。トロールよりも先にクラウディアの元まで駆かけつけるだけの時間が欲しかった。そうすれば、クラウディアを庇かばうことも、トロールの腕を斬きり落とすことも可能だろう。


　しかし、それは奇き跡せきと呼ばれる現象が起こらない限り不可能なことだった。


「くっ！　間に合ええええ！」


　アレスは咄とつ嗟さに、傍に倒たおれている兵士から槍やりを奪うばうと、その切っ先をトロールの頭に向けて投じた。


　だが、槍投げを得意とするアレスであっても、いや、アレスだからこそ、今から槍を投じてももはや手て遅おくれだということに気付かざるを得なかった。投げつけた槍がトロールの頭を貫いたとしても、勢いのついた巨きよ大だいな腕がクラウディアに向かって振り下ろされることは、もはや避さけられない。


　その光景を、アレスは絶望と共に見つめた。それはこのとき、フィリップでさえも同様だった。


「クラウディアさまぁ！」


　アレスの絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。
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　だが、アレスが思おもい描えがいていた最悪の予想が、現実のものとなることはなかった。


　アレスの投じた槍がトロールの頭を貫き、そしてトロールの振り回した腕がクラウディアを押しつぶすその寸前。横から飛び出してきた影かげが、クラウディアを突き飛とばしたのである。


　ただし、身代わりになったその人物には、迫せまり来るトロールの腕を回かい避ひする時間はなかった。その体が、クラウディアの代わりに跳はね飛ばされる。


「いやあああ！　カルレーンさま！」


　その悲鳴は、アレスの背後──ベアトリスの口からほとばしった。そしてアレスも、クラウディアを庇ったのが誰であったのかを悟ったのである。





　　　　　◆





「カルレーンさま！　しっかりしてください、カルレーンさま！」


　べアトリスは真っ先にカルレーンの元へと駆けつけた。


「カルレーン！　おまえ……なんということを！」


　幸い軽けい傷しようで済んだのだろう、クラウディアもまた彼の元へ駆けつける。


「クラウディアさま……。ご、ご無事で、何より」


　カルレーンの口から、血があふれる。あの一いち撃げきをまともに喰くらったのだ、臓物に異常の一つや二つ生じていてもおかしくはない。


「肩かたを貸します、早く手当てを！」


「そんなことはどうでもよい。それよりベアトリス。ここは危険だ、フィリップの援えん軍ぐんが来る前にクラウディアさまをお連れして……逃げろ。今すぐこの場を去るのだ」


「そんな！　カルレーンさまを置いてはいけません！」


「馬ば鹿かをいうな。私は最後に王家への忠節を果たせた。もうよい、あとは王都を脱だつ出しゆつし……アレスに、あの手紙を渡してくれ」


「お断りします！　あの手紙は……手紙は、燃やしました！　何か言うことがあるのであれば、カルレーンさまの口から仰おつしやってください！」


「……噓うそが、下手だな。おまえにそんなことができるわけがない」


　このときである。


「ええい、役立たずのトロールめが！　構わぬ、邪じや魔ま立だてする者はすべて討ち取れ！　直じきに援軍もくる、我らの勝利は疑いないぞ！」


　フィリップの命令が響き渡ったのである。


　トロールは倒れたが、まだフィリップには数百の手勢がいる。場は再び乱戦となった。


「……やむを得ん、もはや時間がない」


　不意にクラウディアが毅き然ぜんと立ち上がった。


「アレス、そして我が王家に忠誠を誓ちかう騎き士したちよ！　命令する！　カルレーンを連れて逃にげよ！」





　　　　　◆





「え……」


　その命令の意味を、アレスは咄嗟に理解できずにいた。


　カルレーンを連れて逃げよ。つまり、クラウディアを置いていけということだ。


「い、嫌いやです！　せっかくクラウディアさまとまた会うことができたのです！　脱出するならクラウディアさまも一いつ緒しよに──」


「黙だまれ、アレス！」


　アレスの戸惑いを断ち切るかのように、クラウディアは怒鳴った。


「わたしは王族としての義務を果たさねばならぬ！　あらためて命ずる！　カルレーンたちを連れてこの場から逃げるのだ！　拒きよ否ひは許さぬ、私の騎士であるならば従ってみせよ！」


「そ、そんな……」


　その顔が絶望に染まる。


　そんなアレスを見て、クラウディアはふっと笑うように表情を和らげた。


「アレス。これが今生の別れというわけではあるまい。わたしはな、おまえがきっとまたわたしのところへ来てくれると、そう信じている。だからこんな命令が出せるのだ」


「……クラウディア、さま」


　クラウディアは、自分のことを信しん頼らいしてくれている。アレスにも、そのことはよく分かった。


「さあ、重ねて命ずる！　行け、アレス！　時間が惜おしい、フィリップの暴走はわたしがなんとしても止める！　行くのだ、アレス！」


「くっ……！」


　アレスは唇くちびるをかみ締しめた。クラウディアの命令なのだ。そうするのが多分一番最適なのだ。従う他ないのだ。


「必ず、迎むかえに来ます！　必ず！」


「うむ、待っているぞ！」


　アレスは剣けんを構えると、クラウディアの前を離はなれた。それと同時に、コンフォルトも号令を出す。


「王女殿でん下かのご命令だ！　撤てつ退たい、ここを退くぞ！　こうなった以上、生いき恥はじをさらすもやむを得ん！」


「怪け我が人に手を貸してやれ！　殿しんがりは私が務める、行け行け行け！」


　アレスは剣を構えると、兵士たちの注意を引くように大だい胆たんに立ち回った。その隙に、コンフォルトたちがカルレーンを連れて退いていく。


　一度目標が与あたえられたときのアレスの行動には迷いがなかった。そして一度アレスが防ぼう御ぎよに徹てつすれば、いかなる攻撃をしのぐのも難しくなかった。まして、今のアレスの左手にはいかなる攻撃をもよせつけぬ盾たてがある。アレスは盾を縦横に振ふるい、攻撃をいなし、後退していった。


　謁えつ見けんの間を最後に出るとき、アレスは最後に一度だけクラウディアを振り返った。まだ、一つだけ聞いていない答えがあったからだ。


「教えてください、クラウディアさま！　私は……今後私は、何のために剣を振るえばいいのですか!?」


　クラウディアは、微み塵じんも迷いを見せることなくアレスの求めに応じた。


「アレス！　おまえには幾いく度どもわたしの言葉を伝えてきた！　わたしの言葉は、わたしの考えは、すでにおまえの中に入っているのだ！　迷う必要などない、おまえはおまえの信じるもののために剣を振るえばよいのだ！」


　その言葉は、アレスの心に染み渡った。


「承知──」


　後うしろ髪がみを引かれる思いで、クラウディアに背を向ける。


「仕つかまつった！」


　そして、玉座の間を後にしたのである。





　　　　　◆





「包囲せよ！　奴やつらを逃のがすな！　入り口を封ふう鎖さするのだ！」


　フィリップは兵をけしかけた。しかし、相手は近この衛え騎士の精せい鋭えいであり、しかも殿はあのアレスである。出入り口は簡単に奪い返され、反逆者たちは次々と広間を脱出していった。


「もういいだろう、フィリップ！」


　自らこの場に残ることを選せん択たくしたクラウディアが言った。


「わたしはここに残る。こうなった以上、アレスやカルレーンももう王都にはいられまい。もはやこの王都はおまえのものだ。それに、このような形でアレスと雌し雄ゆうを決することがおまえの望みなのか？」


　確かにフィリップにとって、今日この場にアレスが出てきたことは想定外だった。


　アレスといつか雌雄を決しようと思っていたのは事実だ。しかし、フィリップが望むのは、アレスを絶望のどん底に叩たたき落とし、失意に塗まみれさせて殺すことだ。このような突とつ然ぜんの遭そう遇ぐうで殺しても、何の意味もない。


　まして──認めがたいことだが、アレスは強い。もっとパンドラから与えられた力を使いこなせるようにならなければ、勝利は面めん倒どうだろう。


「ふん、よかろう。今回ばかりは猶ゆう予よをやる。だが次こそは、おまえの目の前でアレスをなぶり殺しにし、我が本ほん懐かいを遂とげてやるとしよう」


「……できるものなら、やってみるがよい」


　クラウディアの態度はややフィリップの気に障さわった。しかし、アレスのいないところでクラウディアに手を上げるようなことをしても何の意味もない。


　歯は痒がゆい思いをしながら、フィリップはその場を去ることしかできなかった。





　　　　　　　５





　アレスは、ベアトリスの案内で王城へ突とつ入にゆうするにあたり、何ら準備をしていなかったわけではなかった。


　何しろ王城は敵の巣そう窟くつである。そこへ忍しのび込むことは簡単だが、万が一戦せん闘とうになれば脱出は難しいだろう。


　そこでアレスはある備えを用意していた。難しいことではない。自分たちの退路に、兵を伏ふせておいたのである。





「どうやら、戻もどってきたようだぞ」


　急に賑にぎやかになった王城の正門を見て、リーエンノールは呟つぶやいた。


「何だあれ。ぼろぼろになった騎士たちが出てくるぞ」


　レオンの言葉に、ミーアも頷うなずく。


「どうやら、ベアトリスが言ってた決起ってのは失敗したみたいね」


　彼女たちは、王城の前にある大通りの一角に身を伏せていた。もし敵がアレスたちを追ってきた場合、その追つい撃げきを防止するために。


　間もなく、彼らの前を騎士の一団が通過していく。誰だれも彼もが傷を負い、どうみても敗軍といった様相を呈ていしていた。


　そして、その軍勢の殿を務めていたのが、誰あろうアレスであった。


「ミーア！　頼たのむ、足止めしてくれ！」


「分かったわ、任せて！」


　ミーアは風の女王の力を行使した。猛もう烈れつな風を真上から吹ふかせ、敵の足を止めるのである。


　ミーアがそのように風の黒くろ魔ま術じゆつを使うのは、これが初めてのことではなく、試みはうまくいった。ようやくコンフォルト率いる近衛騎士たちは、夜の闇やみの中へと逃げ込むことができたのである。






　　　第五章　ファノヴァール家の秘密





　アレスたちは王都を脱だつ出しゆつすることに成功していた。


　怪我人を連れたまま王都を脱出するのは相当な困難を伴ともなうため、コンフォルトなどは城下町へ逃にげ込むべきではないかと提案したが、アレスは次のように主張して頑がんとして聞き入れなかった。


「この王都は今やフィリップの支配するところとなった。むしろ怪我人のためにも、一刻も早く王都を脱出するべきだ」


　もちろん、パンドラの全知の力を見み越こしてのことだった。パンドラの力がフィリップにある限り、王都に潜せん伏ぷくなどという方法はまったく意味をなさない。


　幸いというべきか、あるいはクラウディアの尽じん力りよくのおかげなのか、追っ手の攻こう勢せいは厳しくなく、アレスたちはどうにか王都を脱出し、北西にある森まで逃げ込むことができたのである。


「ここまで来れば、追っ手が来てもどうにかなるだろう」


　アレスの声で、夜の道を必死に逃げてきたコンフォルトら騎き士したちは、へたり込んだ。


　彼らにとっては、多くの仲間を無意味に失っただけの完全な敗北だったのだ。そのせいだろう、辺りは重い空気に支配され、誰も言葉一つ口にしない。


　もっとも、それはアレスも同様だった。


「浮うかない顔してるわね。王女さまとせっかく会えたのに、連れ出せなかったから？」


「…………！」


　不意に、ミーアに心の中で考えていたことを言い当てられ、アレスは言葉を失った。


　だが、確かにあの状じよう況きようではクラウディアを置いていくことしかできなかっただろう。なにより、それがクラウディアの望みだったのだ。


「……仕方のないことだ。クラウディアさまの言葉を聞くことができただけでもよかったさ」


「そう。なら、いいんだけど」


「あの……アレスさま、少しいいでしょうか」


　そう言って二人の間に入ってきたのは、ベアトリスだった。


「カルレーンさまが、あなたに大事な話があると……」


「……そうか。彼の容態は？」


「まったくよくありません。ですが、カルレーンさまがどうしてもと……」


「分かった、とにかく行こう」


「あたしも付いて行っていいのかしら？」


「構わないだろう。おまえは私の大事な仲間だ」


「……そ。ありがと」





　アレスとミーアは、ベアトリスに案内され、ある大きな木の根元へと案内された。


　木の根に背を預けるようにして、カルレーンが横たわっている。明かりといえば月明かりしかなかったが、それでも顔色がよくないことは瞭りよう然ぜんだった。


「よく……お越こしくださいました、アレスさま」


　カルレーンは、ベアトリスに支えられるようにして上半身を起こすと、相手を間ま違ちがえているのではないかと思えるような慇いん懃ぎんな言こと葉ば遣づかいで言った。もし体が自由に動いていれば、膝ひざを突ついて頭こうべを垂れていたかもしれない。
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「お、おやめください。国務大臣にして侯こう爵しやくの位にあるあなたが、なぜ私ごときにそのような態度を……」


「そうする必要があるからです。むしろ、これまでの私のあなたさまへの態度こそが無礼であったと謝罪しなければなりません」


「……一体どういうことだ？　いや、今はそんなことより身を休められるべきでしょうに」


「お断り申し上げます。私の体はもうもちますまい。休んでいたところでどうなるものでもなく、白しろ魔ま術じゆつ師でも探している間に死ぬでしょう。だからこそ、このことを私の口から申し上げたいのです。正直、このような機会が巡めぐってくるとは思っていませんでしたが……しかし、これが恐おそらくは運命だったのでしょう」


　どうしていいか分からず、アレスはカルレーンを支えているベアトリスへと目を向けた。


　しかし、ベアトリスも悲しい顔をして首を横に振ふる。


「どうか、カルレーンさまの希望を叶かなえてください」


「……よくいった、ベアトリス。それでこそ、私の──」


　カルレーンはそこまで言ったところで咳せき込んだ。その口に血が滲にじむ。


　いくつもの死を見てきたアレスには分かった。死相が出ている。カルレーンは、死を覚かく悟ごしてでも何かを伝えようとしているのだ。拒きよ否ひはできなかった。


「分かった。聞こう」


「ありがとうございます。しかし、これは国家の大事なれば、まずお人ひと払ばらいをお願いしたい」


　ミーアが顔をしかめたのが分かった。もっとも、それはアレス自身も同様である。


「彼女は、私の大切な仲間だ。彼女に隠かくさねばならないような事実ならば、私は知りたくもない」


「……分かりました、それがあなたさまのご意志であれば」


　カルレーンは大きく息を吸い、口元の血を拭ぬぐった。


　彼は本当に命をかけて何かを伝えようとしている。その意志の強さが伝わってくる。


「結論から申し上げます。アレスさま、あなたは今、クラウディア王女殿でん下かに続く第二位の王位継けい承しよう権を持っておられるのです」


　場は一いつ瞬しゆんにして静まり返った。


　その発言は、確かにアレスたちを驚おどろかせるだけの効果があった。しかし一方で、あまりにも想像を超こえた現げん実じつ離ばなれした発言であり、アレスは思わずカルレーンの正気を疑ったほどであった。


「く、詳くわしく話してくれ。一体どういうことだ？」


「もちろんです。ただ、事の成り行きを説明するには、まずこのベールセール王国が建国される前まで遡さかのぼらなければなりません──」


　カルレーンは、ゆっくりと語り出した。死を間近に控ひかえているとは思えないほどしっかりした口調で。





　　　　　◆





　未いまだベールセール王国が存在していなかった時代。


　古いにしえの帝てい国こくの支配が終わり、権力の空白地帯となったベールセールの地では、少数の部族が乱立し、豊かな土地や水源を巡って争いを繰くり広ひろげる騒そう乱らんの時代となっていた。争いは永きに亘わたり、この間はあらゆる文化の交流や文明の発展が滞とどこおり、後の歴史家からは〈暗くら闇やみの時代〉と呼ばれるほどだった。


　しかし今からおよそ百年前。ある人物が小さな部族の長の地位を継ついだ。その人物こそ、後のベールセール王国国王ベルセルム一世である。


「秘ひ匿とくとされたゆえ、歴史には語られていませんが、実はベルセルム一世には兄がいたのです。本来なら長兄であった彼が部族の長の座を継ぐはずでしたが、彼は弟に人を惹ひきつける魅み力りよくがあると悟さとり、自ら当主の座を譲ゆずったのです。後に争いが起こらぬよう、そのことは秘匿とされました。その兄の名は……マルスといったそうです」


「なに？　マルス？」


　アレスは驚きを隠せなかった。


「何なの？　知ってるの？」


　ミーアの言葉に、頷く。


「いや……。ただの偶ぐう然ぜんだろうが、私の曾そう祖そ父ふもマルスという名だったのでな」


「いえ、違ちがいます」カルレーンは即そく座ざに言った。「ただの偶然ではありません。ベルセルム一世の兄君こそ──あなたの曾祖父だったのです」


「なん……だって？」


　驚きのあまり、二の句が継げなかった。


「本当なのかそれは！　だ、だとしても、なぜあなたがそんなことを知っている!?」


「私の祖父も、あなたの曾祖父と同じように、ベルセルム一世がまだ一部族の長であったときから家臣として尽つくしていたのです。これはその祖父から聞いた話なのです。それより、話を続けさせてください。まだ話さねばならぬことはいくらでもあるのですから──」





　マルスは弟をこの地の王とするため、果か敢かんに戦った。その尽力もあって国は統一され、今から八十年ほど前に、ベールセール王国が建国される。


　ベルセルム一世は兄マルスの恩に報いるべく、彼を厚く遇ぐうしようとした。しかし、一家臣の座に甘んじていたマルスは、過ぎた恩賞を受けることが後に無益な争いを引き起こす原因になるのではないかと考え、それを拒否する。さらには自身に宿る王族の血を後世に残すことすらも後の禍か根こんになると考え、妻を娶めとることもなかったという。


　後にファノヴァールの家か督とくだけは継がせたものの、それも血の繫つながらぬ養子だったという。


「兄マルスの行動に恩を感じていたベルセルム一世は、それゆえに何度となくこう口にしたのです。もしファノヴァール家が王位を望めば、甘んじて貸かし与えよ。我が王家にはそれだけの借りがある──と」


　長年の疑問の一つが、今氷解したかのようだった。ベールセール王家が、ファノヴァール家を信しん頼らいしてくれていた理由は、そこにあったのだ。


「しかし、今あなたが言ったように、私の曾祖父と祖父の間に血の繫がりはないのだろう？　我がファノヴァール家には、王家の血など流れていないことになるが……」


「……実のところ、このような話もあるのです。あなたの曾祖父は、誰だれとも結けつ婚こんこそしませんでしたが、一人の侍じ女じよを愛していたと。そしてその侍女との間に生まれた子を養子と偽いつわり、家督を継がせたのだと」


「そっ……そんな話まであるのか!?」


　アレスにとっては驚きの連続だった。尊敬に値する曾祖父。その血が、実際に自分に流れていたという。しかもその血筋は、王家に由来するものだったと。


「これについては証しよう拠こはありませぬが、どのみち、養子であろうと実子であろうと関係はないのです。王国法典には、養子であっても家督の相続権を有するとあるのですから。つまり、直系でない以上決して順位は高くありませんが、ファノヴァール家は代々王位継承権を有していたのです……」


　それから時は流れた。王位はベルセルム一世の長男リチャードに引ひき継がれ、王国は安定を取とり戻もどし、ファノヴァール家に伝わる王家の血のことなど歴史の波の中に忘れ去られようとしていた。


　だが、ここで異変が起きる。


「すべての元げん凶きようは、ベルセルム三世が引き起こした〈流血の御み代よ〉です。その折に、王族のほぼすべてが亡くなりました。後に唯ゆい一いつの生き残りであったベルセルム四世が即そく位いしましたが、その結果、とんでもない事態が生じたのです。ファノヴァール家の当主が、ハインツ王太子、そしてクラウディア王女に次ぐ第三位の王位継承権を持つこととなったのです」


　これにより、カルレーンは恐きよう怖ふを抱いだいた。


　もしファノヴァール家の当主が、その事実を知り、王位を求めてきたらどうなるか。いや、ファノヴァール家でなくてもいい、誰かがこの事実を知り、ファノヴァール家当主を焚たきつけるようなことがあれば。


　ただでさえファノヴァール家の四代目当主アレスは剣けんを持てば右に並ぶ者なく、その名声も王国中に知しれ渡っている。もし本格的な武力による抗こう争そうでも起これば、温和なハインツ王太子では相手にならないだろう。





「それゆえに、私はある手を打ったのです。当時、王国のあちこちで勃ぼつ発ぱつしていた反乱組織の一つを密ひそかに援えん助じよ、誘ゆう導どうし、ファノヴァール家の所領レストニア領を襲しゆう撃げきさせたのです。ファノヴァール家を滅ほろぼすために」


「そ、そんな！」


　アレスは瞠どう目もくした。


「待て！　では……こう言いたいのか!?　私の故郷を、レストニア領を襲撃した真の黒幕は──」


「そうです。私なのです。しかしいかなる偶然か、当時アレスさまはレストニア領を離はなれており、私の計画は失敗に終わりました」


「噓うそだ……！　馬ば鹿かげている、そんなことのために私の故郷を……!?」


　アレスの手は、小刻みに震ふるえていた。


　故郷が燃えていたあの日のことは、今でもよく覚えている。あのときほど自分の無力さを痛感したことはなく、それからの日々は後こう悔かいの連続でもあったのだ。


　そのすべての黒幕が、今目の前にいるという。どうしていいか分からなかった。何かの感情がこみ上げてくるのを感じていたが、それが怒いかりなのか、あるいはそれ以外の何かなのかさえも分からなかった。


　そんなアレスの驚きと怒りを無視するかのように、あるいは気付いていないフリをしているかのように、カルレーンは淡たん々たんと続けた。


「その後もアレスさまは武名を馳はせ続け、反対に私の懸け念ねんは一層強まっていきました。私はアレスさまの名声を地に堕おとすべくいくつもの策を弄ろうしたが、すべて失敗に終わりました。しかも、ここでさらに思ってもいなかった最悪の事態が生じたのです。ハインツ王太子の急死です。今や王位継承権を持つ者は、たった二人しかいないのです。すなわち、クラウディアさまとアレスさま。いえ、我が国に女王の前例がない以上、アレスさまこそ第一位の王位継承者と言っても過言ではありません。もしアレスさまがこの事実を公表し、さらにクラウディアさまと結婚すれば、もはや誰も異議を差さし挟はさむ者はいなくなるでしょう。フィリップにはこの国を治める器量はなく、王国の未来にも悲劇しか呼び込みますまい。それゆえに、私はあなたに託たくしたくなったのです。この国の未来と、クラウディアさまとを」


「…………」


　アレスはもはや混乱状態に陥おちいっていた。


　自分が王位継承権を持っており、それゆえにカルレーンは故郷を襲撃させたのだという。


　あの悲劇を引き起こした元凶が、目の前にいるのだ。ところがその元凶は、その自分にこの国とクラウディアを託すという。もはや何をどう判断すべきなのかまったく分からなかった。


「アレスさま。あなたのお怒りは理解しているつもりです。私は自らが王と仰あおぐことになる人の故郷を焼やき払はらうよう命じたのです。その罪の大きさは承知しております。ゆえに、せめて我が命をもってその償つぐないといたしましょう」


　カルレーンはそういうと、どこからかナイフを取り出した。そしてそれを逆手に構え、切っ先を自らの喉のどに向ける。


「ああ!?」


「ば、馬ば鹿か者もの！」


　ベアトリスの悲鳴が響ひびき渡った。ナイフの切っ先がカルレーンの喉を切きり裂さこうとする。だがその寸前、アレスの伸のばした腕うでががっちりとその刃はを押さえていた。


　諦あきらめたように、カルレーンの手からナイフがこぼれ落ちた。


「……私の知っているアレスさまという人物は、もう少し気の短い方だったはず。まさかそのアレスさまがお止めになるとは……」


「私とて、どうすればいいのか分からないのだ！」


　行き場のない感情をぶつけるように、アレスは叫さけんだ。


「実際、私の中には抑えきれぬ感情が煮にえくり返かえっている！　だが……私には分からないのだ！　確かにあなたは過ちを犯した。だが、あなたが国務大臣として立派に職務を果たしてきたことを私は知ってる！　そんなあなたを……誰に裁く権利があるというのだ!?」


　人は誰でも過ちを犯すものだということを、アレスは知っていた。他ならぬアレス自身、過ちを犯し、無む為いに時を過ごした経験があったためである。


　カルレーンのしたことは、確かに許されない。だが、だからといって、殺して、あるいは死なせてどうなるものでもない。そのこともアレスは理解していた。


「……本当に、ご立派になられましたな」


　カルレーンはぼそりと言った。同時に、まるで力が抜ぬけていくかのようにベアトリスに寄りかかる。


「ですがアレスさま。今がそうであられるように、今後私が生きている限り、そして私の顔を見る度に、アレスさまはいつまでも故郷のことを忘れることはできないでしょう。私は王家に忠実な家臣として、生を全まつとうしたいと思っております。私が生きていることで、アレスさまの足を引っ張るようなことがあってはならぬのです……」


「カルレーンさま!?」


　ベアトリスの悲痛な声が響いた。カルレーンが、目を閉じたためである。


「幸いなことに……すべてをお話しして、ようやく私も楽になれました。どのみち、もう、長い命ではありますまい。私はここで死ぬでしょう。アレスさま、どうか私のことは罪人としてご記き憶おくください。それこそが私にできる、最後の王家への忠節です。そして、どうか立派な王となり、この国と、そしてクラウディアさまに幸福を……」


　先ほどまで威い厳げんに満ちていたカルレーンの声に、いつの間にか張りがなくなっていた。


「……カルレーンさまは、もうお疲つかれですわ」


　不意に、ベアトリスが涙なみだを浮うかべながら言った。


「ですから、もう、どうか……。カルレーンさまに残された最後の時間は、せめてわたしに頂けないでしょうか……」


　そこから先は、声にならない様子だった。


　二人の間に、深い絆きずながあることは明めい瞭りようだった。アレスは黙だまってカルレーンに背を向けると、その場を去った。


　ミーアも黙ってそれに続き、その場にはカルレーンとベアトリスだけが残されることとなる。





　そして、アレスがカルレーンと言葉を交わすことは、二度となかった。





　　　　　◆





　アレスはカルレーンの元から去る道すがら、考え込んでいた。


　未だに信じ難い事実の数々。自分が、いや、ファノヴァール家が、王家に連なる血筋であったこと。故郷を襲撃した真の黒幕が、あのカルレーンだったこと。


　新たに知った事実は余りに多く、アレスは未だ混乱から脱だつせずにいた。


「あんまり、一人で考え込むんじゃないわよ？」


　不意に、ミーアがそう声をかける。


「……そうだな。分かってる、私には仲間がいるとな。だが……私自身、何が何だか未だによく分かっていないのだ。今日は色んなことがあり過ぎた。挙句に、私に王になれだと？　私にそんな資格、あるわけがないというのに……」


「そうかしら？　少なくともあのフィリップが治める国よりはまともそうだけど」


「…………」


　肯こう定ていも否定も、アレスにはできなかった。


　確かに力によって国を支配するなどというフィリップには賛同できないが、では自分に何ができるのかと問われれば、答えようがなかったからだ。少なくとも国を導くという気き概がいについては、フィリップにも劣るだろう。


「ねえ。これからどうするの？　あんたのことだから、あの騎き士したちを見捨てる気はないんでしょう？」


「ああ。もちろんだ」


　カルレーンと共に決起したという、コンフォルト率いる多くの騎士たち。その多くは怪け我がを負っており、ここまで逃にげてくるのが精せい一いつ杯ぱいという有様だった。


　フィリップにはパンドラの力もある。その気になれば簡単に彼らを見つけ出し、捕とらえることもできるだろう。それは阻そ止ししなければならなかった。


「大所帯になるわね。これからどうするか、もう少し具体的に考えないと」


「……私にも分かっていることが一つだけある。私は私の信じるもののために剣けんを振ふるべきだということだ。そしてもし……私が剣を振って倒たおさねばならない相手がいるとすれば、それは力で人々を支配しようとする存在だ」


「つまり、フィリップのことね？」


「……もしフィリップが力によって人々を害しようとするならば、私はそれを阻止すべきなんだろう。それはいい。だが……仮にフィリップと戦うことになったとして、その後どうすればいい？　私は剣を振るうことしか能のない人間だ、国を導くなんて想像もつかない。この国に王が必要だということは私にも分かる。だが……私に王など勤まるまい」


「煮え切らないわね……とはあたしには言えないわ。じゃあ、こういうのはどうかしら？　今この国には、自ら人を導こうって人物がもう一人いるわ。そいつに会って、じっくり話し合ってみたら？」


「…………」


　誰だれのことだ──と問おうとしたアレスだったが、答えはすぐに分かった。


　ミーアがそいつ呼ばわりし、人を導こうとしている存在。


「まさか、それは……」


「そうよ」


　そしてミーアは、告げた。


「ジェレイドに、会いに行ってみなさいよ」






　　　間章　聖女の決断





　この頃ころ、ベールセール王国の中央にあるトゥールスレン城じよう砦さいにおいて、エレナは怒おこっていた。


　グロースター伯はくという貴族の協力者を得たエレナが積極的に行っていたのは、情報の収集だった。今、この王国で何が起きていて、そして今後何が起ころうとしているのか。城砦に立ち寄る旅人のうわさ話だけでは足りなかった。真実を、エレナは必要としていたのだ。


　そしてその日、エレナはグロースター伯から次のような報告を聞くこととなる。


「王都においてカルレーン侯こう爵しやくを中心とした反フィリップ派が決起し、そして鎮ちん圧あつされたそうだ。これを機にフィリップは王都における反対派に対する締しめ付つけを厳しくし、今や広場では連日のように処しよ刑けいが行われているらしい。一方、北のジェレイド率いるボルネリア軍も、一度は王国軍に敗退したものの、未だ壊かい滅めつには至っておらず、王国との決戦に備えているそうだ」


「……つまり、こういうことね？」


　問い返すエレナの口調には抑えきれぬ怒いかりが籠こもっており、歴戦の武人であるグロースター伯でさえ戦せん慄りつを覚えたほどだった。


「この国じゃ、いつまた戦争が起こってもおかしくないって」


「まあ戦争というか、内乱だが……」


「どっちでもいいわよ、そんなの！」


　どん、とエレナは机を殴なぐりつけた。


　そのあまりの気き迫はくに、グロースター伯も周囲の人々も、ぎょっとして体をこわばらせる。


　エレナは知っていた。戦の悲ひ惨さんさを。


　痛みに泣なき叫びながら、間近に迫せまる死の恐きよう怖ふに怯おびえながら、母の名を、恋こい人びとの名を叫び続ける兵士たち。


　傷つくのは兵士たちだけではない。兵士たちの家族、戦火に巻き込まれる民衆。争いは貪どん欲よくに人々を呑のみ込み、際限なく傷つけるのだ。


　エレナは誰よりも多くの怪我人を治ち療りようしてきた。それゆえにその悲惨さを誰よりも知っていた。


　戦によって得られるものは、確かにあるのかもしれない。


　だが、多くの人々を傷つけるようなやり方が、正しいわけがない。もっと他に、やるべきことはあるはずなのだ。


「許せないわ、絶対に。あれだけ散々争いをやって、まだ懲こりずに争いを起こそうって人がいるなら……」


　エレナには考えがあった。二度と争いなど生じさせたくはない。そしてそのために自分に出来ることがあるのなら、全力を尽つくすまでだった。たとえ相手が、誰であっても。







つづく







あとがき




　ご存知と思いますが、いつの頃からかファンタジア文庫の表紙裏には著者紹介的な一文を掲けい載さいするスペースをいただけるようになりました。


　しかし、シリーズの一巻とかならまあ無ぶ難なんに自分の紹介でも軽くしてればいいんですが、十一巻とかになるとさすがに紹介のネタも尽つきてきます。そんなわけで、最近は段々著者紹介というより近況報告の場となってるんですが、そういう書き方にはそれはそれで問題が生じます。


　あとがきのネタがなくなるんですね。


　前巻から四カ月、この間にやったことといえばひたすら執しつ筆ぴつ執筆。物書きの中には一気にドカっと書くタイプと毎日少しずつ書くタイプがあるそうですが、私は間違いなく後者のようでして、もう土日祝日を問わず毎日喫茶店やファミレスに籠こもる日々です。一ページも書かない日があったりするとなんか不安になってくるという有あり様さまで、今年の夏といえば「暑かったなあ」で終わりです。もう一時間ぐらいずっとあとがきのネタを必死に探してたんですが、どんなに考えても浮かんできやしません。


　日々の変化といえば同業者とつるんでやるゲームぐらいのもので、そこからすると今年の夏はモンハンフロンティアの夏でした。いやあ、久しぶりにモンハンをどっぷりやると楽しくて仕方ありませんね。


　冬にはとうとうＭＨＰ３も出ますね。マジメな話、もし読者の中にライトノベル出版社の株を持ってる人がいたら、冬になる前に売り払った方がいいかもしれません。あれが出たら最後、しばらく本が出せなくなる作家が何人生まれることか。


　しかしモンハンは抜きにしても今年の年末は恐ろしいですね。待ちに待ったＧＴシリーズ最新作にフォールアウト新作、ＣＯＤ新作、タククティクスオウガのリメイクまで出るとなれば一体どうすればいいんでしょう。唯ゆい一いつの救いは、前作であれだけ私の時間を吸い取ったシヴィライゼーションシリーズの最新作、Ｃｉｖ５が今一つ私好みではなかったということでしょうか。でも前作Ｃｉｖ４も、最初はあんまり好きじゃなかったものの、攻略法が分かってくると途と端たんに時間吸い取りマシーンと化しましたから、まだまだ油断はできません。


　……一応、執筆の方はちゃんとしてますので念のため。


　火風新刊の原稿はもちろん、かなり前からちょろちょろ告知している新作の方もぼちぼち書いております。それについては、うまくいけば次巻のあとがき辺りで何か告知の一つもできるかもしれません。


　というわけで、次巻の話も出たところでついでに内容の方の予告をば。





　自らの進むべき道を見定めようとするアレス。他方、自らが歩むべき道を見失いかけていたジェレイド。その二人が出会ったとき、二人の前に新たな道が現れる。


　一方、王都における地じ盤ばんを完全に固めたフィリップは、アレスと雌し雄ゆうを決すべく、そして王国を完全に我がものとすべく行動を開始する。





　ってな感じで。


　というわけで、火の国、風の国物語第十二巻『傑士相求（仮）』は、例によって四カ月後、二〇一一年三月発売を予定しております。ご期待ください。


　それではまた、あとがきでお会いできることを祈りつつ。







師走しわすトオル




http://december-hp.sakura.ne.jp/




　ページが余ったので、おまけ。


　今後活用される機会がないかもしれない無駄な設定紹介その１。





『火の国、風の国物語』の世界における暦こよみでは、一年は十二の月からなり、また第一の月から第十二の月まで、すべて一カ月は三十日からなっています。ですので『第二の月三十日』というのも普通にあります。


　一方で、一年は三六五日あります。一カ月が三十日だと三六〇日になって計算合わないんじゃないのってことになりますが、毎年十二月三十日が終わると、新年のお祝いということで暦に出てこない祝日が五日ほど続きます。また、四年に一度だけこの五日の祝日が一日増えて六日になったりします。


　ちなみに、この五日の間に生まれた子は縁えん起ぎがいいとされ、アレスくんがまさにそうだったりします。





　以上、火風豆知識のコーナーでした。


　……オチがつけられません。その２はないかもしれません。
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火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり11
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